
は
じ
め
に

二
一
世
紀
に
入
っ
た
最
近
の
約
二
〇
年
間
で
、
日
本
外
交
史
あ
る
い
は
軍
事
史

の
分
野
で
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
研
究
に
基
づ
い
た
成
果
が
蓄
積
さ
れ
つ
つ
あ
る
（
１
）。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
情
報
活
動
の
視
点
を
踏
ま
え
て
、
日
本
外
交
の
再
検
討
を
試

み
た
い
。
無
論
、
通
常
の
一
般
的
な
意
味
で
の
外
交
史
の
叙
述
に
も
力
点
を
置
い

て
い
る
。
時
期
は
日
中
戦
争
中
の
一
九
三
八
年
初
頭
か
ら
秋
頃
を
対
象
と
し
、
特

に
宇
垣
一
成
の
外
務
大
臣
在
任
期
間
に
着
目
し
た
。

本
稿
で
言
う
情
報
活
動
は
、
情
報
収
集
だ
け
で
な
く
情
報
の
分
析
も
含
め
た
意

味
で
用
い
て
い
る
。
対
象
と
す
る
情
報
活
動
は
、
一
部
憲
兵
な
ど
か
ら
の
人
的
情

報
活
動
（H
um
an
Intelligence

）
に
も
言
及
す
る
が
、
主
と
し
て
、
無
線
傍
受

や
暗
号
解
読
を
行
う
通
信
情
報
（Signals

Intelligence

）
に
焦
点
を
あ
て
る
。

具
体
的
な
史
料
と
し
て
、
通
信
情
報
を
担
任
し
た
海
軍
の
軍
令
部
第
一
一
課
作
成

の
史
料
が
一
定
程
度
現
存
し
て
い
る
の
で
（
２
）、
そ
れ
ら
を
随
時
用
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
や
や
海
軍
に
比
重
を
置
い
た
考
察
と
な
る
が
、
陸
軍
や
外
務
省
に
も
充
分
目

配
せ
を
し
て
い
る
。

な
お
、
引
用
史
料
中
の
旧
字
体
は
新
字
体
に
直
し
、
適
宜
、
句
読
点
を
付
し
た
。

強
調
点
、
改
行
の
／
、
補
足
の
〔
〕
は
、
引
用
者
が
付
し
た
も
の
で
あ
る
。

第
一
章

暗
号
解
読
と
吉
田
茂

第
一
節

海
軍
の
吉
田
茂
観

一
九
三
八
年
の
五
月
下
旬
か
ら
六
月
上
旬
に
掛
け
て
近
衛
文
麿
内
閣
の
内
閣
改

造
が
断
行
さ
れ
た
。
主
要
閣
僚
の
構
成
員
が
変
わ
り
、
新
た
に
宇
垣
一
成
が
外
務

大
臣
、
池
田
成
彬
が
大
蔵
兼
商
工
大
臣
、
板
垣
征
四
郎
が
陸
軍
大
臣
に
就
任
し
た
。

こ
の
改
造
に
合
わ
せ
る
か
の
よ
う
に
、
吉
田
茂
駐
英
大
使
が
ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス

（Edw
ard

H
alifax

）
英
国
外
務
大
臣
と
会
見
し
、
内
閣
改
造
は
戦
争
へ
の
増
大

す
る
不
評
に
起
因
し
て
お
り
、
英
国
に
日
中
戦
争
の
調
停
を
求
め
た
（
３
）。
こ
の
時
の

情
報
活
動
と
日
本
外
交

―
―
一
九
三
八
年
を
中
心
と
し
て
―
―

宮

杉

浩

泰

東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要

第
二
十
四
号

二
〇
二
〇
年
三
月

93



両
者
の
会
談
は
、
こ
れ
ま
で
も
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
日
中
戦
争
解
決
を
目
指
す
日

本
側
の
和
平
努
力
の
一
環
と
見
な
す
解
釈
も
あ
る
（
４
）。

こ
の
会
談
後
、
ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
外
相
は
、
東
京
駐
在
の
英
国
大
使
ク
レ
ー

ギ
ー
（Robert

Craigie

）
に
吉
田
と
の
会
見
内
容
を
通
知
し
た
。
こ
れ
ま
で
あ

ま
り
知
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
だ
が
、
こ
の
ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
か
ら
ク
レ
ー

ギ
ー
に
宛
て
た
暗
号
電
報
を
日
本
の
海
軍
は
解
読
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
暗
号
解

読
、
通
信
傍
受
を
担
当
す
る
軍
令
部
第
一
一
課
か
ら
一
九
三
八
年
六
月
一
日
に
出

さ
れ
た
、
実
際
の
解
読
文
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
（
５
）。

５
月
３１
日
附
機
密
３７９
番
電

⑴
吉
田
駐
英
大
使
ハ
５
月
３１
日
本
官
ヲ
訪
ヒ
「
余
ノ
意
見
ニ
ヨ
レ
バ
最
近

ノ
内
閣
ノ
更
迭
ハ
戦
争
ニ
対
ス
ル
人
気
ガ
次
第
ニ
悪
化
増
大
シ
行
ク
ヲ
認
識

セ
シ
為
生
ジ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
新
外
相
ハ
日
英
関
係
改
善
ヲ
切
望
シ
ア

リ
」
ト
語
レ
リ
。

⑵
同
大
使
ハ
其
後
特
別
ニ
訓
令
ヲ
受
ケ
タ
ル
ニ
非
ザ
ル
モ
話
題
ヲ
元
ニ
戻

シ
「
英
国
政
府
ガ
適
当
ナ
ル
時
期
ニ
調
停
ニ
立
ツ
ベ
シ
」
ト
ノ
要
求
ニ
言
及

セ
リ
。
本
官
ハ
之
ニ
対
シ
「
英
国
政
府
ハ
調
停
ス
ベ
キ
如
何
ナ
ル
根
拠
モ
実

際
存
在
セ
ズ
ト
看
做
シ
、
何
等
調
停
ス
ベ
キ
確
信
ヲ
有
セ
ズ
」
ト
答
ヘ
タ
リ
。

同
大
使
ハ
「
支
那
ノ
抗
日
運
動
停
止
及
満
洲
ト
ノ
省
境
ニ
関
ス
ル
�
或
ル
特

別
ナ
ル
條
項
�（
後
者
ハ
余
自
身
ノ
意
見
ナ
リ
）
等
ヲ
除
キ
、
日
本
政
府
ハ

何
等
調
停
ノ
準
備
工
作
ヲ
ナ
サ
ザ
ル
ベ
シ
。
／
支
那
ノ
領
土
保
全
ト
第
三
国

ノ
権
益
ハ
尊
重
セ
ベ
シ
」
ト
云
ヘ
リ
。

⑶
「
駐
日
英
大
使
ニ
所
要
ノ
訓
令
ヲ
発
ス
ベ
キ
ナ
リ
」
ト
ノ
吉
田
大
使
ノ

要
求
ニ
対
シ
、
本
官
ハ
「
駐
日
英
大
使
ハ
既
ニ
充
分
本
官
ノ
意
見
ヲ
了
解
シ

ア
リ
テ
如
何
ナ
ル
時
英
国
政
府
ガ
調
停
開
始
ニ
有
用
ナ
ル
措
置
ヲ
ト
ル
ベ
キ

ヤ
ヲ
本
官
ニ
助
言
シ
得
ル
モ
ノ
ト
信
ズ
」
ト
答
ヘ
タ
リ
。

こ
の
三
七
九
号
電
の
解
読
文
は
日
本
語
に
訳
出
さ
れ
た
も
の
だ
け
で
は
な
く
、

英
語
の
解
読
文
も
残
存
し
て
い
る
（
６
）。
情
報
の
受
け
手
で
あ
る
海
軍
の
政
策
担
当
者

は
、
日
本
語
の
解
読
情
報
の
回
覧
後
、
内
容
の
重
要
性
に
鑑
み
英
語
の
原
文
を
見

た
い
と
い
う
要
請
を
軍
令
部
第
一
一
課
に
し
た
と
思
わ
れ
る
。
日
本
語
に
訳
出
さ

れ
タ
イ
プ
さ
れ
た
解
読
文
の
⑵
の
後
半
部
の
「
準
備
工
作
ヲ
ナ
サ
ザ
ル
ベ
シ
」
と

い
う
箇
所
に
は
赤
線
が
引
か
れ
、
手
書
き
で
「
為
ノ
前
程
〔
提
〕
条
件
ヲ
有
セ

ズ
」
と
訳
し
直
さ
れ
、
吉
田
が
抗
日
停
止
と
満
洲
と
の
境
界
で
の
取
極
め
以
外
に

前
提
条
件
を
付
け
ず
、
和
平
調
停
を
依
頼
し
た
と
い
う
文
意
に
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
、
英
文
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
見
て
書
き
換
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
九
三
八
年
時
の
状
況
に
触
れ
る
前
に
、
吉
田
と
海
軍
の
関
係
を
確
認
し
て
お

き
た
い
。
吉
田
は
外
務
次
官
在
任
中
の
一
九
三
〇
年
に
ロ
ン
ド
ン
海
軍
軍
縮
条
約

締
結
に
尽
力
し
、
国
内
で
の
関
係
各
方
面
へ
の
根
回
し
な
ど
も
精
力
的
に
行
っ
た
（
７
）。

こ
の
時
の
吉
田
の
働
き
は
海
軍
関
係
者
に
悪
印
象
を
与
え
、
一
九
三
六
年
の
二
・

二
六
事
件
後
の
広
田
弘
毅
内
閣
組
閣
の
際
に
海
軍
は
、
吉
田
の
外
相
就
任
に
明
確

に
反
対
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
吉
田
外
相
実
現
が
阻
止
さ
れ
た
原
因
は
、
吉
田

の
自
由
主
義
思
想
、
親
英
米
派
に
属
す
る
点
、
牧
野
伸
顕
の
女
婿
で
あ
る
こ
と
な

ど
を
陸
軍
が
嫌
っ
た
た
め
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
。
事
実
、
そ
の
よ
う
な
側
面
も

あ
り
、
広
田
に
大
命
降
下
が
下
っ
た
三
月
五
日
の
翌
六
日
、
陸
軍
省
軍
務
局
軍
事

課
高
級
課
員
の
武
藤
章
中
佐
が
海
軍
側
に
下
村
宏
、
吉
田
茂
、
川
崎
卓
吉
、
中
島

知
久
平
の
入
閣
に
反
対
の
旨
を
伝
え
た
（
８
）。
し
か
し
、
海
軍
は
陸
軍
以
上
に
吉
田
を

忌
避
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

三
月
二
日
か
ら
九
日
�
の
新
内
閣
の
組
閣
過
程
を
記
し
た
海
軍
側
の
記
録
に
よ

る
と
（
９
）、
広
田
新
内
閣
の
閣
僚
に
つ
い
て
陸
海
軍
間
で
協
議
が
行
わ
れ
、
七
日
豊
田
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副
武
軍
務
局
長
が
陸
軍
と
連
絡
し
、
陸
軍
側
は
外
相
候
補
と
し
て
、「
意
中
ノ
人

ハ
無
イ
ガ
強
ヒ
テ
言
ヘ
バ
寺
内
〔
寿
一
〕
大
将
ノ
意
見
ト
シ
テ

白
鳥
〔
敏
夫
〕

ハ
ド
ー
カ
ト
思
フ
」
と
提
案
し
た
が
、
海
軍
が
反
対
し
、
次
の
候
補
と
し
て
「
陸

軍
ト
シ
テ
ハ
佐
藤
尚
武
氏
ハ
適
任
ト
思
フ
之
ニ
対
シ
海
軍
ト
シ
テ
モ
賛
成
ヲ
表
」

し
た
（
１０
）。
吉
田
に
つ
い
て
陸
軍
は
海
軍
側
に
、「
陸
軍
ト
シ
テ
反
対
デ
ハ
ナ
イ
ガ
海

軍
ガ
不
仝
意
ノ
由
ダ
カ
ラ
止
メ
サ
セ
度
イ
」
と
述
べ
て
お
り
、
遅
く
と
も
七
日
の

時
点
で
、
海
軍
は
吉
田
外
相
反
対
を
陸
軍
に
伝
え
て
い
た
こ
と
や
、
武
藤
章
は
別

と
し
て
、
陸
軍
全
体
で
は
吉
田
の
外
相
就
任
に
反
対
で
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

翌
三
月
八
日
、
海
相
に
内
定
し
た
永
野
修
身
と
寺
内
が
会
談
し
た
際
に
も
、「
吉

田
ハ
陸
軍
デ
ハ
差
支
ナ
イ
ガ
海
軍
デ
ハ
倫
敦
条
約
当
時
ノ
外
務
次
官
デ
不
仝
意
」

と
話
し
合
わ
れ
て
お
り
（
１１
）、
結
局
、
外
相
は
広
田
が
一
時
兼
摂
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

吉
田
外
相
実
現
を
阻
止
し
た
海
軍
だ
が
、
新
聞
報
道
で
吉
田
の
駐
英
大
使
就
任

が
検
討
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
三
月
三
一
日
、
閣
議
前
に
嶋
田
繁
太
郎
軍
令

部
次
長
が
長
谷
川
清
海
軍
次
官
に
注
意
を
与
え
、「
昭
和
五
年
外
務
次
官
当
時
ノ

策
動
ハ
海
軍
ニ
不
人
望
ナ
レ
ハ
止
メ
サ
セ
タ
シ
」
と
述
べ
、
閣
議
で
吉
田
駐
英
大

使
の
人
事
案
が
通
ら
な
い
よ
う
に
要
求
し
た
。
閣
議
で
は
、
広
田
首
相
が
日
英
外

交
に
力
を
注
ぐ
趣
旨
に
よ
り
他
に
適
任
者
が
い
な
い
と
説
明
し
、
永
野
海
相
は

「
海
軍
ハ
外
相
ト
ナ
ル
コ
ト
ニ
反
対
シ
タ
ル
カ
、
吉
田
氏
ニ
対
シ
テ
ハ
前
回
ノ
関

係
上
不
安
ヲ
抱
キ
ア
リ
、
追
テ
軍
縮
会
議
ノ
話
モ
ア
ル
コ
ト
ナ
レ
ハ
吉
田
氏
出
発

前
ニ
将
来
ハ
前
回
ノ
如
キ
コ
ト
ナ
キ
旨
ヲ
明
確
ニ
サ
レ
タ
シ
ト
希
望
」
し
、
消
極

的
な
が
ら
吉
田
駐
英
大
使
就
任
を
容
認
し
た
。
五
月
四
日
、
吉
田
は
赴
任
に
先
立

ち
伏
見
宮
軍
令
部
総
長
に
拝
謁
し
た
。
伏
見
宮
は
吉
田
に
対
し
、
日
英
両
海
軍
は

明
治
以
来
の
親
善
関
係
に
あ
り
、
こ
の
関
係
の
持
続
を
希
望
す
る
が
、
軍
縮
問
題

で
譲
歩
す
べ
き
で
は
な
い
こ
と
、
日
英
両
国
の
皇
室
が
親
密
で
あ
る
こ
と
は
喜
ば

し
い
が
、
皇
室
の
親
善
関
係
を
そ
の
ま
ま
政
治
外
交
に
用
い
る
べ
き
で
は
な
い
こ

と
、
日
本
の
南
方
発
展
に
伴
い
英
国
と
の
利
害
衝
突
は
避
け
難
く
、
こ
れ
に
対
し

て
海
軍
は
外
務
省
と
連
絡
を
保
ち
実
行
す
る
が
、「
外
交
官
ハ
兎
角
ヘ
コ
ヘ
コ
シ

過
ル
憾
ア
リ
」、
迎
合
す
べ
き
で
な
い
こ
と
、
な
ど
を
告
げ
て
い
る
（
１２
）。
海
軍
は
吉

田
の
駐
英
大
使
就
任
に
あ
た
り
警
告
を
与
え
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

第
二
節

吉
田
・
ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
会
談
へ
の
反
応

前
節
で
述
べ
た
海
軍
と
吉
田
の
緊
張
関
係
を
念
頭
に
置
き
、
さ
き
の
解
読
情
報

に
対
し
て
海
軍
、
特
に
中
堅
層
が
ど
う
反
応
を
し
た
か
を
述
べ
る
。
解
読
情
報
が

出
さ
れ
た
翌
一
九
三
八
年
六
月
二
日
、
軍
令
部
の
横
井
忠
雄
・
軍
令
部
第
一
部
直

属
甲
部
員
は
吉
田
を
痛
烈
に
批
判
す
る
文
書
を
起
草
し
た
（
１３
）。
冒
頭
で
、「
確
実
ナ

ル
情
報
ニ
依
レ
バ
吉
田
駐
英
大
使
ハ
英
外
務
大
臣
ニ
対
シ
㈠
帝
国
ノ
内
閣
改
造
ハ

戦
争
ニ
対
ス
ル
国
内
民
心
悪
化
ノ
徴
ア
ル
ニ
因
レ
ル
コ
ト
㈡
英
国
ガ
日
支
間
ノ
調

停
ニ
立
ツ
コ
ト
ヲ
要
望
ス
ル
旨
ヲ
申
入
レ
タ
ル
由
ナ
リ
」
と
入
手
し
た
事
実
関
係

を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、「
確
実
ナ
ル
情
報
」
は
解
読
情
報
を
意
味
し
て
い

る
が
、「
確
実
ナ
ル
情
報
」
と
い
う
文
句
は
、
解
読
情
報
を
示
す
も
の
と
し
て
隠

語
的
に
当
時
の
陸
海
軍
、
外
務
省
で
頻
繁
に
用
い
ら
れ
て
い
た
。
引
き
続
き
横
井

は
、「
㈠
ノ
如
キ
ハ
戦
争
遂
行
ニ
対
ス
ル
帝
国
ノ
弱
点
ヲ
故
意
ニ
第
三
国
ニ
洩
シ

タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
戦
時
一
国
ヲ
代
表
ス
ル
外
交
使
臣
ト
シ
テ
極
メ
テ
不
謹
慎
ナ
リ

㈡
ノ
如
キ
ハ
事
変
処
理
ニ
対
ス
ル
帝
国
ノ
根
本
方
針
ト
相
容
レ
ザ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ

駐
外
使
臣
ト
シ
テ
越
権
潜
〔
僭
〕
越
ノ
限
ナ
リ

若
シ
吉
田
一
個
ノ
考
ニ
非
ズ
シ

テ
政
府
ガ
之
ヲ
訓
令
セ
リ
ト
仮
定
セ
バ
大
本
営
ト
何
等
連
絡
無
ク
シ
テ
戦
争
指
導

上
ノ
大
問
題
ヲ
処
理
セ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
飽
ク
�
政
府
ノ
責
任
ヲ
糾
弾
セ
ザ

ル
可
カ
ラ
ズ
」
と
主
張
し
、
英
国
に
調
停
を
求
め
た
吉
田
の
発
言
が
個
人
的
な
見

解
で
は
な
く
、
本
国
か
ら
の
訓
令
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
い
か
と
疑
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
横
井
は
、「
元
来
吉
田
大
使
ハ
親
英
拝
英
ノ
権
化
ニ
シ
テ
事
変
前
ニ
於
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テ
モ
英
国
ノ
代
弁
者
ナ
ル
カ
帝
国
ノ
外
交
使
臣
ナ
ル
カ
ヲ
人
ヲ
シ
テ
怪
マ
シ
メ
タ

ル
事
往
々
ニ
シ
テ
然
リ

事
変
中
モ
�
々
斯
ク
ノ
如
キ
言
動
ア
リ
〔
中
略
〕
苟
モ

一
国
ノ
使
臣
ガ
斯
ク
ノ
如
キ
不
謹
慎
ノ
言
辞
ヲ
弄
シ
泣
訴
的
態
度
ヲ
執
ル
ガ
如
キ

ハ
言
語
道
断
ナ
リ
」
と
吉
田
個
人
へ
の
批
判
を
展
開
し
、「
仝
大
使
ノ
如
キ
有
害

無
益
ナ
ル
大
使
ハ
速
ニ
本
国
ニ
招
〔
召
〕
還

適
任
者
ヲ
以
テ
之
ニ
更
フ
ル
ヲ
要

ス
」
と
吉
田
の
更
迭
を
求
め
、「
若
シ
仝
大
使
ノ
策
動
ヲ
放
置
シ
我
国
ヨ
リ
進
ン

デ
英
国
ヲ
シ
テ
事
変
調
停
ノ
主
動
者
タ
ル
事
ヲ
促
進
セ
ン
ト
ス
ル
ガ
如
キ
事
ニ
至

ル
ニ
於
テ
ハ
本
事
変
ノ
意
義
ハ
全
ク
没
却
セ
ラ
レ
」
て
し
ま
う
と
危
機
感
を
露
わ

に
し
て
い
る
。

横
井
の
意
見
具
申
と
同
じ
六
月
二
日
、
解
読
情
報
を
受
け
て
海
軍
省
臨
時
調
査

課
長
の
高
木
惣
吉
も
吉
田
を
非
難
す
る
文
書
を
起
案
し
部
内
に
回
覧
さ
れ
た
（
１４
）。
高

木
は
、「
吉
田
駐
英
大
使
ガ
従
来
帝
国
ノ
国
内
国
際
情
勢
ヲ
深
ク
考
慮
ス
ル
ト
コ

ロ
ナ
ク
帝
国
使
臣
ト
シ
テ
洵
ニ
軽
挙
妄
動
シ
タ
ル
コ
ト
一
再
ニ
止
マ
ラ
ズ
」、「
然

ル
ニ
同
大
使
ハ
性
懲
リ
モ
無
ク
五
月
三
十
一
日
英
外
相
ニ
対
シ
帝
国
ノ
内
閣
改
造

ガ
人
心
離
反
、
悪
化
ニ
原
因
ス
ル
カ
ノ
如
キ
コ
ト
ヲ
併
モ
制
日
援
支
ニ
終
始
セ
ル

英
国
ニ
向
ツ
テ
公
言
シ
剰
ヘ
英
国
政
府
ノ
和
平
調
停
ヲ
哀
訴
ス
ル
ノ
醜
態
ニ
出
デ

タ
ル
コ
ト
ハ
実
ニ
言
語
道
断
、
沙
汰
ノ
限
リ
ト
言
フ
ベ
ク
看
過
ス
ベ
カ
ラ
ザ
ル
重

大
問
題
」
と
指
摘
し
、
吉
田
の
ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
へ
の
発
言
が
、「
中
央
ヨ
リ
ノ

請
訓
ニ
基
ク
モ
ノ
ト
セ
バ
猶
更
斯
カ
ル
大
問
題
ヲ
閣
議
竝
ニ
連
絡
会
議
ニ
諮
ラ
ズ

シ
テ
取
計
ヘ
ル
責
任
者
ヲ
糺
弾
セ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
」
と
横
井
同
様
、
吉
田
の
発
言

は
東
京
中
央
か
ら
の
指
示
で
は
な
い
か
と
勘
繰
っ
て
い
る
。
高
木
は
最
終
的
に
、

「
惟
フ
ニ
吉
田
大
使
ハ
赴
任
当
時
ニ
注
入
セ
ラ
レ
タ
ル
日
英
親
善
復
活
ノ
観
念
ニ

禍
セ
ラ
レ
事
態
ノ
実
状
ニ
適
応
ス
ル
ノ
道
ヲ
悟
ラ
ザ
ル
コ
ト
明
白
ナ
ル
ヲ
以
テ
外

相
更
迭
ノ
時
機
ニ
於
テ
速
ニ
対
英
外
交
陣
ノ
刷
新
ヲ
図
ル
ハ
焦
眉
ノ
急
務
ト
痛
感

ス
」
と
、
宇
垣
が
新
外
相
に
就
任
し
た
こ
と
を
捉
え
て
、
吉
田
の
交
代
を
求
め
て

い
る
。
高
木
は
同
日
付
の
個
人
的
な
日
記
の
中
で
も
吉
田
・
ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
会

見
に
触
れ
、「
洵
ニ
帝
国
ノ
面
目
ヲ
求
メ
テ
傷
〔
ツ
〕
ケ
ン
ト
ス
ル
非
常
識
ノ
使

臣
哉
」
と
吉
田
を
批
判
し
て
い
る
（
１５
）。
さ
ら
に
高
木
は
、
翌
六
月
三
日
に
認
め
た
主

と
し
て
内
閣
改
造
と
そ
の
余
波
に
言
及
し
た
、
西
園
寺
公
望
の
秘
書
・
原
田
熊
雄

宛
て
の
書
簡
の
末
尾
に
「
吉
田
駐
英
大
使
は
重
大
失
態
を
犯
せ
り
同
大
使
は
速
に

更
迭
せ
し
め
ら
れ
ざ
れ
ば
思
は
ざ
る
紛
糾
を
惹
起
す
る
危
険
有
之
候
」
と
、
原
田

に
も
吉
田
更
迭
を
提
案
し
て
い
る
（
１６
）。

横
井
と
高
木
の
意
見
具
申
に
共
通
す
る
の
は
吉
田
に
対
す
る
罵
倒
に
近
い
強
烈

な
感
情
で
あ
り
、
海
軍
と
吉
田
の
緊
張
関
係
は
頂
点
に
達
し
た
感
が
あ
る
。
ま
た
、

海
軍
中
堅
層
が
、
日
中
戦
争
解
決
の
た
め
に
英
国
の
調
停
を
求
め
る
と
い
う
考
え

に
否
定
的
で
あ
る
こ
と
も
示
し
て
い
る
。
横
井
も
高
木
も
吉
田
の
発
言
が
本
省
か

ら
の
訓
令
に
基
づ
き
な
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
疑
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
日
本

側
の
解
読
文
に
も
吉
田
自
身
が
、「
特
別
ニ
訓
令
ヲ
受
ケ
タ
ル
ニ
非
ザ
ル
モ（w

ith-
out
specific

instruction

）」
と
述
べ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、

そ
の
よ
う
な
疑
い
を
抱
い
た
の
は
、
外
交
官
が
政
府
か
ら
の
指
示
で
発
言
す
る
場

合
で
も
、
あ
え
て
個
人
的
見
解
で
あ
る
と
前
置
き
す
る
例
も
多
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。

横
井
と
高
木
の
意
見
書
に
は
、
岡
敬
純
軍
務
局
軍
務
第
一
課
長
が
、
意
見
書
に
同

感
を
示
し
外
務
省
に
連
絡
し
た
旨
の
書
き
込
み
が
、
そ
の
ど
ち
ら
に
も
な
さ
れ
て

い
る
。

横
井
と
高
木
の
意
見
具
申
が
な
さ
れ
た
六
月
二
日
、
石
射
猪
太
郎
外
務
省
東
亜

局
長
は
「
吉
田
大
使
ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
外
相
に
日
支
間
に
中
〔
仲
〕
裁
し
て
呉
れ

と
頼
む
。
独
断
甚
し
（
１７
）」
と
記
し
、
吉
田
の
行
動
に
石
射
も
不
快
感
を
持
っ
た
こ
と

を
表
し
て
い
る
。
石
射
に
よ
る
と
、
六
月
三
日
、「
三
省
会
議
に
て
吉
田
大
使
問

題
と
な
」
っ
た
（
１８
）。
こ
の
三
省
会
議
と
は
、
中
国
問
題
に
つ
い
て
陸
海
軍
務
局
長
と

東
亜
局
長
が
随
時
外
務
省
で
相
談
す
る
三
省
事
務
当
局
会
議
の
こ
と
だ
が
（
１９
）、
吉
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田
・
ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
会
談
が
海
軍
だ
け
で
な
く
、
陸
海
外
の
三
者
で
物
議
を
醸

し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

で
は
、
陸
軍
は
吉
田
の
言
動
に
ど
の
よ
う
に
反
応
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
三
省
会

議
で
吉
田
が
問
題
に
な
っ
た
三
日
、
田
中
新
一
陸
軍
省
軍
務
局
軍
事
課
長
は
、

「
丗
一
日
吉
田
ヨ
リ
英
外
ム
ニ
調
停
以
来
〔
依
頼
〕
ノ
件
」
と
題
し
て
、「
宇�

垣�

ノ

指
令
カ
／
宇�

垣�

近
エ
ノ
合
作
カ
／
宇�

垣�

近
エ
、
参
本
ノ
合
作
カ
／
宇�

垣�

参
本
ノ
合

作
カ
」、「
申
入
レ
ハ
陰
謀
ナ
リ
／
御
前
会
ギ
決
定
ト
反
ス
」、「
抗
日
圧
迫
／
満
洲

接
壌
以
外
ハ
予
メ
條
件
ヲ
ツ
ケ
ス
」
な
ど
と
記
し
て
い
る
（
２０
）。「
陰
謀
」
と
い
う
言

葉
が
表
し
て
い
る
よ
う
に
、
田
中
は
英
国
へ
の
調
停
に
不
快
感
を
持
っ
て
い
る
が
、

吉
田
個
人
に
激
怒
し
て
い
る
海
軍
の
横
井
や
高
木
と
大
き
く
異
な
り
、
田
中
の
怒

り
や
疑
念
は
新
た
に
外
相
に
な
っ
た
宇
垣
に
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
点
は
、
比
較
的
短
い
記
述
の
中
に
宇
垣
の
名
前
が
四
回
も
出
て
く
る
こ
と
か
ら

も
わ
か
る
。
要
す
る
に
、
田
中
は
宇
垣
の
外
相
就
任
に
よ
り
、
自
分
の
知
ら
な
い

と
こ
ろ
で
、
宇
垣
が
主
導
し
何
ら
か
の
政
策
の
変
更
が
行
わ
れ
た
と
疑
っ
た
の
で

あ
る
。

宇
垣
と
陸
軍
の
関
係
に
関
し
て
は
、
外
交
問
題
に
関
す
る
限
り
平
穏
で
あ
り
、

陸
軍
が
宇
垣
の
内
閣
参
議
や
外
相
就
任
に
反
対
し
な
か
っ
た
の
は
、
陸
軍
が
宇
垣

の
対
中
政
策
や
和
平
政
策
を
受
け
入
れ
可
能
と
認
識
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ

し
て
、
杉
山
元
陸
相
や
畑
俊
六
が
宇
垣
と
荒
木
貞
夫
の
参
議
就
任
に
反
対
し
た
の

は
、
あ
く
ま
で
、
彼
ら
の
抗
争
の
再
勃
発
を
恐
れ
た
か
ら
で
あ
り
、
宇
垣
に
対
す

る
陸
軍
省
部
の
感
情
が
再
び
悪
化
し
た
の
は
張
鼓
峰
事
件
か
ら
で
あ
る
、
と
い
う

指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
（
２１
）。
こ
の
説
明
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
内
閣
改
造
を
巡
る
陸

相
交
代
を
「
統
帥
権
干
犯
ニ
対
ス
ル
疑
惑
」
が
あ
る
と
非
難
し
て
い
た
田
中
新
一

は
、
参
議
の
宇
垣
と
荒
木
の
入
閣
を
、「
荒
木
、
宇
垣
ニ
依
ル
軍
内
ノ
対
立
強
化

策
謀
」
と
み
て
い
た
（
２２
）。
こ
の
記
述
は
五
月
二
八
日
に
な
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
田
中

の
宇
垣
へ
の
懸
念
の
第
一
は
こ
の
時
点
で
は
陸
軍
内
部
の
人
的
関
係
に
あ
り
、
宇

垣
の
対
外
政
策
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
勿
論
、
日
記
の
文
面
上
に

無
く
て
も
、
内
閣
改
造
の
経
緯
か
ら
考
え
て
田
中
が
宇
垣
の
対
外
方
針
に
何
ら
か

の
懸
念
を
も
っ
て
い
た
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。
少
な
く
と
も
田
中
個
人
に
限

定
す
れ
ば
、
吉
田
の
独
断
に
よ
る
和
平
調
停
は
潜
在
的
に
存
在
し
て
い
た
宇
垣
に

対
す
る
不
信
感
を
顕
在
化
さ
せ
、
助
長
さ
せ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
吉
田
の
ハ

リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
対
す
る
和
平
調
停
申
入
れ
は
、
結
果
的
に
新
外
相
の
宇
垣
の
助

力
に
な
る
ど
こ
ろ
か
、
陸
軍
の
一
部
の
宇
垣
へ
の
不
信
感
を
再
燃
さ
せ
、
宇
垣
の

足
を
引
っ
張
っ
て
し
ま
っ
た
。
吉
田
自
身
も
想
像
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
皮
肉
な

展
開
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

次
に
、
田
中
自
身
は
当
該
期
に
ど
の
よ
う
な
考
え
を
抱
い
て
い
た
の
か
を
み
て

い
き
た
い
。
内
閣
改
造
に
あ
た
り
、
田
中
は
「
前
大
臣
ヨ
リ
新
大
臣
ヘ
申
送
リ
希

望
事
項
（
軍
ム
局
ト
シ
テ
）」
を
一
三
項
目
列
挙
し
、
そ
の
中
に
は
、「
一
月
十
六

日
声
明
ヲ
飽
ク
マ
テ
遂
行
ノ
コ
ト
」、「
作
戦
ハ
漢
口
広
東
ヲ
攻
略
シ
事
変
終
結
ヲ

此
ノ
機
会
ニ
於
テ
把
握
ノ
コ
ト
」、「
日
独
伊
防
共
協
定
ヲ
更
ニ
軍
事
的
ニ
強
化
ス

ル
コ
ト
此
協
定
強
化
ニ
関
連
セ
シ
メ
独
伊
ヲ
以
テ
漢
口
作
戦
后
ノ
事
件
終
結
ニ
一

役
買
ハ
シ
ム
ル
コ
ト
」
と
い
っ
た
項
目
も
含
ま
れ
て
お
り
（
２３
）、
日
中
戦
争
収
拾
の
た

め
に
英
国
に
調
停
を
求
め
た
吉
田
と
、
防
共
協
定
強
化
を
通
じ
独
伊
に
求
め
た
田

中
で
は
全
く
異
な
る
考
え
を
有
し
て
い
た
。
ま
た
、
日
中
戦
争
に
対
す
る
英
国
の

態
度
に
つ
い
て
田
中
は
、「
戦
争
ノ
速
カ
ナ
ル
終
熄
」、「
日
本
ノ
進
出
阻
止
、
日

本
ノ
屈
服
若
ハ
〔
日
中
の
〕
対
等
ニ
依
ル
速
カ
ナ
ル
事
件
終
熄
」、「
支
那
ノ
現
状

維
持
／
権
益
擁
護
」
と
い
っ
た
所
見
を
記
し
て
い
る
（
２４
）。
換
言
す
る
と
、
田
中
の
対

英
認
識
は
、
自
ら
の
権
益
を
保
持
す
る
た
め
に
、
中
国
に
お
け
る
日
本
の
勢
力
の

拡
大
阻
止
と
日
本
に
不
利
な
形
で
の
日
中
戦
争
の
早
期
解
決
を
企
図
し
て
い
る
、

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
を
持
つ
田
中
が
、
吉
田
の
「
申
入
レ
ハ
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陰
謀
」
と
断
じ
た
の
は
あ
る
意
味
当
然
で
は
あ
る
。

三
省
会
議
が
開
か
れ
た
六
月
三
日
、
同
会
議
の
前
か
後
か
は
不
明
だ
が
、
次
の

よ
う
な
電
文
が
東
京
の
外
務
本
省
か
ら
ロ
ン
ド
ン
の
吉
田
へ
送
ら
れ
た
（
２５
）。
こ
の
電

文
は
、
管
見
の
限
り
日
本
語
原
文
が
存
在
し
て
お
ら
ず
、
米
国
が
傍
受
解
読
し
た

も
の
か
ら
訳
出
し
た
。

我
方
は
、
貴
官
が
ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
外
相
と
会
談
し
、
英
国
が
日
中
間
の
和

平
の
回
復
を
仲
裁
す
る
よ
う
に
依
頼
し
た
と
い
う
趣
旨
の
英
国
外
務
省
か
ら

東
京
の
英
国
大
使
宛
て
の
暗
号
化
さ
れ
た
厳
秘
の
通
信
を
傍
受
し
た
。
実
際
、

何
が
話
し
合
わ
れ
た
か
を
大
至
急
返
電
さ
れ
た
い
。
申
す
ま
で
も
な
き
こ
と

だ
が
、
我
方
が
、
件
の
通
信
を
傍
受
し
た
と
い
う
い
か
な
る
手
が
か
り
も
決

し
て
英
国
に
与
え
て
は
な
ら
な
い
（W

e
have

intercepted
a
strictly

se-
cretcom

m
unication

transm
itted

in
code

from
the
British

Foreign
O
ffice

to
the
British

A
m
bassadorin

T
okyo

to
the
effectthatyour

excellency
has
had

an
interview

w
ith
Foreign

M
inister

H
A
LI-

FA
X
,in
w
hich

you
asked

thatEngland
intercede

in
the
reestab-

lishm
entofpeace

betw
een
Japan

and
China.I

w
ant
you
to
w
ire

m
e
back

in
utm
osthaste

justw
hatw

as
said.Ido

notneed
to
tell

you
that

under
no
circum

stances
are
you

to
give

England
any

hintthatw
e
intercepted

thatm
essage

）。

こ
の
電
文
で
は
傍
受
す
る
（intercept

）
と
い
う
言
葉
に
解
読
し
た
と
い
う

意
味
合
い
も
含
ん
で
い
る
。
本
来
は
、
傍
受
と
解
読
は
別
で
あ
り
、
通
常
は
傍
受

後
に
解
読
す
る
わ
け
だ
が
、
当
該
期
の
外
交
関
係
の
文
書
で
は
、
傍
受
と
い
う
言

葉
だ
け
で
傍
受
解
読
を
意
味
す
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
、
こ
の
電
文
も
そ
の
一

例
で
あ
る
。
解
読
情
報
を
出
先
に
伝
え
る
際
、
横
井
忠
雄
が
用
い
た
よ
う
な
「
確

実
ナ
ル
情
報
」、
あ
る
い
は
単
に
「
情
報
ニ
依
レ
バ
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
が
よ
く

使
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
電
文
の
よ
う
に
解
読
し
た
こ
と
を
あ
か
ら
さ
ま
に
明

示
し
た
も
の
は
比
較
的
珍
し
く
、
本
省
側
の
衝
撃
を
物
語
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ

の
電
文
と
併
せ
て
、
実
際
に
日
本
側
が
解
読
し
た
ク
レ
ー
ギ
ー
宛
て
の
三
七
九
号

電
も
吉
田
に
送
っ
て
お
り
（
２６
）、
吉
田
に
対
し
て
念
押
し
し
て
い
る
。

無
論
、
日
本
の
外
交
通
信
を
モ
ニ
タ
ー
の
対
象
に
し
て
い
た
の
は
米
国
だ
け
で

な
く
英
国
も
そ
う
で
あ
り
、
事
実
、
英
国
も
六
月
三
日
に
外
務
省
か
ら
吉
田
に
宛

て
た
電
文
を
解
読
し
て
い
た
。
こ
の
解
読
に
よ
り
、
英
国
は
自
ら
の
暗
号
が
日
本

側
に
解
読
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
た
（
２７
）。
通
常
、
自
身
の
暗
号

が
解
読
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
察
知
し
た
な
ら
ば
、
暗
号
の
変
更
な
ど
の
手
段
を
講

じ
る
。
し
か
し
、
こ
の
時
の
英
国
の
対
応
は
不
完
全
な
も
の
で
、
後
述
す
る
よ
う

に
、
六
月
二
七
日
に
行
わ
れ
た
宇
垣
外
相
と
の
会
談
を
報
告
し
た
ク
レ
ー
ギ
ー
電

や
、
六
月
二
七
日
に
中
国
駐
在
の
外
交
官
が
発
信
し
た
暗
号
電
報
が
、
海
軍
に

よ
っ
て
解
読
さ
れ
続
け
た
。
お
そ
ら
く
、
暗
号
シ
ス
テ
ム
の
急
な
改
変
や
出
先
へ

の
配
布
が
完
全
に
は
間
に
合
わ
な
か
っ
た
た
め
だ
ろ
う
。

本
省
側
が
吉
田
に
ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
と
の
会
談
内
容
に
つ
い
て
報
告
を
求
め
た

の
は
、
吉
田
が
ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
と
の
会
談
に
つ
い
て
本
省
に
報
告
を
し
て
い
な

か
っ
た
、
あ
る
い
は
十
分
な
報
告
を
し
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
言
い
換

え
る
と
、
外
務
本
省
は
五
月
末
の
吉
田
と
英
国
外
相
の
会
談
に
つ
い
て
、
本
来
な

ら
吉
田
自
身
の
本
省
へ
の
報
告
に
よ
っ
て
き
ち
ん
と
知
ら
さ
れ
る
べ
き
だ
っ
た
に

も
拘
わ
ら
ず
、
英
国
外
務
省
か
ら
東
京
の
駐
日
英
国
大
使
宛
て
の
電
文
の
解
読
で

知
る
に
至
る
と
い
う
変
則
的
な
過
程
を
経
た
こ
と
で
あ
る
。
石
射
の
吉
田
へ
の
不

快
感
は
、
独
断
で
英
国
に
調
停
を
求
め
た
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
ハ
リ
フ

ァ
ッ
ク
ス
外
相
と
の
会
談
前
後
の
報
告
や
連
絡
が
不
十
分
だ
っ
た
こ
と
に
も
起
因
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し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
こ
ま
で
、
五
月
下
旬
に
行
わ
れ
た
吉
田
・
ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
会
見
に
対
す
る
、

主
と
し
て
日
本
側
関
係
各
機
関
の
反
応
を
述
べ
た
が
、
吉
田
か
ら
直
接
申
入
れ
を

受
け
た
ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
外
相
は
ど
う
対
応
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク

ス
は
吉
田
の
提
案
に
否
定
的
で
、
海
軍
の
解
読
文
に
も
、「
英
国
政
府
ハ
調
停
ス

ベ
キ
如
何
ナ
ル
根
拠
モ
実
際
存
在
セ
ズ
ト
看
做
シ
、
何
等
調
停
ス
ベ
キ
確
信
ヲ
有

セ
ズ
」
と
い
う
ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
発
言
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
ク
レ
ー
ギ
ー
に

宛
て
た
三
七
九
号
電
と
は
別
に
、
ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
は
吉
田
と
の
会
見
の
様
子
を

よ
り
詳
細
に
記
し
た
文
書
を
ク
レ
ー
ギ
ー
に
送
付
し
て
お
り
―
こ
れ
は
電
信
で
は

な
く
書
面
を
直
接
送
っ
た
の
で
日
本
側
が
傍
受
す
る
こ
と
は
不
可
能
だ
っ
た
―
、

そ
の
中
で
も
吉
田
の
提
案
に
対
し
て
、
正
確
で
明
白
な
も
の
は
何
も
な
い
と
酷
評

し
て
い
る
。
た
だ
、
ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
は
吉
田
の
発
言
で
最
も
興
味
深
い
点
は
、

日
本
の
内
閣
改
造
は
厭
戦
気
運
の
増
大
を
政
府
が
認
識
し
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る

と
述
べ
た
点
で
あ
り
、
こ
の
判
断
が
正
し
い
か
否
か
を
ク
レ
ー
ギ
ー
に
精
査
す
る

よ
う
に
求
め
て
い
る
（
２８
）。

結
局
、
吉
田
の
和
平
調
停
の
申
入
れ
は
、
本
国
か
ら
も
交
渉
相
手
の
英
国
か
ら

も
拒
否
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

第
二
章

一
・
一
六
声
明
以
後
の
対
外
政
策

第
一
節

三
省
次
官
会
議
の
再
検
討

こ
こ
か
ら
は
、
国
民
政
府
を
対
手
と
し
な
い
と
述
べ
た
一
・
一
六
声
明
か
ら
五

月
下
旬
の
内
閣
改
造
前
後
の
期
間
に
お
い
て
、
日
中
戦
争
を
巡
る
対
外
関
係
、
と

り
わ
け
対
英
関
係
に
つ
い
て
日
本
が
ど
う
対
応
し
た
か
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き

た
い
。

一
・
一
六
声
明
か
ら
約
二
週
間
後
の
一
月
二
八
日
、
大
本
営
海
軍
参
謀
部
第
三

部
（
事
実
上
軍
令
部
第
三
部
を
指
す
）
は
「
現
下
ノ
国
際
情
勢
ニ
鑑
ミ
当
面
ノ
対

策
ニ
関
ス
ル
意
見
」
を
認
め
た
（
２９
）。
こ
れ
は
、
日
中
戦
争
が
長
期
持
久
の
段
階
に

入
っ
た
こ
と
を
受
け
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
意
見
書
で
諸
外
国
と
日

本
の
関
係
に
言
及
し
た
箇
所
を
見
て
い
き
た
い
。
ま
ず
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
に

対
し
て
、「
日
独
伊
防
共
陣
ノ
強
化
ヲ
計
」
る
こ
と
を
訴
え
、
第
三
国
の
離
間
工

作
を
警
戒
し
て
い
る
。

米
国
に
対
し
て
は
、「
全
面
的
親
善
ノ
態
度
ヲ
以
テ
臨
ム
ト
共
ニ
英�

蘇�

ト�

ノ�

協�

同�

ヲ�

阻�

止�

ス�

ル�

如�

ク�

工�

作�

ス�

」
と
唱
え
た
。
そ
の
理
由
は
、
英
米
ソ
の
三
国
は
自

ら
が
先
ん
じ
て
対
日
強
硬
策
を
採
る
こ
と
に
は
躊
躇
し
て
い
る
が
、
英
ソ
両
国
は
、

「
米
ニ
対
シ
対
日
強
硬
ノ
指
導
的
態
度
ヲ
要
望
シ
米
ノ
抱
込
ミ
ニ
狂
奔
シ
ツ
ツ
ア

ル
」
と
判
断
し
、
米
国
が
対
日
強
硬
策
を
決
意
す
れ
ば
、
英
ソ
は
追
随
す
る
と
分

析
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、「
特
ニ
対
米
刺
戟
ヲ
避
ク
ル
」
よ
う
に
提
言
し
て

い
る
。

英
国
に
対
し
て
は
、「
日
英
両
国
ノ
対
立
的
関
係
ハ
両
国
共
現
状
行
キ
過
ギ
ノ

感
ア
ル
ヲ
以
テ
当
面
ハ
同
国
ト
ノ
感
情
ヲ
緩
和
シ
摩
擦
ヲ
減
少
ス
ル
ヲ
有
利
ト

ス
」
と
訴
え
て
い
る
。
日
中
戦
争
後
の
悪
化
し
た
日
英
関
係
を
こ
の
ま
ま
見
過
ご

せ
な
い
と
の
認
識
を
海
軍
も
有
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
意
見
書
が
認
め
ら
れ
た
翌
日
、
一
月
二
九
日
に
外
務
、
陸
軍
、
海
軍
の
三

省
次
官
の
懇
談
会
が
開
か
れ
た
。
そ
こ
で
、
堀
内
謙
介
外
務
次
官
は
、
一
・
一
六

声
明
の
件
も
あ
り
、
蔣
介
石
政
権
と
の
和
平
は
困
難
だ
が
、「
英
米
ヲ
利
用
シ
テ

何
等
カ
国
民
政
府
ニ
「
イ
ン
フ
ル
ー
エ
ン
ス
」
ヲ
及
ホ
サ
シ
メ
得
ル
ニ
於
テ
ハ
」

あ
る
い
は
時
局
収
拾
が
可
能
か
も
知
れ
な
い
と
提
案
し
、
陸
海
両
次
官
も
英
米
が

利
用
で
き
る
の
な
ら
ば
利
用
し
て
も
構
わ
な
い
と
答
え
た
（
３０
）。
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そ
し
て
、
二
回
目
の
三
省
次
官
会
議
が
二
月
二
八
日
に
行
わ
れ
た
（
３１
）。
こ
の
二
回

目
の
懇
談
会
は
、
重
要
な
内
容
も
含
ん
で
い
る
の
で
、
や
や
詳
細
に
紹
介
、
分
析

す
る
。
堀
内
外
務
次
官
が
、
国
民
政
府
を
軍
事
的
に
壊
滅
さ
せ
る
こ
と
も
困
難
な

の
で
、「
支
那
側
カ
最
モ
頼
ミ
ト
シ
居
レ
ル
英
国
ト
ノ
関
係
ヲ
能
フ
限
リ
好
転
セ

シ
メ
以
テ
之
ヲ
日
本
ノ
味
方
ト
シ
国
民
政
府
ニ
対
シ
背
后
ヨ
リ
ノ
圧
迫
ヲ
感
セ
シ

ム
ル
コ
ト
ノ
外
当
面
ノ
方
策
ナ
シ
ト
考
フ
」
と
発
言
し
た
。
こ
れ
に
対
し
梅
津
美

治
郎
陸
軍
次
官
は
、「
最
初
英
国
ハ
支
那
側
ノ
背
後
ニ
在
テ
相
当
援
助
ヲ
与
ヘ
武

器
ノ
供
給
ヲ
ナ
シ
又
財
政
的
援
助
ヲ
与
ヘ
居
レ
ル
様
想
像
セ
ラ
レ
日
本
側
ニ
対
ス

ル
好
意
ヲ
期
待
シ
得
ス
ト
考
」
え
た
の
で
、
ド
イ
ツ
に
講
和
の
斡
旋
を
依
頼
し
た

が
失
敗
し
、
再
度
の
ド
イ
ツ
利
用
も
難
し
い
の
で
、「
英
国
側
ノ
対
支
援
助
モ
想

像
サ
レ
タ
ル
程
ニ
非
サ
ル
コ
ト
明
カ
ト
ナ
レ
ル
ヲ
以
テ
今
日
ト
ナ
リ
テ
ハ
陸
軍
部

内
ニ
於
テ
モ
英
国
利
用
ニ
ハ
格
別
反
対
モ
ナ
カ
ル
ヘ
シ
ト
思
フ
」
と
述
べ
、
山
本

五
十
六
海
軍
次
官
も
「
海
軍
側
ニ
テ
ハ
日
英
関
係
ヲ
好
転
セ
シ
メ
之
ヲ
利
用
ス
ル

方
策
ニ
ハ
勿
論
異
議
ナ
シ
」
と
応
じ
た
。
引
き
続
き
、
梅
津
が
最
近
の
英
国
と
の

話
し
合
い
に
つ
い
て
堀
内
に
質
し
、
堀
内
は
直
前
の
二
月
二
五
日
に
行
わ
れ
た
日

中
戦
争
を
巡
る
石
井
菊
次
郎
元
外
相
と
カ
ド
ガ
ン
英
国
外
務
事
務
次
官（A

lexan-
der

Cadogan

）
と
の
会
談
を
説
明
し
た
。
石
井
は
対
外
宣
伝
を
担
う
国
民
使
節

と
し
て
訪
欧
し
て
い
た
（
３２
）。
堀
内
は
日
英
関
係
調
整
の
た
め
に
、
一
、
不
祥
事
件
の

発
生
の
回
避
、
二
、
海
関
問
題
等
の
英
国
が
関
心
を
有
す
る
懸
案
の
公
正
な
解
決
、

三
、
華
北
や
華
中
の
経
済
開
発
で
の
英
国
資
本
の
誘
致
及
び
英
国
企
業
の
参
加
、

四
、
日
本
国
内
の
反
英
世
論
の
取
り
締
ま
り
、
と
い
う
四
点
を
挙
げ
た
。
二
月
二

八
日
の
三
省
次
官
懇
談
会
は
、
陸
軍
、
海
軍
、
外
務
省
の
三
者
が
日
中
戦
争
解
決

の
た
め
の
対
英
工
作
実
施
へ
の
合
意
が
な
さ
れ
た
、
あ
る
い
は
、
な
さ
れ
つ
つ

あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
し
て
先
行
研
究
で
も
重
視
さ
れ
て
き
た
（
３３
）。

し
か
し
、
本
当
に
そ
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
懇
談
会
を
精
査
し
て
み
た
い
。
ま

ず
、
こ
の
日
の
懇
談
会
で
堀
内
外
務
次
官
は
、
過
日
の
総
理
、
陸
相
、
海
相
、
外

相
の
四
相
会
談
時
に
広
田
外
相
が
「
此
ノ
際
若
シ
日
英
関
係
ノ
好
転
ヲ
図
リ
英
国

ヲ
利
用
ス
ル
コ
ト
得
策
ナ
リ
ト
ノ
コ
ト
ナ
ラ
ハ
其
ノ
方
法
ナ
キ
ニ
シ
モ
非
ス
ト
思

考
ス
」
と
提
案
し
、
軍
側
に
同
調
を
求
め
、
陸
相
が
部
内
の
意
見
を
ま
と
め
、
そ

の
結
果
を
話
し
合
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
旨
を
告
げ
た
。
こ
れ
に
対
し
梅
津
は
、

「
陸
軍
大
臣
ヨ
リ
大
体
右
様
ノ
話
ヲ
聴
キ
タ
ル
カ
其
ノ
後
未
タ
十
分
協
議
ヲ
行
フ

�
ニ
至
ラ
ス
」
と
返
答
し
た
。
つ
ま
り
、
二
月
二
八
日
時
点
で
は
英
国
利
用
に
つ

い
て
陸
軍
部
内
で
き
ち
ん
と
話
し
合
い
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
梅
津
は
認
め

て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
日
の
懇
談
会
で
の
梅
津
の
発
言
は
陸
軍

省
の
組
織
と
し
て
で
は
な
く
、
彼
の
個
人
的
見
解
に
依
っ
て
い
る
部
分
が
あ
り
、

だ
か
ら
こ
そ
、
梅
津
は
「
陸
軍
部
内
ニ
於
テ
モ
英
国
利
用
ニ
ハ
格
別
反
対
モ
ナ
カ

ル
ヘ
シ
ト
思
フ
」
と
、
や
や
曖
昧
な
応
答
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
陸
軍
の
内
情
は
、

「
格
別
反
対
モ
ナ
」
い
ど
こ
ろ
か
、
前
述
し
た
田
中
新
一
の
よ
う
に
独
伊
と
の
関

係
強
化
に
よ
っ
て
日
中
戦
争
解
決
を
企
図
し
た
人
物
が
要
職
に
就
い
て
い
た
の
で

あ
る
。

懇
談
会
時
、
堀
内
は
梅
津
と
山
本
に
石
井
・
カ
ド
ガ
ン
会
談
を
披
歴
し
て
い
る

が
、
こ
の
会
談
の
日
本
側
の
記
録
は
石
井
の
日
記
に
詳
細
に
摘
記
さ
れ
た
も
の
と
、

軍
令
部
に
送
付
さ
れ
た
写
が
現
存
し
て
い
る
（
３４
）。
以
下
、
軍
令
部
に
送
付
さ
れ
た
写

に
依
り
な
が
ら
、
海
軍
の
反
応
を
含
め
、
石
井
と
カ
ド
ガ
ン
と
の
会
談
を
検
討
す

る
。
ま
ず
、
カ
ド
ガ
ン
は
日
中
講
和
の
斡
旋
（good

offices

）
は
日
中
両
国
の

依
頼
に
基
づ
か
な
け
れ
ば
で
き
な
い
こ
と
、
英
国
単
独
で
は
な
く
英
米
共
同
で
行

い
た
い
と
述
べ
た
。
こ
れ
に
対
し
石
井
は
、
現
時
点
で
日
本
側
か
ら
他
国
に
斡
旋

を
求
め
る
気
は
な
く
（
３５
）、
斡
旋
の
依
頼
は
中
国
側
が
行
う
べ
き
で
あ
り
、
第
三
国
の

中
国
援
助
が
無
駄
で
あ
る
こ
と
を
蔣
介
石
に
理
解
さ
せ
る
た
め
に
英
米
が
蔣
を
説

得
す
る
べ
き
だ
と
指
摘
し
た
。
カ
ド
ガ
ン
は
、
蔣
に
対
し
そ
の
よ
う
な
説
得
は
で
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き
ず
、「
若
シ
蔣
ニ
シ
テ
英
米
ノ
説
得
ニ
依
リ
和
ヲ
請
フ
気
持
ニ
ナ
リ
タ
リ
ト
セ

ハ
立
所
ニ
其
ノ
生
命
ヲ
失
」
い
、
蔣
の
死
後
、「
支
那
ハ
無
政
府
暗
黒
時
代
ト
ナ

ル
」
と
警
告
し
た
。
石
井
は
カ
ド
ガ
ン
に
重
ね
て
、
中
国
に
対
し
「
英
米
ヨ
リ
此

ノ
抗
戦
ハ
無
益
ナ
リ
ト
テ
引
導
ヲ
渡
」
す
よ
う
に
求
め
た
。
カ
ド
ガ
ン
は
、
中
国

を
和
平
に
向
け
さ
せ
る
方
策
と
し
て
、
日
本
が
講
和
条
件
を
緩
和
す
る
意
向
が
あ

れ
ば
、
そ
の
意
思
を
英
国
経
由
で
中
国
に
取
り
次
ぐ
と
い
う
考
え
を
示
し
た
。
石

井
は
、
講
和
条
件
を
協
議
す
る
の
が
日
中
両
国
の
直
接
交
渉
の
眼
目
だ
と
答
え
、

「「
カ
ド
ガ
ン
」
ハ
進
ン
デ
日
本
カ
英
国
ニ
期
待
ス
ル
所
ハ
単
ナ
ル
日
支
間
ノ
橋
渡

シ
ニ
止
マ
ル
ヤ
ト
問
ヘ
ル
ニ
付
勿
論
然
リ
ト
答
ヘ
タ
リ
」。
石
井
は
カ
ド
ガ
ン
と

の
会
話
か
ら
、
英
国
は
、
在
中
国
の
英
国
人
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
泣
訴
に
よ
り
「
速

ニ
平
和
回
復
ヲ
望
ム
ト
共
ニ
講
和
ニ
際
シ
テ
ハ
米
国
ト
結
ヒ
単
ニ
橋
渡
シ
ノ
役
ニ

ノ
ミ
満
足
セ
ス
進
ン
テ
調
停
者
ノ
地
位
ヲ
占
メ
平
和
条
件
ノ
緩
和
等
ニ
付
斡
旋
セ

ン
ト
ス
ル
ノ
底
意
ア
ル
ヤ
ニ
推
セ
ラ
レ
タ
」
の
で
、
し
ば
ら
く
俟
つ
の
ほ
か
な
い

と
カ
ド
ガ
ン
に
繰
り
返
し
た
。
端
的
に
言
え
ば
、
石
井
は
明
確
に
日
中
戦
争
を
巡

る
英
国
の
斡
旋
を
拒
否
し
た
の
で
あ
る
。
事
実
、
カ
ド
ガ
ン
自
身
も
石
井
と
の
会

談
後
、
イ
ー
デ
ン
（A

nthony
Eden

）
前
外
相
や
ウ
ィ
ル
ソ
ン
（H

orace
W
il-

son

）
英
国
政
府
首
席
産
業
顧
問
に
対
し
て
吉
田
大
使
が
述
べ
て
い
る
こ
と
と
は

逆
に
、「
日
本
は
我
々
の
調
停
（m

ediation

）
を
望
ん
で
い
な
い
」
と
記
し
て
い

る
（
３６
）。軍

令
部
は
石
井
か
ら
の
電
報
の
写
に
六
ヶ
所
赤
線
を
引
い
て
い
る
が
、
そ
の
内
、

半
分
の
三
ヶ
所
は
米
国
に
関
す
る
部
分
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
、
カ
ド
ガ
ン
が

講
和
の
斡
旋
は
米
国
と
共
同
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
と
述
べ
た
箇
所
、
二
、
石
井

が
日
本
は
中
国
側
か
ら
の
懇
請
に
よ
り
斡
旋
が
な
さ
れ
る
の
な
ら
ば
英
国
単
独
で

も
「
米
英
共
同
ニ
テ
モ
可
ナ
リ
」
と
述
べ
た
箇
所
、
三
、
石
井
が
英
国
政
府
の
意

図
は
米
国
と
結
ん
で
日
中
講
和
の
斡
旋
を
す
る
こ
と
に
あ
る
と
推
測
し
て
い
る
箇

所
、
以
上
の
三
ヶ
所
で
あ
る
。
先
に
引
用
し
た
一
月
二
八
日
付
の
軍
令
部
第
三
部

の
情
勢
判
断
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
海
軍
は
、
英
ソ
は
米
国
に
対
し
て
対
日
強

硬
策
を
採
る
よ
う
に
要
望
し
、
米
国
の
取
り
込
み
に
懸
命
で
あ
る
と
い
う
判
断
を

持
っ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
カ
ド
ガ
ン
が
英
米
共
同
で
の
斡
旋
を
希
望
し
た
こ
と

は
、
米
国
と
英
ソ
の
分
断
を
図
り
た
い
海
軍
に
と
っ
て
受
け
入
れ
が
た
い
提
案

だ
っ
た
。
ま
た
、
赤
線
が
引
か
れ
て
い
る
石
井
の
「
英
米
共
同
ニ
テ
モ
可
ナ
リ
」

と
い
う
発
言
の
横
に
は
疑
問
符
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
た
と
え
中
国
側
か

ら
の
懇
請
で
あ
ろ
う
と
、
英
米
共
同
の
斡
旋
に
反
対
と
い
う
意
で
あ
る
。

実
際
、
懇
談
会
と
同
日
の
二
月
二
八
日
に
開
か
れ
た
軍
令
部
の
会
報
で
野
村
直

邦
第
三
部
長
は
、「
英
米
協
調
ヲ
阻
止
ノ
要
ア
リ
」、
第
三
国
を
一
括
り
に
せ
ず
、

英
米
を
個
々
に
扱
う
方
針
を
述
べ
て
い
て
（
３７
）、
一
月
前
の
意
見
書
と
同
じ
で
あ
る
。

英
米
二
ヶ
国
の
み
が
共
同
で
日
中
間
の
和
平
交
渉
に
関
与
す
る
こ
と
に
は
、
こ
の

時
点
で
陸
軍
も
賛
成
し
て
い
た
と
は
考
え
に
く
く
、
二
月
二
八
日
の
三
省
次
官
懇

談
会
の
時
点
で
、
堀
内
は
と
も
か
く
、
梅
津
や
山
本
が
石
井
・
カ
ド
ガ
ン
会
談
の

内
容
を
十
分
に
把
握
、
理
解
し
て
い
た
か
は
非
常
に
疑
わ
し
い
。

懇
談
会
開
催
と
同
日
の
二
月
二
八
日
、
東
京
の
外
務
省
は
ウ
ィ
ル
ソ
ン
顧
問
と

の
会
談
を
控
え
た
ロ
ン
ド
ン
の
石
井
菊
次
郎
に
宛
て
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
に
は
カ
ド
ガ

ン
に
話
し
た
こ
と
を
話
す
よ
う
に
要
請
し
て
い
る
（
３８
）。
つ
ま
り
、
斡
旋
を
拒
否
し
た

発
言
を
踏
襲
し
、
英
米
は
蔣
に
対
し
て
対
日
和
平
に
取
り
組
む
よ
う
に
説
得
せ
よ
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
３９
）。
こ
の
点
を
踏
ま
え
る
と
、
懇
談
会
時
広
田
や
堀
内
は
、
対

英
関
係
改
善
に
意
欲
を
持
ち
、
そ
れ
に
よ
り
日
中
戦
争
解
決
の
方
策
と
考
え
て
い

た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、「
英
国
ヲ
利
用
ス
ル
コ
ト
得
策
」
と
い
う
広

田
の
考
え
に
は
、
将
来
的
に
は
と
も
か
く
、
こ
の
時
点
（
二
月
二
八
日
）
で
は
英

国
の
斡
旋
や
調
停
を
求
め
る
考
え
は
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
結
論
と
し

て
、
石
井
・
カ
ド
ガ
ン
会
談
が
対
中
和
平
へ
好
影
響
を
与
え
た
と
は
言
い
難
い
。
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し
か
し
、
英
国
を
利
用
し
た
い
と
考
え
る
広
田
や
堀
内
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
日

中
和
平
に
何
ら
か
の
形
で
関
与
し
た
い
と
い
う
英
国
側
の
意
欲
が
、
カ
ド
ガ
ン
の

発
言
か
ら
看
取
さ
れ
た
こ
と
が
重
要
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

第
二
節

香
港
ル
ー
ト
閉
鎖
要
求

二
月
二
八
日
の
懇
談
会
で
梅
津
は
、「
英
国
側
ノ
対
支
援
助
モ
想
像
サ
レ
タ
ル

程
ニ
非
サ
ル
コ
ト
明
カ
ト
ナ
」
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
英
国
の
対
中
取
引
は
、

一
九
三
七
年
時
に
は
、
金
額
ベ
ー
ス
で
武
器
及
軍
需
品
の
供
給
に
つ
い
て
ド
イ
ツ
、

フ
ラ
ン
ス
、
ス
イ
ス
、
ベ
ル
ギ
ー
、
米
国
に
次
ぐ
六
番
目
、
航
空
機
及
航
空
機
部

品
に
つ
い
て
は
、
米
国
、
英
国
、
イ
タ
リ
ア
、
ド
イ
ツ
の
順
で
二
番
目
と
い
う

デ
ー
タ
が
あ
る
（
４０
）。
一
九
三
八
年
初
頭
は
、
ビ
ル
マ
ル
ー
ト
が
ま
だ
十
分
に
機
能
し

て
お
ら
ず
、
英
国
の
対
中
援
助
ル
ー
ト
は
主
と
し
て
香
港
か
ら
で
あ
っ
た
。
一
九

三
七
年
七
月
か
ら
翌
年
一
一
月
ま
で
の
香
港
経
由
の
中
国
へ
の
軍
需
品
の
輸
送
は
、

月
平
均
六
万
ト
ン
、
計
七
〇
万
ト
ン
以
上
が
漢
口
に
到
着
し
、
中
国
は
一
九
三
八

年
中
に
香
港
経
由
で
一
五
〇
万
ガ
ロ
ン
の
ガ
ソ
リ
ン
を
輸
入
し
た
（
４１
）。
し
か
し
、
香

港
を
経
由
し
て
中
国
に
流
入
す
る
武
器
等
の
相
当
部
分
は
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
か

ら
で
、
一
九
三
七
年
一
二
月
下
旬
時
点
で
の
英
国
側
調
査
で
は
、
独
伊
か
ら
が
八

三
％
、
英
国
は
四
％
と
な
っ
て
お
り
、
ク
レ
ー
ギ
ー
大
使
は
、
こ
れ
ら
の
統
計
を

用
い
て
香
港
経
由
の
武
器
輸
送
が
量
的
に
も
少
な
く
、
か
つ
独
伊
か
ら
が
多
い
こ

と
を
日
本
側
に
証
明
し
よ
う
と
し
た
（
４２
）。
事
実
、
日
中
戦
争
初
期
の
英
国
の
対
中
援

助
は
、
英
国
が
中
国
に
多
大
な
権
益
を
有
し
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
積
極
的
な

も
の
で
な
か
っ
た
（
４３
）。
中
国
に
と
っ
て
英
国
の
対
中
援
助
は
量
的
な
観
点
で
は
な
く
、

精
神
的
、
道
徳
的
な
効
果
か
ら
重
要
性
を
持
っ
て
お
り
（
４４
）、
こ
の
点
は
日
本
側
で
も

認
識
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
外
務
省
の
石
射
東
亜
局
長
が
宇
垣
外
相
に
提
出
し

た
著
名
な
意
見
書
で
あ
る
「
今
後
ノ
事
変
対
策
ニ
付
テ
ノ
考
案
」
の
中
で
も
、
香

港
経
由
の
武
器
供
給
中
、
英
国
は
一
〜
三
％
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
ク
レ
ー
ギ
ー
大

使
の
発
言
は
信
用
し
て
構
わ
な
い
と
し
て
い
る
。
一
方
で
、
中
国
が
英
国
を
頼
み

と
考
え
る
の
は
、
英
国
が
中
国
に
サ
ー
ヴ
ィ
ス
を
提
供
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、

「
其
ノ
「
サ
ー
ビ
ス
」
ノ
大
ナ
ル
モ
ノ
ハ
香
港
ノ
地
利
上
ノ
作
用
ト
精
神
的
対
支

支
援
ナ
ル
ヘ
シ
」
と
述
べ
て
い
る
（
４５
）。

梅
津
の
発
言
は
日
英
関
係
好
転
に
向
け
た
前
向
き
な
一
歩
と
も
捉
え
る
こ
と
も

で
き
る
が
、
む
し
ろ
、
英
国
の
対
中
援
助
が
想
像
さ
れ
た
程
の
も
の
で
は
な
い
か

ら
こ
そ
、
逆
に
、
陸
軍
は
英
国
側
に
対
中
援
助
を
止
め
る
よ
う
に
働
き
か
け
て
い

く
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
も
そ
も
、
香
港
経
由
の
武
器
輸
送
に
関
し
て
、
ク
レ
ー

ギ
ー
駐
日
大
使
は
一
九
三
七
年
一
一
月
に
、
中
止
す
る
よ
う
に
本
国
政
府
に
意
見

具
申
し
た
が
、
イ
ー
デ
ン
外
相
を
筆
頭
と
す
る
本
国
の
外
務
省
や
内
閣
に
断
固
拒

否
さ
れ
て
い
た
（
４６
）。
し
か
し
、
一
九
三
八
年
三
月
中
、
下
旬
の
二
週
間
、
参
謀
本
部

は
駐
日
ピ
ゴ
ッ
ト
（Francis

S.G.
Piggott

）
英
国
陸
軍
武
官
と
接
触
し
、
報

道
そ
の
他
に
お
け
る
反
英
運
動
を
徐
々
に
抑
え
て
い
る
こ
と
や
、
台
湾
で
の
英
国

側
の
語
学
将
校
の
駐
在
に
前
向
き
な
こ
と
を
伝
え
、
中
国
で
の
英
国
の
鉄
道
利
権

の
保
護
の
可
能
性
に
も
言
及
し
、
代
償
と
し
て
、
香
港
ル
ー
ト
の
閉
鎖
を
求
め
、

実
現
の
場
合
、
日
本
に
お
い
て
好
感
さ
れ
日
英
関
係
に
良
い
影
響
を
与
え
る
と
力

説
し
た
（
４７
）。
し
か
し
、
こ
の
時
も
香
港
ル
ー
ト
の
閉
鎖
は
ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
外
相
等

の
英
本
国
で
拒
否
さ
れ
た
（
４８
）。

四
月
以
降
の
対
英
関
係
を
考
察
す
る
と
、
同
月
一
三
日
外
務
省
情
報
部
長
が
、

最
近
の
ロ
イ
タ
ー
通
信
や
タ
ス
通
信
が
伝
え
て
い
る
日
本
が
英
国
に
日
中
間
の
調

停
を
依
頼
し
た
と
い
う
報
道
を
否
定
し
、
日
本
は
一
・
一
六
声
明
に
沿
っ
て
新
政

権
成
立
発
展
に
期
待
し
、
維
新
、
臨
時
両
政
府
は
健
全
な
発
展
を
遂
げ
て
い
る
こ

と
を
強
調
す
る
談
話
を
発
表
し
た
（
４９
）。
こ
の
談
話
が
出
さ
れ
た
背
景
は
、
広
田
外
相

や
堀
内
外
務
次
官
が
、
英
国
を
利
用
す
る
日
中
戦
争
収
拾
に
反
対
す
る
勢
力
か
ら
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の
突
き
上
げ
に
よ
り
、
彼
ら
の
意
に
反
し
て
こ
の
よ
う
な
談
話
を
出
さ
ざ
る
を
得

な
く
な
っ
た
と
い
う
側
面
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
四
月
の
こ
の
時
点

で
は
日
本
政
府
は
英
国
政
府
に
調
停
の
依
頼
を
事
実
し
て
い
な
い
こ
と
や
、
調
停

を
依
頼
す
る
程
度
に
ま
で
日
英
関
係
が
好
転
さ
れ
た
と
は
看
做
さ
れ
な
か
っ
た
こ

と
を
意
味
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

引
き
続
き
五
月
に
入
り
日
英
間
海
関
取
極
め
が
成
立
し
、
三
日
発
表
さ
れ
た
。

日
本
は
海
関
収
入
が
国
民
政
府
の
収
入
に
な
る
こ
と
を
防
ぎ
、
維
新
政
府
等
の
財

源
に
す
る
こ
と
を
意
図
し
、
二
月
に
は
上
海
海
関
収
入
の
漢
口
宛
送
金
を
差
し
止

め
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
国
民
政
府
が
外
債
の
支
払
い
に
窮
し
、
英
米
仏
等
の
債
権

国
が
日
本
に
外
債
支
払
の
継
続
を
求
め
て
い
た
。
取
極
め
は
、
日
本
軍
占
領
地
域

の
各
港
の
海
関
が
徴
収
し
た
税
収
は
日
本
の
銀
行
で
あ
る
横
浜
正
金
銀
行
に
預
入

さ
れ
、
税
収
中
か
ら
外
債
負
担
部
分
を
海
関
の
管
理
に
あ
た
る
総
税
務
司
に
送
金

す
る
こ
と
な
ど
を
定
め
た
。
当
然
、
財
源
を
失
う
こ
と
に
な
る
中
国
側
は
反
発
し

た
（
５０
）。
海
関
問
題
の
解
決
は
、
二
月
二
八
日
の
三
省
次
官
懇
談
会
で
堀
内
次
官
が
日

英
関
係
調
整
の
た
め
に
挙
げ
て
い
た
四
条
件
の
一
つ
に
含
ま
れ
て
い
る
も
の
だ
っ

た
。そ

し
て
、
宇
垣
外
相
就
任
時
点
の
対
英
関
係
に
つ
い
て
は
、
宇
垣
の
就
任
に
当

た
り
、
就
任
翌
日
の
二
七
日
付
で
外
務
省
東
亜
局
第
一
課
の
松
村
基
樹
事
務
官
が

起
草
し
た
文
書
の
中
で
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
文
書
中
の
「
英
国
利
用
ニ
ヨ
ル

時
局
収
拾
問
題
」
と
い
う
項
で
は
、
二
月
二
八
日
の
三
省
次
官
懇
談
会
と
同
様
に
、

二
月
二
五
日
の
石
井
・
カ
ド
ガ
ン
会
談
に
触
れ
、
堀
内
が
言
及
し
た
日
英
関
係
調

整
の
た
め
の
四
条
件
が
繰
り
返
さ
れ
（
た
だ
し
、
海
関
問
題
へ
の
言
及
は
な
い
）、

「
本
件
ニ
関
連
シ
英
国
側
ニ
香
港
経
由
武
器
輸
入
禁
止
ヲ
行
ハ
シ
メ
之
ニ
対
シ
我

方
ニ
於
テ
若
干
ノ
代
償
ヲ
与
ヘ
ン
ト
ス
ル
カ
如
キ
具
体
的
問
題
ト
シ
テ
目
下
陸
海

海
〔
外
〕
三
省
間
ニ
研
究
中
ナ
リ
」
と
結
ば
れ
て
い
る
（
５１
）。
松
村
起
案
の
二
七
日
付

文
書
と
、
二
月
二
八
日
の
三
省
次
官
懇
談
会
の
記
録
は
よ
く
似
て
い
る
。
つ
ま
り
、

対
英
関
係
は
海
関
問
題
で
英
国
か
ら
日
本
へ
の
一
定
の
譲
歩
が
あ
っ
た
に
も
拘
わ

ら
ず
、
二
月
二
八
日
の
時
点
か
ら
さ
ほ
ど
前
進
し
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
て
は
い

な
い
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
現
存
し
て
い
る
、
一
月
二
九
日
、
二
月
二
八
日
の
三

省
次
官
懇
談
会
の
記
録
は
管
見
の
限
り
東
亜
局
第
一
課
が
作
成
し
た
も
の
で
あ
り
、

三
月
以
降
の
三
省
次
官
懇
談
会
の
記
録
は
残
存
し
て
い
な
い
が
、
仮
に
懇
談
会
が

行
わ
れ
て
い
て
、
何
ら
か
の
対
英
関
係
進
展
の
動
き
が
日
本
側
で
あ
っ
た
と
す
れ

ば
、
東
亜
局
第
一
課
の
事
務
官
で
あ
る
松
村
が
知
ら
な
い
は
ず
が
な
い
。
松
村
は

事
務
官
と
は
い
え
、
出
先
へ
の
訓
令
の
起
草
を
行
い
、
種
々
の
文
書
が
彼
の
も
と

に
集
ま
っ
て
来
る
地
位
に
あ
っ
た
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

ち
ょ
う
ど
こ
の
時
期
、
陸
軍
で
は
駐
英
大
使
館
付
陸
軍
武
官
が
辰
巳
栄
一
か
ら

菅
波
一
郎
に
交
代
し
、
菅
波
は
新
任
の
挨
拶
の
た
め
五
月
一
九
日
英
陸
軍
の
メ
ー

ジ
ャ
ー
（C.R.M

ajor

）
少
佐
と
会
見
し
、
徐
州
作
戦
等
の
中
国
の
戦
況
に
触
れ
、

そ
の
際
、
香
港
ル
ー
ト
が
話
題
に
な
っ
た
（
５２
）。
メ
ー
ジ
ャ
ー
は
、
広
東
向
け
香
港
経

由
の
英
国
か
ら
の
軍
需
物
資
の
割
合
は
ほ
と
ん
ど
と
る
に
足
ら
な
い
も
の
で
、
大

部
分
は
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
か
ら
で
あ
る
と
指
摘
し
、

特
に
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
か
ら
と
い
う
点
を
強
調
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
菅
波
は
、

そ
れ
は
よ
く
分
か
っ
て
い
る
と
し
つ
つ
、
冗
談
め
か
し
て
、
英
国
が
短
期
間
香
港

経
由
の
武
器
輸
入
を
停
止
し
て
く
れ
れ
ば
日
本
の
旧
友
の
素
晴
ら
し
い
行
動
だ
と

思
う
と
述
べ
た
が
、
メ
ー
ジ
ャ
ー
は
、
英
国
は
ど
ち
ら
の
味
方
に
も
な
ら
な
い
と

拒
否
し
た
。
菅
波
が
香
港
ル
ー
ト
の
閉
鎖
を
要
求
し
て
い
る
の
は
、
既
述
し
た
松

村
基
樹
起
草
の
文
書
が
三
省
間
で
香
港
ル
ー
ト
に
つ
い
て
協
議
中
と
触
れ
て
い
る

点
と
符
合
し
て
い
る
。
ま
た
、
菅
波
が
香
港
ル
ー
ト
の
閉
鎖
期
間
に
つ
い
て
、
恒

久
的
な
も
の
で
は
な
く
、
短
期
間
と
英
国
側
に
述
べ
て
い
る
点
も
興
味
深
い
。

一
九
日
の
会
談
で
菅
波
は
、
第
三
国
が
日
中
の
紛
争
に
中
国
側
の
立
場
で
介
入
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す
る
可
能
性
に
つ
い
て
も
尋
ね
、
そ
れ
は
単
独
か
複
数
か
と
反
問
さ
れ
、
複
数
だ

と
答
え
た
。
さ
ら
に
彼
自
身
の
見
解
を
メ
ー
ジ
ャ
ー
に
質
問
さ
れ
、
そ
の
よ
う
な

介
入
は
起
こ
ら
な
い
だ
ろ
う
と
述
べ
た
。
メ
ー
ジ
ャ
ー
は
菅
波
に
、
菅
波
自
身
が

蔣
介
石
の
立
場
だ
っ
た
ら
ど
う
す
る
か
と
質
し
た
。
菅
波
は
、
蔣
は
ど
こ
か
の
国

が
蔣
の
立
場
に
た
っ
て
介
入
す
る
こ
と
を
希
望
し
て
可
能
な
限
り
長
く
戦
争
を
継

続
す
る
つ
も
り
だ
ろ
う
と
答
え
た
。
菅
波
が
介
入
は
起
こ
ら
な
い
と
述
べ
た
の
は
、

言
外
に
英
国
に
対
し
て
、
英
国
が
中
国
側
の
立
場
に
与
す
る
形
で
日
中
戦
争
に
介

入
す
る
こ
と
を
牽
制
す
る
意
図
が
含
ま
れ
て
い
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

菅
波
の
メ
ー
ジ
ャ
ー
に
対
す
る
発
言
や
松
村
の
覚
書
か
ら
は
、
五
月
時
点
で
陸

軍
は
英
国
に
対
し
て
香
港
ル
ー
ト
の
閉
鎖
に
重
点
を
置
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

二
月
二
八
日
の
三
省
次
官
懇
談
会
で
の
梅
津
の
発
言
で
は
、
一
見
、
陸
軍
は
英
国

の
蔣
介
石
援
助
を
問
題
視
し
て
い
な
い
様
に
も
受
け
取
れ
る
が
、
そ
の
後
の
経
緯

を
み
る
と
、
そ
う
で
は
な
い
こ
と
は
、
三
月
の
参
謀
本
部
の
ピ
ゴ
ッ
ト
へ
の
提
案

や
五
月
の
菅
波
の
発
言
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
、
香
港
ル
ー
ト
閉
鎖
に

つ
い
て
は
三
月
以
降
、
進
展
が
な
い
ま
ま
、
五
月
下
旬
の
内
閣
改
造
を
迎
え
た
の

で
あ
る
。

菅
波
は
五
月
二
七
日
に
も
英
国
陸
軍
省
を
訪
ね
会
談
を
行
っ
た
（
５３
）。
徐
州
占
領
後

の
中
国
戦
線
に
言
及
し
た
後
、
現
時
点
は
調
停
に
ふ
さ
わ
し
い
時
期
か
ど
う
か
を

尋
ね
、
英
国
が
調
停
者
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
か
の
か
、
と
い
う
問
題
を
暗
に

仄
め
か
し
た
。
こ
れ
に
対
し
英
国
側
は
、
日
中
双
方
が
斡
旋
を
求
め
た
場
合
に
英

国
政
府
は
調
停
を
考
慮
し
、
ド
イ
ツ
の
調
停
の
失
敗
を
繰
り
返
さ
な
い
こ
と
が
望

ま
し
い
と
述
べ
た
。
さ
ら
に
菅
波
に
、
調
停
を
希
望
す
る
な
ら
、
交
渉
は
蔣
介
石

政
府
と
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
蔣
を
対
手
と
せ
ず
の
声
明
は
調
停
の
た
め
の
厄

介
な
障
害
に
な
っ
て
い
る
と
指
摘
し
た
。
菅
波
は
、
そ
の
よ
う
な
状
況
を
認
め
つ

つ
、
何
か
ら
の
メ
ン
ツ
を
立
て
た
解
決
策
（face-saving

form
ula

）
が
考
案
さ

れ
た
ら
、
こ
の
障
害
を
克
服
す
る
だ
ろ
う
と
暗
示
し
た
。
英
国
側
は
、
日
本
は
一

般
に
侵
略
者
と
見
な
さ
れ
て
お
り
、
和
平
交
渉
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
チ
ャ
ン
ス
が

少
な
い
な
ら
、
日
本
が
講
和
条
件
を
緩
和
す
べ
き
で
あ
る
と
発
言
し
、
菅
波
に
釘

を
刺
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
説
明
し
て
き
た
、
五
月
一
九
日
の
徐
州
占
領
か
ら
同
月
末
ま
で
の
吉

田
と
菅
波
の
英
国
側
へ
の
発
言
を
比
較
す
る
と
両
者
の
違
い
が
は
っ
き
り
す
る
。

す
な
わ
ち
、
菅
波
は
英
国
が
中
国
寄
り
の
立
場
で
日
中
戦
争
に
介
入
す
る
こ
と
を

牽
制
し
た
。
そ
の
一
方
、
日
本
の
徐
州
占
領
後
、
漢
口
作
戦
も
視
野
に
入
っ
て
い

る
状
況
下
で
、
英
国
側
に
調
停
の
話
を
持
ち
出
し
、
英
国
の
出
方
を
慎
重
に
探
っ

た
が
、
決
し
て
、
仲
裁
の
依
頼
や
要
請
を
し
た
の
で
は
な
い
。
こ
れ
に
対
し
吉
田

は
、
単
刀
直
入
に
調
停
を
依
頼
し
、
和
平
条
件
に
つ
い
て
も
柔
軟
な
姿
勢
を
示
し

た
。
無
論
、
当
時
の
日
本
の
姿
勢
は
吉
田
で
は
な
く
、
菅
波
に
近
か
っ
た
。

第
三
章

宇
垣
一
成
の
外
務
大
臣
就
任

第
一
節

宇
垣
の
対
英
・
対
中
認
識

宇
垣
一
成
の
外
相
在
任
期
間
は
四
ヶ
月
程
度
と
短
い
も
の
だ
っ
た
が
、
複
数
の

チ
ャ
ネ
ル
を
用
い
た
対
中
和
平
工
作
や
、
英
国
と
の
関
係
改
善
に
曲
が
り
な
り
に

も
尽
力
し
た
点
な
ど
か
ら
宇
垣
在
任
時
の
日
本
外
交
に
つ
い
て
は
相
当
の
先
行
研

究
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
（
５４
）。
こ
こ
で
は
、
新
た
に
外
相
と
な
っ
た
宇
垣
が
ど
の

よ
う
な
対
英
認
識
や
対
中
認
識
を
有
し
て
い
た
か
を
、
海
軍
側
の
通
信
情
報
活
動

を
交
え
つ
つ
考
察
し
て
い
き
た
い
。

宇
垣
の
対
英
関
係
改
善
の
意
欲
を
示
す
も
の
と
し
て
、
外
相
就
任
直
後
の
六
月

一
日
の
「
外
交
の
一
元
化
、
国
交
の
調
整
が
焦
眉
の
急
務
で
あ
る
。
対
支
時
局
の
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収
拾
に
は
取
り
分
け
英
米
露
と
の
国
交
の
調
整
が
必
要
で
あ
る
。
而
か
も
対
英
の

調
整
は
時
局
収
拾
の
先
決
条
件
と
も
考
へ
て
然
る
可
き
で
あ
る
」
と
い
う
文
言
が

よ
く
引
用
さ
れ
る
（
５５
）。
確
か
に
、
宇
垣
が
彼
な
り
に
対
英
国
交
調
整
に
尽
力
す
る
気

持
ち
を
外
相
就
任
時
に
有
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
試
み
に
宇
垣
が
外
相

在
任
時
、
ど
の
国
の
大
使
と
面
会
し
た
か
に
つ
い
て
調
べ
る
と
、
大
臣
官
房
の
記

録
に
よ
る
と
（
５６
）、
ク
レ
ー
ギ
ー
は
九
回
、
グ
ル
ー
（Joseph

C.Grew

）
駐
日
米
国

大
使
は
五
回
で
あ
る
。
ク
レ
ー
ギ
ー
に
は
グ
ル
ー
の
倍
近
く
面
会
し
て
い
る
点
か

ら
も
、
英
国
と
の
関
係
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

で
は
、
外
相
就
任
時
に
陸
海
外
三
省
で
研
究
中
で
あ
り
、
菅
波
武
官
も
英
国
側

に
要
請
し
た
香
港
ル
ー
ト
問
題
を
ど
う
考
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
宇
垣
は
外
相

就
任
前
の
一
九
三
七
年
一
一
月
下
旬
、
外
国
人
記
者
団
か
ら
排
英
思
想
に
つ
い
て

問
わ
れ
次
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
（
５７
）。

英
と
は
云
は
ぬ
が
新
誌
等
の
伝
ふ
る
所
で
は
第
三
第
四
国
が
支
那
に
軍
需
品

を
供
給
し
て
居
る
と
の
事
で
あ
る
。
抑
も
対
抗
力
を
有
す
る
も
の
に
第
三
第

四
者
が
力
を
借
せ
ば
戦
争
の
方
が
早
く
付
き
て
戦
期
を
縮
め
被
害
を
減
ず
る

こ
と
に
な
る
か
ら
国
際
正
義
の
上
か
ら
云
へ
ば
問
題
で
あ
る
が
人
道
上
、
人

類
愛
の
上
か
ら
は
聊
か
諒
と
し
恕
す
べ
き
で
あ
る
と
思
ふ
け
れ
ど
も
、
対
抗

の
力
な
き
も
の
に
第
三
第
四
者
が
力
を
添
へ
て
戦
争
を
起
さ
し
め
又
夫
れ
を

永
引
か
し
む
る
こ
と
惨
禍
を
増
さ
し
む
る
こ
と
は
正
義
感
か
ら
も
人
道
上
か

ら
も
人
類
愛
の
見
地
か
ら
も
誠
に
痛
恨
事
と
思
惟
し
て
居
る
。

要
す
る
に
英
国
等
の
対
中
援
助
を
厳
し
く
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の

よ
う
な
考
え
は
外
相
就
任
後
も
続
い
て
お
り
、
外
相
就
任
の
一
〇
日
後
の
六
月
五

日
に
も
、「
世
界
の
不
可
思
議
、
不
可
解
事
は
何
と
云
ふ
て
も
列
国
の
対
支
援
助

で
あ
る
。
日
本
の
空
爆
に
対
し
て
人
道
上
宜
し
く
な
い
と
抗
議
を
続
け
て
居
り
な

が
ら
も
他
面
に
於
て
は
戦
闘
力
の
欠
け
て
居
る
支
那
に
兵
器
や
人
を
供
給
し
て
、

空
爆
以
上
の
悲
惨
事
を
継
続
せ
し
め
て
居
る
事
は
不
可
思
議
で
あ
り
又
不
可
解
事

で
あ
る
。
彼
等
の
人
道
上
云
々
の
説
も
何
と
な
く
権
威
の
薄
き
感
を
与
え
る
」
と

記
し
て
い
る
（
５８
）。

そ
し
て
、
宇
垣
は
六
月
八
日
の
ク
レ
ー
ギ
ー
大
使
と
の
会
談
時
、
自
ら
香
港
問

題
を
取
り
上
げ
、
香
港
が
蔣
介
石
政
権
の
た
め
の
軍
需
品
の
主
要
な
供
給
源
に

な
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
最
近
届
い
た
情
報
と
し
て
、
主
要
な
中
国
の
政
治
家

や
高
官
が
香
港
を
反
日
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
や
そ
の
他
の
反
日
活
動
の
拠
点
と
し
て
利

用
し
て
い
る
と
注
意
を
促
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
ク
レ
ー
ギ
ー
は
、
香
港
政
庁

が
中
立
に
任
務
を
果
た
し
て
き
た
こ
と
を
説
明
し
、
香
港
総
督
は
英
国
の
ホ
ス
ピ

タ
リ
テ
ィ
ー
を
濫
用
す
る
よ
う
な
い
か
な
る
行
動
も
反
対
す
る
と
確
信
し
て
い
る

と
指
摘
し
つ
つ
、
中
国
要
人
の
香
港
来
訪
を
禁
止
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
述
べ

た
。
こ
れ
に
加
え
、
香
港
経
由
の
武
器
輸
送
の
六
〇
％
は
ド
イ
ツ
か
ら
で
、
英
国

か
ら
は
〇
・
五
％
以
下
で
あ
り
、
武
器
の
供
給
自
体
は
完
全
に
合
法
で
、
香
港

ル
ー
ト
の
閉
鎖
は
中
国
に
対
す
る
明
白
な
中
立
違
反
に
な
る
と
反
論
し
た
（
５９
）。
以
上
、

述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
第
三
国
が
行
う
蔣
介
石
援
助
に
対
し
、
宇
垣
は
陸
軍
同
様

に
強
い
批
判
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
批
判
は
、
他
者
か
ら
宇
垣
に
強
要

さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
彼
自
身
の
持
論
で
あ
っ
た
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ

る
。で

は
、
宇
垣
は
外
相
就
任
後
、
中
国
と
の
関
係
を
ど
う
考
え
て
い
た
の
だ
ろ
う

か
。
宇
垣
の
外
相
就
任
直
後
、
中
国
側
か
ら
前
外
交
部
長
の
張
群
か
ら
宇
垣
に
宛

て
た
祝
電
が
来
た
こ
と
は
、
戦
後
の
宇
垣
自
身
の
回
想
に
よ
っ
て
良
く
知
ら
れ
て

い
る
（
６０
）。
こ
の
祝
電
は
六
月
六
日
、
東
京
の
中
国
大
使
館
の
楊
雲
竹
参
事
官
が
外
務

省
に
届
け
た
（
６１
）。
張
群
か
ら
の
祝
電
は
暗
号
化
さ
れ
て
漢
口
か
ら
東
京
の
中
国
大
使
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館
を
経
由
し
て
宇
垣
に
届
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
知
ら
れ
て

こ
な
か
っ
た
が
、
海
軍
側
は
こ
の
祝
電
あ
る
い
は
そ
れ
に
関
連
す
る
電
報
を
傍
受

解
読
し
て
い
た
。
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
（
６２
）。

小
生
外
交
部
長
タ
リ
シ
時
宇
垣
氏
ハ
曾
テ
書
ヲ
寄
セ
テ
日
支
現
状
調
整
ニ
ハ

両
国
ノ
特
種
関
係
ニ
着
眼
セ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
ト
言
ヒ
小
生
ニ
両
国
友
好
ノ
為

自
重
ヲ
要
望
セ
シ
コ
ト
ア
リ
、
彼
ハ
今
外
交
ヲ
主
持
ス
、
此
ノ
時
ニ
当
リ

（
４
字
不
明
）
内
々
適
当
ナ
ル
人
ニ
託
シ
宇
垣
氏
ト
密
議
ヲ
行
ヒ
其
ノ
前
言

ヲ
回
想
シ
遠
大
ナ
ル
前
途
ニ
着
眼
シ
両
国
ノ
為
自
重
セ
ラ
レ
タ
キ
旨
ヲ
請
ハ

ン
ト
ス
。
／
余
ハ
右
提
言
ヲ
待
ツ
テ
申
シ
述
ベ
タ
シ
。

こ
の
解
読
文
に
は
、「
本
暗
号
ハ
目
下
解
読
進
行
中
ノ
モ
ノ
ニ
シ
テ
全
解
ニ
ア

ラ
ズ
、
不
明
判
読
セ
シ
処
多
キ
ニ
ツ
キ
正
確
ヲ
保
シ
難
シ
」
と
い
う
�
記
が
付
さ

れ
て
い
る
。
要
す
る
に
、
解
読
出
来
な
か
っ
た
箇
所
を
前
後
関
係
で
補
っ
た
こ
と

を
意
味
す
る
。
そ
れ
で
も
、
こ
の
解
読
文
の
よ
う
に
「
４
字
不
明
」
と
い
う
箇
所

が
残
っ
て
し
ま
う
。
他
の
解
読
文
に
も
「
解
読
中
ノ
暗
号
ニ
シ
テ
判
読
セ
ル
箇
所

ア
リ
」
と
�
記
さ
れ
て
い
る
例
は
あ
り
（
６３
）、
暗
号
は
定
期
的
に
変
更
す
る
の
で
（
６４
）、
変

更
後
は
、
一
定
期
間
解
読
が
難
し
く
な
る
。

日
中
戦
争
が
勃
発
し
、
翌
年
一
・
一
六
声
明
が
発
出
さ
れ
た
後
も
、
日
本
側
に

言
わ
せ
る
と
、
日
本
に
あ
る
中
国
の
在
外
公
館
や
華
僑
に
対
す
る
「
取
扱
振
ハ
極

メ
テ
寛
大
テ
殊
ニ
在
京
支
那
大
使
館
員
ニ
対
シ
テ
ハ
暗�

号�

電�

報�

ノ�

受�

理�

、
租
税
ノ

免
除
、
議
会
傍
聴
等
他
ノ
諸
外
国
ノ
大
公
使
館
員
ト
同
様
ノ
特
殊
栄
誉
ヲ
認
メ
」

て
き
た
の
で
（
６５
）、
中
国
大
使
館
へ
の
暗
号
電
報
の
や
り
取
り
が
可
能
だ
っ
た
の
で
あ

る
。日

本
が
中
国
大
使
館
に
暗
号
電
報
の
受
け
取
り
を
容
認
し
た
の
は
、
日
中
間
で

宣
戦
布
告
の
な
い
状
態
だ
っ
た
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
日

本
側
が
意
図
し
た
か
、
し
な
か
っ
た
か
は
別
と
し
て
、
中
国
側
に
暗
号
電
報
の
受

信
を
認
め
、
実
際
、
中
国
側
が
暗
号
を
用
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
暗
号
化
を
必
要

と
す
る
一
定
の
秘
密
情
報
が
交
わ
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
日
本
側
が

中
国
の
外
交
暗
号
を
解
読
可
能
だ
っ
た
な
ら
ば
、
そ
こ
か
ら
日
本
側
は
情
報
を
入

手
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
の
で
あ
り
、
事
実
、
張
群
か
ら
宇
垣
へ
の
祝
電
は
そ

の
実
例
で
あ
る
。
仮
に
暗
号
電
報
の
通
信
を
認
め
な
け
れ
ば
、
東
京
に
公
館
員
が

残
留
し
て
い
て
も
、
情
報
と
し
て
は
日
本
側
に
と
っ
て
価
値
の
な
い
や
り
取
り
し

か
な
さ
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

宇
垣
宛
の
張
群
の
祝
電
が
外
務
省
に
届
け
ら
れ
た
の
が
六
月
六
日
で
あ
り
、
海

軍
に
よ
る
祝
電
の
解
読
も
同
じ
六
日
で
あ
っ
た
。
当
然
、
宇
垣
は
祝
電
の
件
を
近

衛
首
相
等
に
は
話
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
宇
垣
が
関
係
者
に
話
す
以
前
に
海
軍
側

は
祝
電
が
寄
せ
ら
れ
た
件
を
知
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
宇
垣
は
張
群
か
ら
の
祝
電

の
件
を
、
か
ね
て
か
ら
水
面
下
で
の
対
中
和
平
工
作
を
推
進
し
て
き
た
小
川
平
吉

に
六
月
一
〇
日
に
告
げ
て
い
る
。
小
川
は
、
張
群
か
ら
の
祝
電
は
講
和
に
向
け
た

も
の
で
あ
り
、
中
国
側
と
接
触
し
て
い
る
萱
野
長
知
の
談
話
を
引
用
し
、
蔣
介
石

を
相
手
と
す
る
こ
と
も
構
わ
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
宇
垣
に
尋
ね
、
宇
垣
は
同

意
し
て
い
る
（
６６
）。
蔣
介
石
が
宇
垣
の
外
相
就
任
を
歓
迎
し
、
あ
る
程
度
期
待
し
た
こ

と
は
確
か
で
あ
り
（
６７
）、「
第
三
第
四
国
の
介
入
に
よ
り
て
ま
ぜ
く
り
返
さ
れ
る
よ
り

も
日
支
及
日
露
の
両
国
間
に
水
入
ら
ず
に
交
渉
し
解
決
し
た
（
６８
）」
い
希
望
を
持
ち
、

「
真
に
打
解
け
て
親
善
を
求
む
に
は
第
三
者
の
介
入
は
水
臭
い
と
考
へ
る
（
６９
）」
宇
垣

に
と
っ
て
、
中
国
側
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
歓
迎
す
べ
き
こ
と
だ
っ
た
。

宇
垣
外
相
期
の
対
中
和
平
工
作
は
日
中
間
の
複
数
の
ル
ー
ト
で
行
わ
れ
、
両
者

の
協
議
に
第
三
国
が
関
与
す
る
こ
と
は
基
本
的
に
は
な
か
っ
た
が
、
軍
側
の
高
宋

武
工
作
と
競
合
す
る
形
と
な
っ
た
（
７０
）。
宇
垣
は
和
平
工
作
で
の
交
渉
相
手
と
し
て
孔
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祥
煕
（
行
政
院
院
長
）
を
指
名
し
た
が
（
７１
）、
外
相
辞
任
後
の
一
九
三
九
年
初
頭
、
次

の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
（
７２
）。「
余
と
孔
祥
煕
と
の
折
衝
に
当
初
に
於
て
彼
は
第
三

国
の
介
入
を
も
望
ん
で
居
る
の
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
」
た
の
で
、
満
洲
事
変
時

に
日
中
直
接
交
渉
を
し
て
い
れ
ば
事
態
が
変
わ
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
先
方

に
説
明
し
、
孔
も
納
得
し
直
接
交
渉
の
気
分
に
八
月
頃
に
な
っ
た
、
と
。

中
国
側
が
宇
垣
に
祝
電
を
送
る
一
方
、
日
本
と
の
直
接
交
渉
で
は
な
く
第
三
国

の
関
与
を
望
ん
で
い
た
こ
と
は
日
本
側
も
あ
る
程
度
把
握
し
て
い
た
。
六
月
六
日

に
日
本
側
に
渡
さ
れ
た
張
群
の
祝
電
の
ち
ょ
う
ど
一
週
間
後
の
一
三
日
、
軍
令
部

第
一
一
課
長
の
柿
本
権
一
郎
大
佐
は
軍
令
部
内
で
の
会
報
の
席
上
、「
米
ニ
調
停

ヲ
依
頼
ノ
電
ア
リ
／
目
下
支
那
ニ
テ
必
要
ナ
ル
武
器
（
ボ
ー
大
ナ
ル
数
ヲ
示

ス
）」
と
述
べ
て
い
る
（
７３
）。
つ
ま
り
、
海
軍
は
、
宇
垣
に
密
か
に
接
近
す
る
一
方
で
、

米
国
に
も
働
き
掛
け
て
い
た
中
國
側
の
態
度
を
あ
る
程
度
認
識
し
て
い
た
の
で
あ

る
。

第
二
節

第
三
国
の
調
停
と
日
中
戦
争

宇
垣
は
六
月
八
日
の
会
談
に
引
き
続
き
、
一
五
日
に
再
び
ク
レ
ー
ギ
ー
と
会
談

し
た
。
ク
レ
ー
ギ
ー
は
、
南
京
へ
の
英
国
市
民
の
帰
還
を
要
求
し
、
軍
事
的
必
要

性
の
口
実
の
下
に
日
本
軍
占
領
地
域
で
英
国
の
権
益
を
犠
牲
に
し
て
、
日
本
の
商

業
的
利
益
が
増
進
す
る
こ
と
を
批
判
し
た
（
７４
）。
ク
レ
ー
ギ
ー
と
の
会
談
の
翌
々
日
、

六
月
一
七
日
に
行
わ
れ
た
五
相
会
議
で
、「
外
相
ハ
対
英
態
度
ヲ
ト
ク
／
ハ
ッ
キ

リ
調
整
ノ
態
度
ヲ
明
〔
ラ
カ
〕
ニ
シ
度
シ
」
と
主
張
し
た
（
７５
）。

そ
し
て
、
六
月
二
四
日
の
五
相
会
議
で
「
今
後
ノ
支
那
事
変
指
導
方
針
」
が
決

定
さ
れ
、「
事
変
ノ
直
接
解
決
ニ
国
力
ヲ
集
中
指
向
シ
概
ネ
本
年
中
ニ
戦
争
目
的

ヲ
達
成
ス
ル
コ
ト
ヲ
前
提
ト
シ
内
外
諸
般
ノ
施
策
ヲ
」
取
り
、「
第
三
国
ノ
友
好

的
橋
渡
シ
ハ
條
件
次
第
ニ
テ
之
ヲ
受
諾
ス
ル
ヲ
妨
ケ
ス
」
と
定
め
ら
れ
た
（
７６
）。
こ
こ

で
気
を
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
は
、
後
者
の
「
第
三
国
ノ
友
好
的
橋
渡
シ
」

と
い
う
規
定
は
、
必
ず
し
も
第
三
国
の
調
停
や
斡
旋
を
意
味
し
た
も
の
で
は
な
い

と
い
う
点
で
あ
る
。
当
時
の
軍
や
外
務
省
の
文
書
で
は
、
日
中
戦
争
に
対
す
る
第

三
国
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、「
橋
渡
し
」、「
斡
旋
」、「
調
停
」、「
介
入
」
と
い
っ

た
用
語
で
表
現
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
中
で
も
、「
橋
渡
し
」
が
最
も
第
三
国
の
関

与
の
度
合
い
が
低
く
、「
介
入
」
が
最
も
関
与
の
度
合
い
が
高
く
、
日
本
に
と
っ

て
―
特
に
陸
軍
―
、
後
者
は
避
け
る
べ
き
も
の
だ
っ
た
。
他
方
、「
調
停
」、「
斡

旋
」
は
「
橋
渡
し
」
と
「
介
入
」
の
間
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
事
実
、
こ
の

五
相
会
議
決
定
の
約
一
〇
日
後
の
七
月
三
日
に
陸
軍
省
が
作
成
し
た
「
時
局
外
交

ニ
関
ス
ル
陸
軍
ノ
希
望
」
で
は
、「
第
三
国
ノ
好
意
的
橋
渡
シ
ハ
」
は
既
定
方
針

に
反
し
な
い
限
り
受
理
す
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
が
、「
第
三
国
ノ
干
渉
」
は
断
乎

排
除
す
る
こ
と
を
説
い
て
い
た
（
７７
）。

外
相
の
宇
垣
は
参
議
時
代
の
一
九
三
七
年
一
二
月
中
旬
の
南
京
陥
落
後
、
日
中

間
の
講
和
に
つ
い
て
、「
第
三
者
の
仲
介
は
橋
渡
し
に
止
め
し
め
〔
中
略
〕
速
に

直
接
交
渉
に
導
く
べ
き
意
見
を
立
て
」
た
（
７８
）。
外
相
就
任
後
も
、
七
月
一
二
日
に

「
独
伊
英
米
等
各
個
に
�
和
の
橋
渡
を
為
し
呉
れ
る
は
可
な
り
。
而
し
て
我
の
発

意
に
よ
り
て
協
同
動
作
せ
し
む
る
様
に
導
け
ば
妙
な
り
！
」
と
記
し
て
い
る
（
７９
）。
橋

渡
し
を
し
て
く
れ
る
な
ら
ば
、
英
米
独
伊
の
ど
の
国
で
も
構
わ
な
い
と
い
っ
た
態

度
で
あ
る
。
さ
ら
に
八
月
上
旬
に
も
、「
和
平
交
渉
ヲ
開
始
ス
ル
橋
渡
シ
程
度
ノ

第
三
国
ノ
介
入
ハ
敢
テ
妨
ケ
ナ
キ
モ
之
レ
ト
テ
御
互
ヨ
リ
好
ン
テ
求
ム
ヘ
キ
モ
ノ

テ
ハ
ナ
イ
、
況
ン
ヤ
夫
レ
以
上
ニ
居
中
調
停
ナ
ト
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
招
来
ス
ル
ニ
至

リ
テ
ハ
単
ニ
紛
糾
ヲ
増
ス
ノ
ミ
ニ
過
キ
ヌ
ト
考
ヘ
」
て
い
た
（
８０
）。
要
す
る
に
、
宇
垣

に
と
っ
て
第
三
国
の
関
与
は
「
橋
渡
」
程
度
が
望
ま
し
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、「
第
三
国
ノ
友
好
的
橋
渡
シ
」
を
条
件
次
第
で
認
め
た
六
月
二
四
日
の

五
相
会
議
決
定
は
、
陸
軍
と
宇
垣
双
方
に
受
け
入
れ
可
能
な
も
の
だ
っ
た
。
既
述
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し
た
よ
う
に
、
第
三
国
の
関
与
の
度
合
い
は
、「
斡
旋
」
で
は
な
く
「
橋
渡
し
」

程
度
が
望
ま
し
い
と
い
う
日
本
の
立
場
は
、
石
井
菊
次
郎
が
カ
ド
ガ
ン
に
述
べ
た

と
こ
ろ
で
も
あ
る
。
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
宇
垣
の
考
え
を
念
頭
に
置
け
ば
、
五

月
下
旬
の
吉
田
茂
の
ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
へ
の
和
平
調
停
申
入
れ
が
陸
海
軍
や
石
射

東
亜
局
長
だ
け
で
な
く
、
宇
垣
の
意
向
に
も
反
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

ま
た
、
宇
垣
の
言
う
日
英
国
交
調
整
に
は
、
英
国
に
対
し
て
日
中
戦
争
の
調
停
を

積
極
的
に
求
め
る
意
欲
は
低
い
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ま
で
あ
ま
り
言
及
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
だ
が
、
六
月
二
四
日
の
五
相

会
議
前
後
に
は
複
数
又
は
単
独
で
第
三
国
が
日
中
戦
争
の
調
停
に
乗
り
出
す
と
い

う
種
々
の
情
報
が
日
本
側
に
届
い
て
い
た
、
あ
る
い
は
入
手
し
て
い
た
。
六
月
二

一
日
、
東
条
英
機
陸
軍
次
官
は
部
内
に
、「「
ソ
」
英
仏
ノ
強
制
調
停
、
三
国
干
渉

ノ
気
運
」
が
あ
る
こ
と
に
注
意
を
喚
起
し
た
（
８１
）。
二
三
日
陸
軍
省
軍
務
局
軍
務
課
で

は
、
英
仏
ソ
の
三
国
が
日
中
戦
争
に
干
渉
し
た
場
合
の
対
策
を
ま
と
め
た
。
そ
の

中
で
、「
速
ニ
防
共
軸
ノ
強
化
ヲ
図
リ
独
、
伊
ヲ
シ
テ
背
後
ヨ
リ
牽
制
セ
シ
ム
ル
」、

「
米
国
ヲ
シ
テ
共
同
戦
線
ニ
加
入
セ
シ
メ
サ
ル
如
ク
工
作
ス
」
る
こ
と
、「
共
同
結

束
ノ
度
ニ
応
シ
為
シ
得
レ
ハ
相
互
離
間
就
中
利
ヲ
以
テ
ス
ル
英
ノ
離
間
ヲ
策
ス
」

な
ど
と
訴
え
た
（
８２
）。
こ
の
「
利
ヲ
以
テ
ス
ル
英
ノ
離
間
」
の
具
体
的
内
容
は
触
れ
ら

れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
同
時
期
に
陸
軍
省
が
作
成
し
た
「
五
相
会
議
に
提
出
す

べ
き
陸
軍
省
案
（
未
定
稿
）」
の
中
に
、「
英
に
対
し
て
は
帝
国
の
方
針
に
順
応
せ

し
む
る
如
く
施
策
す
る
と
共
に
中
南
支
に
於
け
る
日
英
経
済
関
係
の
調
整
を
図

る
」
と
あ
り
（
８３
）、
陸
軍
省
の
対
英
態
度
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

英
仏
ソ
三
国
の
調
停
に
関
し
て
、
中
支
那
派
遣
軍
司
令
官
の
畑
俊
六
は
、「
駐

支
米
大
使
よ
り
駐
日
米
大
使
へ
密
報
な
り
と
称
す
る
も
の
」
と
前
置
き
し
、
次
の

よ
う
に
記
し
て
い
る
。
英
仏
ソ
中
の
四
ヶ
国
は
日
本
の
漢
口
攻
略
を
予
想
し
六
月

二
〇
日
頃
に
共
同
会
議
を
開
き
、「
対
策
と
し
て
関
係
国
間
に
於
て
強
制
調
停
並

南
支
に
於
け
る
共
同
戦
線
の
施
設
（
貴
陽
及
昆
明
を
連
た
る
一
線
）
及
中
立
地
帯

の
設
置
等
」
が
話
し
合
わ
れ
る
予
定
と
い
う
も
の
で
あ
る
（
８４
）。
こ
の
記
述
は
五
相
会

議
開
催
日
の
六
月
二
四
日
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
同
日
に
は
、
六
月
二
〇
日

か
ら
ワ
シ
ン
ト
ン
で
極
東
政
策
に
対
す
る
再
検
討
会
議
が
開
催
さ
れ
、
英
国
も
参

加
し
て
い
る
と
い
う
別
の
情
報
が
陸
軍
中
央
に
届
い
て
い
た
（
８５
）。
さ
ら
に
、
二
七
日

に
は
、
こ
の
再
検
討
会
議
の
題
目
な
る
も
の
も
伝
わ
っ
て
い
た
（
８６
）。
二
七
日
は
後
述

す
る
よ
う
に
宇
垣
と
ク
レ
ー
ギ
ー
の
会
談
が
行
わ
れ
、
英
国
が
和
平
調
停
に
積
極

的
だ
と
い
う
印
象
を
与
え
て
い
た
。

陸
軍
省
の
田
中
軍
事
課
長
は
、
二
九
日
に
再
度
、
英
仏
ソ
中
四
国
の
秘
密
会
議

と
、
米
国
で
の
極
東
政
策
再
検
討
会
議
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
。
田
中
に
寄
せ
ら

れ
た
情
報
に
よ
る
と
、
四
国
秘
密
会
議
で
は
、
強
制
調
停
や
華
南
で
の
中
立
地
帯

設
定
の
ほ
か
、
日
中
調
停
案
と
し
て
、「
蔣
下
野
／
北
支
特
殊
ノ
承
認
／
国
民
政

府
ノ
新
政
権
合
流
／
満
洲
国
承
認
／
中
国
ノ
第
三
国
関
係
ノ
戦
前
復
帰
」
等
が
議

題
と
な
っ
て
い
た
（
８７
）。
内
容
か
ら
考
え
て
田
中
の
こ
の
記
述
は
、
先
に
触
れ
た
畑
の

日
記
と
同
一
の
情
報
源
で
あ
る
。
強
制
調
停
は
と
も
か
く
と
し
て
、
蔣
下
野
等
は

比
較
的
日
本
に
有
利
な
も
の
だ
が
、
情
報
源
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
他
方
、
憲

兵
司
令
部
作
成
の
あ
る
文
書
に
は
、「
駐
支
米
国
大
使
ヨ
リ
駐
日
同
国
大
使
宛
ノ

密
報
ニ
依
レ
ハ
英
国
ヲ
中
心
ト
ス
ル
英
、
仏
、
蘇
、
支
四
ヶ
国
秘
密
会
議
ニ
於
テ

ハ
三
議
案
中
左
記
一
案
ヲ
審
議
ス
ル
模
様
ナ
リ
」
と
あ
り
、
引
き
続
き
田
中
が
記

し
た
も
の
と
同
様
の
議
案
が
記
載
さ
れ
て
い
る
（
８８
）。
つ
ま
り
、
畑
俊
六
や
田
中
新
一

が
書
き
留
め
た
情
報
は
、
憲
兵
か
ら
の
情
報
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
憲
兵
側
の
情
報

源
は
人
的
情
報
源
で
あ
り
、「
本
情
報
ハ
主
ト
シ
テ
憲
兵
ノ
諜
者
ノ
諜
知
シ
タ
ル

言
ヲ
綜
合
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
」
と
な
っ
て
い
る
。
現
時
点
で
考
え
れ
ば
、
こ
れ
ら

の
情
報
の
信
憑
性
は
疑
わ
し
い
。
し
か
し
、
こ
こ
で
着
目
し
た
い
の
は
、
こ
の
よ

う
な
憲
兵
情
報
が
陸
軍
中
枢
か
ら
一
定
の
関
心
を
集
め
、
六
月
下
旬
以
降
に
相
当
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流
布
さ
れ
、
軍
務
課
が
対
案
を
作
成
し
た
こ
と
が
示
す
よ
う
に
、
一
定
の
真
実
味

を
持
っ
て
受
け
止
め
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

六
月
二
四
日
の
五
相
会
議
の
二
日
後
の
二
六
日
、
東
京
の
外
務
省
は
ロ
ン
ド
ン

の
日
本
大
使
館
に
対
し
て
次
の
よ
う
な
電
報
を
出
し
て
い
る
。
ま
ず
、
英
国
議
会

で
ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
外
相
等
の
高
官
が
英
国
に
よ
る
日
中
戦
争
の
仲
介
に
つ
い
て

発
言
し
て
い
る
と
い
う
趣
旨
の
ロ
ン
ド
ン
か
ら
の
特
電
や
日
本
の
新
聞
報
道
に
触

れ
た
。
そ
し
て
、
ロ
ン
ド
ン
が
日
中
間
の
将
来
の
調
停
の
た
め
の
中
心
地
に
な
っ

て
い
る
よ
う
に
見
え
る
の
で
、
そ
の
よ
う
な
調
停
に
関
係
す
る
政
界
あ
る
い
は
議

会
の
動
向
に
つ
い
て
調
べ
、
本
省
に
報
告
す
る
よ
う
に
求
め
た
（
８９
）。
要
す
る
に
、
英

国
が
日
中
戦
争
の
調
停
に
乗
り
出
す
か
否
か
に
本
省
側
の
関
心
が
あ
っ
た
の
だ
が
、

ロ
ン
ド
ン
宛
て
の
こ
の
指
示
の
翌
日
、
六
月
二
七
日
、
宇
垣
外
相
は
再
び
ク
レ
ー

ギ
ー
と
会
談
し
た
。

第
四
章

六
月
二
七
日
宇
垣
・
ク
レ
ー
ギ
ー
会
談

第
一
節

ク
レ
ー
ギ
ー
か
ら
の
和
平
調
停
申
入
れ
？

こ
こ
か
ら
は
、
二
七
日
の
宇
垣
・
ク
レ
ー
ギ
ー
会
談
に
つ
い
て
、
海
軍
や
宇
垣

が
ど
う
反
応
し
た
か
を
検
討
す
る
。
ま
ず
、
海
軍
は
会
談
の
翌
日
の
二
八
日
付
け

で
、「
宇
垣
外
相
、「
ク
」
大
使
会
談
内
聞
」（
以
下
、「
内
聞
」
と
略
す
）
と
い
う

標
題
の
文
書
を
作
成
し
た
（
９０
）。

こ
れ
は
、
海
軍
用
箋
に
手
書
き
で
四
枚
に
わ
た
る
も

の
で
、
一
枚
目
か
ら
三
枚
目
�
は
宇
垣
と
ク
レ
ー
ギ
ー
の
会
談
を
質
疑
応
答
の
対

話
形
式
で
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
四
枚
目
は
ど
ち
ら
の
発
言
か
は
一
見
不
明
だ
が
、

漢
口
が
陥
落
し
、
蔣
政
権
が
地
方
政
権
化
し
、
日
本
軍
の
支
配
し
て
い
な
い
地
域

は
共
産
主
義
が
跋
�
す
る
と
い
う
主
旨
の
発
言
が
書
か
れ
て
い
る
（
９１
）。
た
だ
、「
内

聞
」
と
い
う
言
葉
か
ら
看
取
さ
れ
る
よ
う
に
、
両
者
の
会
談
内
容
を
外
務
省
か
ら

正
式
に
海
軍
に
通
達
し
た
文
書
と
い
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
正
式
に
外
務

省
か
ら
海
軍
に
通
知
さ
れ
た
も
の
な
ら
ば
、
海
軍
用
箋
に
手
書
き
と
い
う
状
態
で

あ
る
の
も
や
や
お
か
し
い
。
実
際
、
九
月
八
日
に
行
わ
れ
た
宇
垣
と
ク
レ
ー
ギ
ー

と
の
会
談
要
録
は
き
ち
ん
と
印
刷
さ
れ
た
も
の
が
海
軍
側
に
も
残
っ
て
い
る
（
９２
）。
こ

れ
ら
の
点
を
考
慮
す
る
と
、「
内
聞
」
は
、
ま
だ
正
式
な
会
談
記
録
が
外
務
省
で

作
成
さ
れ
る
前
に
、
外
務
省
関
係
者
か
ら
会
談
内
容
を
聞
き
取
り
、
作
成
に
至
っ

た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

「
内
聞
」
に
よ
る
と
、
両
者
の
会
談
は
、
揚
子
江
航
行
問
題
な
ど
に
触
れ
た
後
、

ク
レ
ー
ギ
ー
が
事
前
に
池
田
蔵
相
に
伝
え
て
い
た
、
英
国
が
日
中
間
の
調
停
に
取

り
組
む
用
意
が
あ
る
こ
と
を
宇
垣
に
も
伝
え
た
。
こ
れ
に
対
し
宇
垣
は
、
日
中
間

の
現
状
は
未
だ
そ
の
時
期
で
は
な
く
、
英
国
が
蔣
政
権
に
借
款
を
与
え
る
構
え
を

見
せ
て
い
る
こ
と
を
批
判
し
た
。
さ
ら
に
、
海
南
島
に
つ
い
て
ク
レ
ー
ギ
ー
が
宇

垣
に
質
し
、
宇
垣
は
海
南
島
に
対
し
軍
事
行
動
を
発
動
す
る
可
能
性
に
言
及
し
た

が
、
純
軍
事
的
見
地
に
限
ら
れ
、
領
土
的
野
心
は
無
い
こ
と
を
明
言
し
た
。

他
方
、
外
務
省
は
二
七
日
の
会
談
内
容
を
二
日
後
の
二
九
日
に
主
要
な
在
外
公

館
に
通
知
し
た
（
９３
）。
そ
れ
に
よ
る
と
、
ク
レ
ー
ギ
ー
は
池
田
蔵
相
と
の
会
談
の
模
様

を
宇
垣
に
告
げ
、
日
中
間
の
調
停
に
関
す
る
英
国
政
府
の
立
場
を
表
明
し
た
。
す

な
わ
ち
、
現
在
の
紛
争
を
終
結
さ
せ
る
点
に
お
い
て
英
国
が
何
ら
か
の
支
援
が
可

能
な
ら
ば
、
英
国
は
喜
ん
で
役
に
立
つ
つ
も
り
で
あ
り
、
単
独
あ
る
い
は
他
国
と

協
同
で
も
準
備
は
で
き
て
い
る
。
し
か
し
、
日
中
ど
ち
ら
か
に
圧
力
を
か
け
る
こ

と
は
望
ん
で
お
ら
ず
、
双
方
が
希
望
し
た
場
合
に
助
力
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ

る
。た

だ
、
こ
の
時
の
会
談
を
伝
え
た
ク
レ
ー
ギ
ー
の
本
国
宛
の
報
告
で
は
、
日
中

間
の
調
停
に
つ
い
て
言
及
し
た
箇
所
は
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
（A

rthur
N
eville.
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Cham
berlain

）
英
国
首
相
の
五
月
一
一
日
の
議
会
で
の
答
弁
を
繰
り
返
し
た
と

述
べ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
（
９４
）。
つ
ま
り
、
ク
レ
ー
ギ
ー
が
宇
垣
に
何
ら
か
の
新
た
な

和
平
提
案
を
行
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
前
述
し
た
よ
う
に
陸
軍
で
は
六
月
下
旬
以
降
、
英
、
仏
、
ソ
が
共
同

し
て
日
中
戦
争
の
調
停
に
乗
り
出
す
と
い
う
情
報
が
流
布
し
て
い
た
。
ま
た
、
外

務
省
で
は
会
談
前
日
の
二
六
日
、
日
中
戦
争
の
調
停
に
英
国
が
前
向
き
と
取
れ
る

報
道
を
引
用
し
て
、
調
停
を
巡
る
英
国
の
動
向
を
調
べ
る
よ
う
に
訓
令
を
発
し
て

い
る
。
し
た
が
っ
て
、
ク
レ
ー
ギ
ー
の
発
言
が
従
前
通
り
の
原
則
的
な
英
国
政
府

の
立
場
を
伝
え
た
に
過
ぎ
な
い
と
し
て
も
、
日
本
側
に
は
調
停
に
前
向
き
な
英
国

と
い
う
先
入
観
や
予
断
が
あ
り
、
ク
レ
ー
ギ
ー
の
発
言
は
日
本
側
の
予
断
や
先
入

観
を
増
幅
さ
せ
て
し
ま
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
そ
し
て
、
海
軍
側
で
は
英
国
が
調

停
を
提
案
し
た
場
合
に
備
え
て
対
策
が
検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

第
二
節

英
国
和
平
調
停
と
海
軍

海
軍
側
が
立
て
た
対
策
は
二
つ
あ
り
、
一
つ
は
、「
英
国
ノ
調
停
ニ
際
シ
我
ノ

執
ル
ベ
キ
方
策
（
９５
）」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、「
六
月
二
十
九
日
第
一
課
及
一
部
甲
、
乙

部
員
ノ
討
議
研
究
ニ
基
キ
一
課
山
本
中
佐
起
案
」
し
た
も
の
で
あ
る
（
９６
）。

こ
の
文
書
は
冒
頭
で
本
論
に
入
る
前
に
起
案
に
至
っ
た
経
緯
に
触
れ
、
ク
レ
ー

ギ
ー
が
宇
垣
と
の
会
談
時
、「
事
変
ハ
日
英
提
携
ス
レ
バ
忽
チ
解
決
ス
ベ
シ
ト
頻

リ
ニ
日
英
協
調
論
ヲ
高
唱
シ
」
て
い
た
こ
と
に
触
れ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
山
本

は
、
事
変
解
決
に
は
、
事
変
前
に
日
英
間
で
進
行
中
だ
っ
た
話
合
い
の
よ
う
に
、

華
北
は
日
本
優
先
、
華
中
は
日
英
均
等
、
華
南
は
英
国
優
先
と
す
る
こ
と
が
適
当

で
あ
る
と
の
見
解
を
示
し
た
。
宇
垣
外
相
か
ら
は
、「
就
テ
ハ
英
ノ
今
後
ノ
具
体

的
ノ
出
方
ハ
分
ラ
ヌ
ガ
仮
リ
ニ
以
上
〔
華
北
は
日
本
優
先
、
華
中
は
日
英
均
等
、

華
南
は
英
国
優
先
〕
ノ
如
キ
申
出
ア
リ
タ
ル
場
合
我
方
ノ
大
体
ノ
腹
ヲ
定
メ
テ
置

ク
ヲ
可
ト
思
フ
」
と
の
話
が
あ
っ
た
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
海
軍
側
に
残

さ
れ
て
い
る
宇
垣
の
発
言
で
も
、
調
停
に
積
極
的
な
英
国
と
や
や
受
け
身
の
宇
垣

と
い
う
構
図
が
読
み
取
れ
る
。
さ
ら
に
、
宇
垣
は
六
月
二
九
日
に
小
川
平
吉
に
対

し
て
も
、「
英
国
頗
る
焦
せ
り
居
る
も
の
ゝ
如
し
、
未
だ
何
事
も
申
出
は
な
し
」

と
述
べ
て
い
る
（
９７
）。
や
は
り
、
宇
垣
は
ク
レ
ー
ギ
ー
と
の
会
談
か
ら
英
国
が
和
平
に

前
の
め
り
と
い
う
印
象
抱
い
た
の
は
確
か
で
あ
る
。

本
論
は
、「
方
針
」
と
「
我
ノ
執
ル
ベ
キ
作
戦
手
段
」
に
分
か
れ
て
お
り
、「
方

針
」
で
は
、
華
北
、
華
中
で
の
日
本
の
要
求
貫
徹
と
「
英
国
ヲ
シ
テ
満
洲
国
ノ
独

立
ト
中
北
支
ニ
於
ケ
ル
新
事
態
ト
ヲ
承
認
セ
シ
メ
」
る
こ
と
、
華
南
で
は
一
時
、

英
国
の
優
越
を
認
め
る
が
、「
福
建
（
厦
門
）
東
沙
島
及
三
竈
島
ハ
之
ヲ
我
勢
力

範
囲
ニ
掌
握
シ
（
広
東
及
為
シ
得
ル
限
リ
）
海
南
島
ニ
対
シ
テ
モ
我
地
歩
ヲ
獲
得

ス
ル
ヲ
要
ス
」
と
説
い
て
い
る
。

山
本
は
、
中
国
問
題
の
解
決
は
中
国
と
の
間
だ
け
で
な
く
そ
の
背
後
の
英
ソ
、

「
特
ニ
英
国
ト
帝
国
ト
ノ
関
係
ヲ
抜
本
的
ニ
解
決
ス
ル
」
必
要
が
あ
る
が
、
今
は

時
機
と
し
て
適
当
で
は
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
、
福
建
、
海
南
島
、
三

竈
島
等
に
勢
力
を
伸
長
す
る
こ
と
は
、
将
来
の
対
英
作
戦
上
「
重
要
ナ
ル
戦
略
要

点
」
で
も
あ
り
、
現
状
で
も
「
作
戦
上
緊
要
ノ
要
件
ナ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
帝
国
海
軍

ガ
予
テ
ヨ
リ
主
唱
シ
来
レ
ル
南�

進�

国�

策�

遂�

行�

ヲ�

促�

進�

ス�

ル�

ノ�

見�

地�

ニ�

於�

テ�

モ�

〔
中

略
〕
極
メ
テ
緊
要
ナ
リ
ト
認
ム

而
シ
テ
之
ガ
好
機
ハ
今
日
ヲ
措
キ
テ
他
ニ
無

シ
」
と
し
て
い
る
。
換
言
す
る
と
、
中
国
に
お
け
る
日
英
間
の
勢
力
分
布
の
大
枠

を
決
め
、
華
南
は
英
国
の
優
位
を
認
め
る
に
し
て
も
、
将
来
の
南
進
や
対
英
作
戦

の
た
め
に
福
建
沿
岸
、
海
南
島
等
を
事
実
上
日
本
の
影
響
下
に
お
く
べ
き
と
い
う

考
え
で
あ
る
。「
之
ガ
好
機
ハ
今
日
ヲ
措
キ
テ
他
ニ
無
シ
」
と
指
摘
し
て
い
る
の

は
、
仮
に
日
中
戦
争
が
早
期
に
終
結
す
る
と
、
海
南
島
等
へ
作
戦
を
行
う
あ
る
種

の
口
実
が
無
く
な
る
こ
と
を
恐
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
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山
本
中
佐
が
起
案
し
た
こ
の
文
書
を
閲
覧
し
た
古
賀
峯
一
軍
令
部
次
長
は
（
９８
）、

「
方
針
」
中
の
、
日
英
の
勢
力
分
布
の
取
極
や
、
海
南
島
へ
の
進
出
を
唱
え
た
箇

所
に
傍
線
を
引
い
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、「（
広
東
及
為
シ
得
ル
限
リ
）
海

南
島
ニ
対
シ
テ
モ
我
地
歩
ヲ
獲
得
ス
ル
ヲ
要
ス
」
と
い
う
部
分
の
、「（
広
東
及
為

シ
得
ル
限
リ
）」
を
抹
消
し
、「
モ
我
地
歩
ヲ
獲
得
ス
ル
ヲ
要
ス
」
と
い
う
部
分
を

「
ハ
日
本
ノ
経
済
開
発
ヲ
認
メ
シ
ム
」
と
書
き
換
え
て
い
る
。
こ
の
時
点
で
、
古

賀
が
海
南
島
作
戦
に
消
極
的
だ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
山
本
の
「
我

地
歩
ノ
獲
得
」
と
い
う
表
現
を
変
え
て
、
よ
り
穏
健
な
海
南
島
で
の
経
済
開
発
の

権
利
獲
得
と
い
う
要
求
に
抑
え
た
の
は
、
元
の
文
案
が
暗
に
海
南
島
に
対
す
る
領

土
的
要
求
を
含
む
も
の
だ
っ
た
か
ら
と
も
推
測
さ
れ
る
。

山
本
は
、「
我
ノ
執
ル
ベ
キ
作
戦
手
段
」
中
で
、
以
下
の
三
点
を
主
張
し
て
い

る
。
一
、「
速
ニ
漢
口
ヲ
攻
略
ス
ル
ヲ
要
ス
」、
二
、「
速
ニ
広
東
ヲ
攻
略
ス
ル
ヲ

要
ス
」
三
、「
広
東
攻
略
ニ
引
続
キ
海
南
島
ヲ
攻
略
ス
ル
ヲ
要
ス
／
但
シ
情
況
ニ

依
リ
テ
ハ
本
作
戦
ハ
之
ヲ
取
止
ム
ル
モ
已
ム
ヲ
得
ザ
ル
コ
ト
ア
ル
ベ
シ
」
と
い
う

も
の
で
あ
る
。
一
読
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
既
に
計
画
中
の
軍
事
作
戦
の
前
倒

し
の
実
施
を
求
め
、
か
つ
海
南
島
作
戦
の
実
行
も
唱
え
て
い
る
。
た
だ
、
早
期
の

広
東
攻
略
を
主
張
す
る
山
本
の
意
見
に
対
し
て
は
、
近
藤
作
戦
部
長
が
慎
重
な
意

見
を
述
べ
、
古
賀
軍
令
部
次
長
も
同
意
し
て
い
る
（
９９
）

海
軍
が
立
て
た
対
策
の
二
番
目
は
、
横
井
忠
雄
が
起
案
し
た
「
英
大
使
日
支
和

平
調
停
対
策
（
一
三
、
六
、
三
〇
）」
で
あ
る
（
１００
）。
こ
れ
は
、
一
、「
準
備
処
置
」、

二
、「
応
酬
対
策
」、
三
、「
和
平
調
停
ニ
関
連
シ
我
ノ
執
ル
可
キ
方
策
」、
四
、

「
留
意
ス
ベ
キ
事
項
」
の
四
つ
に
分
か
れ
て
い
る
。「
準
備
処
置
」
で
は
、「
本
調

停
談
ノ
根
源
経
緯
ヲ
明
確
ナ
ラ
シ
ム
ル
ヲ
要
ス
」
と
し
て
、「
１
、
吉
田
大
使
提

議
策
動
説
／
２
、
池
田
蔵
相
「
ク
レ
ー
ギ
ー
」
大
使
会
談
ヲ
基
礎
ト
シ
宇
垣
外
相

「
ク
レ
ー
ギ
ー
」
大
使
会
談
セ
リ
ト
、
池
田
「
ク
レ
ー
ギ
ー
」
会
談
ノ
内
容
如
何

又
何
レ
ヨ
リ
話
ヲ
持
掛
ケ
タ
ル
ヤ
」
と
記
し
、
英
国
の
調
停
の
件
が
、
日
本
側
の

ど
こ
か
ら
発
生
し
た
か
を
�
し
ん
で
い
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、「
吉
田
大
使
提

議
策
動
説
」
は
、
本
稿
で
も
詳
細
に
取
り
上
げ
た
五
月
下
旬
の
吉
田
茂
駐
英
大
使

の
ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
英
外
相
へ
の
和
平
調
停
提
案
で
あ
る
。
吉
田
は
ハ
リ
フ
ァ
ッ

ク
ス
に
対
し
、
ク
レ
ー
ギ
ー
に
所
要
の
訓
令
を
与
え
て
、
英
国
に
よ
る
和
平
調
停

を
進
め
る
よ
う
に
進
言
し
て
い
た
。
こ
の
点
は
海
軍
側
も
解
読
に
よ
り
承
知
し
て

い
た
の
で
、
い
よ
い
よ
ク
レ
ー
ギ
ー
が
動
き
出
し
た
と
い
う
切
迫
感
を
横
井
に
抱

か
せ
た
。
横
井
は
ち
ょ
う
ど
四
週
間
前
の
六
月
二
日
に
吉
田
を
激
烈
に
批
判
す
る

文
書
を
起
案
し
た
の
で
、
ま
だ
記
憶
が
生
々
し
か
っ
た
。

「
準
備
処
置
」
の
二
番
目
に
言
及
さ
れ
て
い
る
池
田
蔵
相
と
ク
レ
ー
ギ
ー
大
使

と
の
会
談
で
あ
る
が
、
横
井
起
案
の
文
書
か
ら
は
、
横
井
は
会
談
が
行
わ
れ
た
こ

と
の
有
無
は
と
も
か
く
、
会
談
内
容
を
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
こ

の
会
談
は
六
月
一
九
日
に
行
わ
れ
た
も
の
だ
が
（
１０１
）、
池
田
は
当
然
、
近
衛
や
陸
海
外

相
に
は
会
談
内
容
を
伝
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
米
内
は
海
軍
部
内
に
は
特
に

話
さ
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

英
国
に
対
す
る
「
応
酬
対
策
」
は
四
項
目
に
分
か
れ
、
最
初
は
、「
英
国
ノ
和

平
促
進
斡
旋
ハ
之
ヲ
多
ト
ス
」
と
し
て
い
る
が
、
二
つ
め
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。帝

国
ト
シ
テ
東
洋
平
和
ノ
招
来
ハ
最
モ
希
望
ス
ル
ト
コ
ロ
ナ
ル
モ
蔣
政
権
ガ

潰
滅
ス
ル
カ
又
ハ
真
ニ
排
抗
日
策
ヲ
放
棄
シ
新
政
権
ト
仝
一
精
神
ト
ナ
ラ
ザ

ル
ニ
於
テ
ハ
遽
ニ
和
平
ニ
応
ジ
難
シ
／
即
チ
根
本
問
題
ヲ
解
決
セ
ズ
シ
テ
一

時
妥
協
ス
ル
モ
徒
ニ
禍
根
ヲ
残
ス
コ
ト
ト
ナ
ル
ベ
シ

換
言
す
る
と
、
和
平
に
吝
か
で
な
い
が
、
今
の
蔣
政
権
の
ま
ま
で
は
不
可
能
と
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い
う
見
解
で
あ
る
。
注
目
す
べ
き
は
、「
真
ニ
」
か
ら
「
…
応
ジ
難
シ
」
と
い
う

箇
所
に
古
賀
軍
令
部
次
長
が
赤
鉛
筆
で
印
を
付
し
、
欄
外
に
「
今
ト
ナ
リ
テ
ハ
蔣

ノ
居
据
リ
ハ
不
可
ナ
リ
」
と
い
う
書
き
込
み
を
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
古
賀
が

印
を
付
し
た
箇
所
は
、
蒋
介
石
が
改
心
す
れ
ば
維
新
、
臨
時
政
府
と
の
合
流
を
認

め
る
と
い
う
こ
と
を
暗
に
示
唆
し
て
い
る
も
の
と
も
解
釈
で
き
る
が
、
古
賀
は
蔣

の
政
権
か
ら
の
退
場
を
求
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
一
九
三
八
年

の
宇
垣
外
相
期
の
和
平
工
作
で
は
、
蔣
の
下
野
が
日
本
側
の
要
求
の
眼
目
だ
っ
た

が
、
古
賀
も
少
な
く
と
も
こ
の
時
点
（
六
月
三
〇
日
）
で
は
、
蔣
の
下
野
に
賛
成

し
て
い
た
と
言
え
る
。

「
応
酬
対
策
」
の
三
番
目
は
、「
日
本
ト
シ
テ
ハ
日
支
間
ニ
関
ス
ル
問
題
ハ
日
支

間
直
接
交
渉
ニ
依
リ
之
ヲ
解
決
セ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
英
国
ノ
斡
旋
ハ
仲
介
ノ

範
囲
ニ
止
メ
シ
コ
ト
ヲ
希
望
ス
」
と
あ
り
、
横
井
の
本
旨
は
、
日
中
直
接
交
渉
で

あ
り
、
英
国
の
口
出
し
を
最
小
限
に
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
四
番
目
は
、

中
国
に
お
け
る
日
英
間
勢
力
範
囲
設
定
は
和
平
問
題
と
別
で
あ
り
、
日
英
間
の
交

渉
事
項
だ
が
、
今
は
そ
の
時
機
で
は
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

「
和
平
調
停
ニ
関
連
シ
我
ノ
執
ル
可
キ
方
策
」
は
六
項
目
を
列
挙
し
て
い
る
が
、

特
に
重
要
な
点
は
、
英
国
に
よ
る
調
停
で
日
独
伊
の
結
束
が
崩
れ
る
こ
と
を
恐
れ

た
の
か
、「
日
独
伊
枢
軸
一
段
ノ
強
化
ヲ
図
ル
ヲ
要
ス
」
と
訴
え
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
そ
れ
に
加
え
、「
漢
口
攻
略
前
ニ
和
平
ヲ
強
要
セ
ラ
ル
ゝ
ノ
情
勢
ト
ナ
ル

公
算
大
ナ
リ
右
攻
略
以
前
ニ
於
ケ
ル
和
平
招
来
ハ
飽
�
之
ヲ
回
避
ス
ル
ノ
方
針
ヲ

堅
持
シ
為
シ
得
ル
限
リ
右
作
戦
進
�
ヲ
促
進
ス
ル
ヲ
要
ス
」
と
述
べ
、
漢
口
作
戦

の
重
要
性
を
説
い
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
速
ニ
広
東
及
海
南
島
攻
略
ヲ
実
行
ス
ル

ヲ
要
ス
、
時
機
ヲ
失
セ
バ
実
現
不
可
能
ト
ナ
ル
ノ
虞
ア
リ
」
と
も
唱
え
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
主
張
か
ら
、
和
平
に
な
る
前
に
可
能
な
限
り
軍
事
作
戦
を
行
い
、
日
本

の
勢
力
の
拡
大
を
図
り
、
特
に
海
南
島
攻
略
な
ど
の
南
進
の
基
盤
を
確
保
す
る
と

い
う
意
図
が
読
み
取
れ
る
。

山
本
や
横
井
の
意
見
に
共
通
す
る
の
は
、
以
下
の
様
な
諸
点
で
あ
る
。
英
国
の

和
平
調
停
に
よ
り
、
既
に
決
定
し
た
漢
口
、
広
東
作
戦
が
実
施
で
き
な
く
な
る
こ

と
を
懸
念
し
て
い
る
こ
と
。
漢
口
、
広
東
だ
け
で
な
く
海
南
島
に
対
す
る
強
い
執

着
が
看
取
さ
れ
、
日
中
戦
争
を
寄
貨
と
し
て
南
進
政
策
を
推
し
進
め
る
意
図
が
歴

然
と
し
て
い
る
こ
と
。
仮
に
日
中
間
で
和
平
交
渉
が
行
わ
れ
た
な
ら
ば
、
議
題
に

な
る
は
ず
の
満
洲
国
の
取
扱
い
、
防
共
問
題
、
日
本
軍
の
駐
兵
あ
る
い
は
撤
兵
、

両
国
の
経
済
提
携
等
に
は
一
切
触
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
種
の
問
題
は
二
国
間
で
協

議
し
、
英
国
側
に
は
関
与
さ
せ
な
い
態
度
を
示
し
て
い
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

結
果
と
し
て
、
英
国
が
見
せ
た
和
平
へ
の
動
き
は
海
軍
中
堅
層
の
軍
事
作
戦
実

行
の
意
欲
を
抑
止
す
る
の
で
は
な
く
、
戦
果
を
既
成
事
実
化
し
た
い
中
堅
層
を
よ

り
早
期
の
軍
事
作
戦
実
行
へ
駆
り
立
て
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
中
堅
層
に

比
べ
る
と
、
上
層
部
（
将
官
級
）
の
古
賀
や
近
藤
は
列
国
特
に
英
国
を
強
く
刺
激

し
か
ね
な
い
広
東
や
海
南
島
作
戦
に
は
慎
重
で
あ
っ
た
。
海
軍
上
層
部
と
同
様
に
、

陸
軍
で
も
華
南
作
戦
に
は
慎
重
で
あ
り
、
強
硬
派
と
目
さ
れ
る
田
中
新
一
も
「
日

支
事
変
ハ
対
「
ソ
」
支
ノ
範
囲
ニ
限
定
ス
ル
如
ク
努
ム
ル
ヲ
根
本
原
則
ト
ス
ル
コ

ト
」、「
漢
口
ハ
攻
略
、
広
東
ハ
慎
重
考
慮
ヲ
要
ス
ル
コ
ト
／
仮
令
広
東
攻
略
ス
ル

ニ
シ
テ
モ
其
目
的
ハ
対
蔣
ニ
在
ル
コ
ト
」、「
海
南
島
ハ
手
ヲ
ツ
ケ
ス
」
と
い
っ
た

考
え
を
抱
い
て
い
た
（
１０２
）。

第
三
節

英
国
外
交
暗
号
解
読
と
海
軍

こ
こ
ま
で
、
や
や
詳
細
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
六
月
二
七
日
の
宇
垣
・
ク

レ
ー
ギ
ー
会
談
後
の
二
八
日
か
ら
三
〇
日
に
か
け
て
、
英
国
が
日
中
間
の
和
平
調

停
を
提
案
し
た
場
合
を
想
定
し
た
対
策
が
海
軍
で
練
ら
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、

英
国
が
和
平
調
停
に
乗
り
出
す
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
観
測
を
相
当
程
度
低
下
さ
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せ
る
情
報
が
も
た
ら
さ
れ
た
。

そ
れ
は
、
他
な
ら
ぬ
宇
垣
・
ク
レ
ー
ギ
ー
会
談
の
内
容
を
本
国
に
報
告
し
た
ク

レ
ー
ギ
ー
自
身
の
暗
号
電
報
の
解
読
情
報
で
あ
る
。
ク
レ
ー
ギ
ー
は
宇
垣
と
の
会

談
に
つ
い
て
、
ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
外
相
に
宛
て
た
七
九
〇
号
電
、
七
九
一
号
電
で

報
告
し
、
そ
の
ど
ち
ら
も
軍
令
部
第
一
一
課
に
よ
り
解
読
さ
れ
、
六
月
三
〇
日
に

情
報
と
し
て
提
出
さ
れ
て
い
る
（
１０３
）。
日
中
和
平
に
関
し
て
は
七
九
一
号
電
で
扱
っ
て

お
り
、
冒
頭
部
分
は
次
の
よ
う
に
解
読
、
訳
出
さ
れ
て
い
る
。

本
日
日
本
外
相
ハ
当
館
発
第
７５８
番
電
ニ
記
載
セ
ル
会
談
ノ
要
旨
ヲ
蔵
相
ヨ
リ

聞
知
セ
ル
旨
語
リ
予
ノ
隔
意
ナ
キ
意
見
吐
露
ニ
感
謝
ノ
意
ヲ
表
セ
リ
。
本
会

談
中
予
ハ
調
停
問
題
ニ
関
ス
ル
英
政
府
ノ
立
場
ヲ
述
ベ
タ
リ
（
予
ハ
事�

実�

５

月
１１
日
首
相
ガ
閣
議
ニ
於
テ
述
ベ
シ
声
明
ヲ
繰
返
ヘ
セ
シ
ニ
過�

ギ�

ズ�

）

引
用
箇
所
の
傍
線
と
点
は
原
文
通
り
で
あ
り
、
赤
鉛
筆
で
な
さ
れ
て
い
る
。
ま

ず
、
蔵
相
す
な
わ
ち
池
田
成
彬
か
ら
ク
レ
ー
ギ
ー
と
の
会
談
内
容
に
つ
い
て
宇
垣

が
既
に
聞
き
、
ク
レ
ー
ギ
ー
に
謝
意
を
表
し
た
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。
注
目
す

べ
き
は
、
日
中
間
の
調
停
に
関
す
る
英
国
政
府
の
立
場
に
つ
い
て
、
五
月
一
一
日

の
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
首
相
の
声
明
を
繰
り
返
し
た
と
報
告
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
１０４
）。

海
軍
や
宇
垣
で
は
英
国
が
調
停
に
前
の
め
り
で
あ
り
、
今
後
何
ら
か
の
具
体
的
な

動
き
が
英
国
（
よ
り
正
確
に
は
ク
レ
ー
ギ
ー
）
か
ら
あ
る
こ
と
も
想
定
し
て
山
本

や
横
井
が
対
策
案
を
練
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
六
月
二
七
日
に
ク
レ
ー
ギ
ー
が
宇
垣

に
述
べ
こ
と
は
、
約
一
月
半
前
に
な
さ
れ
た
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
首
相
の
声
明
の
域
を

出
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
解
読
文
が
出
さ
れ
た
六
月
三
〇
日
は
英
国
の
和
平
調
停
が
提
議
さ
れ
た
場

合
の
対
案
を
海
軍
が
検
討
し
て
い
た
真
最
中
で
あ
り
、
ク
レ
ー
ギ
ー
が
宇
垣
と
の

会
談
を
ど
の
よ
う
に
本
国
に
報
告
し
た
か
は
、
相
当
な
関
心
を
持
た
れ
て
い
た
は

ず
で
あ
る
。
そ
し
て
、
情
報
と
し
て
第
一
一
課
か
ら
だ
さ
れ
た
も
の
は
、
五
月
一

一
日
の
首
相
の
声
明
に
則
っ
た
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

こ
の
解
読
情
報
は
横
井
の
様
な
英
国
の
調
停
を
望
ま
な
い
人
物
に
は
あ
る
種
の

安
�
感
を
与
え
た
で
あ
ろ
う
。
既
述
し
た
よ
う
に
、
横
井
は
英
国
が
和
平
調
停
へ

と
動
き
出
し
た
原
因
を
日
本
側
の
吉
田
茂
駐
英
大
使
の
和
平
提
案
や
、
池
田
蔵
相

と
ク
レ
ー
ギ
ー
の
会
談
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
疑
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
ク

レ
ー
ギ
ー
の
宇
垣
に
対
す
る
発
言
は
五
月
一
一
日
の
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
首
相
の
発
言

に
基
づ
い
た
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
五
月
下
旬
の
吉
田

大
使
の
和
平
提
案
や
、
五
月
下
旬
に
蔵
相
に
な
っ
た
池
田
と
ク
レ
ー
ギ
ー
の
会
談

内
容
な
ど
は
日
中
間
の
調
停
を
巡
る
英
国
政
府
の
見
解
に
直
接
的
影
響
を
与
え
て

い
な
い
こ
と
が
時
系
列
的
に
明
ら
か
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
解

読
文
の
当
該
箇
所
は
注
目
さ
れ
赤
線
が
引
か
れ
、「
事
実
」
や
「
過
ギ
ズ
」
の
部

分
に
は
点
も
付
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
解
読
文
に
よ
る
と
、
日
中
間
の
調
停
に
関
す
る
ク
レ
ー
ギ
ー
の
説
明
を
受

け
て
宇
垣
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

外
相
ハ
支
那
ガ
諸
列
強
ヨ
リ
人
員
及
物
資
ノ
援
助
ヲ
受
ケ
ア
ル
限
リ
日
本
ハ

如
何
ナ
ル
形
式
ノ
外
国
ノ
調
停
ヲ
モ
受
諾
シ
難
シ
ト
ノ
意
見
ナ
リ
キ
、
支
那

ハ
外
国
ノ
援
助
ナ
ク
シ
テ
ハ
日
本
ニ
抗
ス
ル
コ
ト
不
可
能
ナ
ル
モ
此
ノ
外
国

ヨ
リ
ノ
援
助
継
続
セ
ラ
ル
ル
限
リ
日
本
ハ
戦
争
ヲ
持
続
セ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
ト

引
用
し
た
解
読
文
に
表
れ
た
、
和
平
調
停
を
拒
否
し
列
国
の
対
中
支
援
を
批
判

す
る
宇
垣
の
ク
レ
ー
ギ
ー
へ
の
発
言
は
、
宇
垣
の
持
論
と
言
っ
て
よ
い
。
解
読
文

中
の
宇
垣
発
言
の
こ
の
部
分
は
海
軍
側
か
ら
も
注
目
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
既
述
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し
た
宇
垣
・
ク
レ
ー
ギ
ー
会
談
を
記
録
し
た
「
内
聞
」
の
欄
外
に
「
特
情
」
と
情

報
源
を
明
記
し
た
上
で
、
多
少
字
句
の
違
い
や
省
略
は
あ
る
が
、
解
読
文
中
の
当

該
箇
所
が
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
転
記
さ
れ
て
い
る
（
１０５
）。

会
談
の
中
で
宇
垣
は
英
国
が
対
中
借
款
供
与
の
構
え
を
見
せ
て
い
る
と
批
判
し
、

「
更
ニ
銘
心
セ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
コ
ト
ハ
左
記
事
項
ナ
リ
〔A

further
point

to
be
rem
em
bered

w
as
this （１０６

）〕」
と
し
て
以
下
の
よ
う
に
告
げ
た
。
漢
口
が
陥
落

す
る
こ
と
は
疑
い
な
く
、
陥
落
す
れ
ば
蔣
介
石
の
支
配
地
域
は
小
地
域
と
な
り
地

方
政
権
化
す
る
こ
と
、
日
本
の
未
占
領
地
域
も
広
大
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
地
域

で
は
共
産
主
義
が
跋
�
す
る
、
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
宇
垣
が
ク
レ
ー
ギ
ー
に
強
調

し
た
箇
所
も
海
軍
側
に
着
目
さ
れ
、
海
軍
用
箋
四
枚
に
亘
る
「
内
聞
」
の
四
枚
目

は
、
解
読
情
報
か
ら
こ
の
部
分
を
抜
き
書
き
し
た
も
の
で
あ
る
。

ク
レ
ー
ギ
ー
は
宇
垣
に
対
し
て
、
英
国
の
対
中
援
助
が
極
�
か
で
あ
る
こ
と
、

中
国
は
日
本
の
よ
う
に
工
業
化
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
日
本
と
比
べ
て
外
国
か
ら

の
資
源
に
頼
る
の
は
当
然
で
あ
る
と
反
論
し
た
。
こ
れ
に
対
し
宇
垣
は
、「
国
際

法
ニ
反
ス
ル
事
件
ガ
惹
起
セ
リ
ト
言
フ
ニ
ハ
ア
ラ
ザ
ル
モ
外
部
ヨ
リ
ノ
援
助
ニ
依

リ
徒
ニ
戦
争
ヲ
長
引
カ
ス
ハ
人
道
ニ
反
ス
ル
旨
指
摘
シ
度
キ
希
望
ヲ
有
ス
ト

語
」
っ
た
。
ク
レ
ー
ギ
ー
は
、
中
国
人
は
戦
争
を
十
分
に
長
引
か
せ
た
な
ら
、
勝

つ
こ
と
が
可
能
と
考
え
て
い
る
こ
と
や
、
第
三
国
の
対
中
援
助
は
人
道
に
反
す
る

と
い
う
宇
垣
の
主
張
は
説
得
力
が
無
い
と
再
反
論
し
た
。
こ
れ
に
対
す
る
宇
垣
の

返
事
は
解
読
文
で
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。「
其
ノ
場
合
ハ
最
後
�
戦
フ
ノ

已
ム
ナ
カ
ル
ベ
シ
ト
答
ヘ
タ
リ
」。
こ
の
や
や
挑
戦
的
な
宇
垣
の
発
言
も
海
軍
の

注
目
を
引
き
、「
内
聞
」
の
欄
外
に
は
こ
の
発
言
が
抜
書
き
さ
れ
て
い
る
（
１０７
）。

こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
を
ま
と
め
る
次
の
よ
う
な
諸
点
を
指
摘
で
き
る
。

ま
ず
、
二
七
日
の
宇
垣
・
ク
レ
ー
ギ
ー
会
談
を
記
し
た
二
八
日
付
の
海
軍
の
文
書

で
あ
る
「
内
聞
」
は
、
骨
格
部
分
は
外
務
省
関
係
者
か
ら
聴
取
し
た
と
思
わ
れ
る

二
人
の
や
り
取
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
加
え
、
欄
外
部
分
に
「
特
情
」
と

明
記
さ
れ
た
箇
所
と
四
枚
目
に
記
載
さ
れ
た
宇
垣
の
発
言
は
、
ク
レ
ー
ギ
ー
が
会

談
内
容
を
本
国
に
宛
て
た
暗
号
電
報
を
解
読
し
た
も
の
か
ら
入
手
し
た
情
報
で
あ

る
。
つ
ま
り
、「
内
聞
」
は
両
者
の
や
り
取
り
を
記
録
し
た
部
分
が
二
八
日
に
海

軍
用
箋
三
枚
分
作
成
さ
れ
、
三
〇
日
に
解
読
情
報
が
出
さ
れ
た
後
、
そ
れ
を
見
な

が
ら
用
箋
の
欄
外
部
分
と
新
た
な
四
枚
目
に
宇
垣
の
発
言
を
記
し
た
文
書
が
作
成

さ
れ
た
。
換
言
す
る
と
、「
内
聞
」
は
二
八
日
に
書
か
れ
た
も
の
と
、
三
〇
日
に

解
読
情
報
が
出
さ
れ
た
後
に
記
さ
れ
た
部
分
の
二
つ
か
ら
成
り
立
ち
、
一
度
に
文

書
が
作
成
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
二
、
三
日
程
度
の
時
間
差
を
開
け
て
最
終
的
な

形
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

次
に
、
海
軍
が
ク
レ
ー
ギ
ー
電
の
解
読
か
ら
得
た
も
の
を
ま
と
め
た
い
。
大
別

す
る
と
二
つ
あ
る
。
ま
ず
、
日
中
戦
争
へ
の
和
平
調
停
に
関
す
る
英
国
の
動
向
に

は
種
々
の
風
聞
、
憶
測
が
流
れ
て
い
た
が
、
現
時
点
で
は
基
本
的
に
は
五
月
一
一

日
の
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
首
相
の
声
明
を
超
え
な
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
こ
と
。
こ
れ
は
、
英
国
の
日
中
戦
争
へ
の
関
与
を
嫌
い
な
が
ら
も
、
英
国

か
ら
の
和
平
調
停
の
申
入
れ
が
あ
っ
た
場
合
の
対
策
を
渋
々
起
案
し
た
横
井
の
様

な
海
軍
中
堅
層
に
は
好
ま
し
い
情
報
だ
っ
た
。
二
つ
目
は
、
宇
垣
が
第
三
国
の
対

中
支
援
を
厳
し
く
批
判
し
、
英
国
か
ら
の
和
平
調
停
に
消
極
的
な
姿
勢
を
示
し
た

こ
と
で
あ
る
。

で
は
、
海
軍
は
宇
垣
・
ク
レ
ー
ギ
ー
会
談
に
完
全
に
満
足
し
て
い
た
の
か
と
い

う
と
そ
う
で
は
な
い
。
七
月
八
日
、
高
木
惣
吉
か
ら
面
会
を
求
め
ら
れ
た
原
田
熊

雄
は
、
高
木
の
言
と
し
て
、
宇
垣
・
ク
レ
ー
ギ
ー
会
談
に
つ
い
て
、「
海
軍
が
暗

号
電
信
を
取
つ
た
材
料
に
よ
つ
て
宇
垣
外
務
大
臣
を
い
ろ
�
�
と
非
難
し
た
」
こ

と
を
指
摘
し
て
い
る
（
１０８
）。
高
木
が
不
満
を
持
っ
た
の
は
、
広
東
・
海
南
島
作
戦
を
実

施
し
な
い
と
い
う
言
質
を
ク
レ
ー
ギ
ー
に
取
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
点
に
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あ
り
、
原
田
は
一
二
日
に
宇
垣
と
電
話
し
、
ク
レ
ー
ギ
ー
と
の
会
談
内
容
を
確
認

し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
宇
垣
は
ク
レ
ー
ギ
ー
に
対
し
て
、
広
東
、
海
南
島
へ
の

今
後
の
軍
事
行
動
に
つ
い
て
否
定
せ
ず
、
仮
に
攻
略
作
戦
が
実
施
さ
れ
て
も
、
そ

れ
は
領
土
的
野
心
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
い
と
述
べ
、
作
戦
上
の
保
証
を
与
え
た

こ
と
は
な
い
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
宇
垣
の
発
言
は
一
三
日
に
原
田
が
高
木

に
会
っ
た
際
に
伝
え
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
（
１０９
）。
華
南
作
戦
に
対
す
る
宇
垣
の
原
田
へ

の
発
言
は
、「
内
聞
」
に
記
さ
れ
て
い
る
宇
垣
の
発
言
（
解
読
情
報
で
な
い
箇
所
（
１１０
））、

別
の
外
務
省
の
記
録
と
も
一
致
し
て
い
る
（
１１１
）。
し
た
が
っ
て
、
広
東
、
海
南
島
作
戦

は
行
わ
な
い
と
い
う
言
質
を
取
ら
れ
た
と
い
う
高
木
の
主
張
は
何
ら
か
の
錯
誤
と

言
っ
て
よ
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
高
木
の
言
動
は
広
東
、
海
南
島
作
戦
に
対
す

る
海
軍
の
強
い
執
着
を
示
し
て
い
る
。

で
は
、
六
月
二
七
日
の
ク
レ
ー
ギ
ー
と
宇
垣
の
会
談
を
英
本
国
は
ど
う
受
け
止

め
た
の
だ
ろ
う
か
。
三
〇
日
カ
ド
ガ
ン
外
務
事
務
次
官
は
大
要
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。
日
本
は
中
国
で
混
乱
を
齎
し
た
後
で
、
我
々
に
共
産
主
義
の
脅
威
を
警

告
し
て
い
る
が
、
共
産
主
義
を
撲
滅
し
よ
う
と
尽
力
す
る
蔣
介
石
と
の
戦
争
を
続

け
て
い
る
。
宇
垣
大
臣
は
、
国
際
法
に
反
す
る
事
態
が
発
生
し
て
い
る
と
は
言
い

た
く
な
い
と
述
べ
て
い
る
が
、
日
本
は
不
法
か
つ
宣
戦
布
告
無
く
、
我
々
の
友
好

国
で
あ
り
相
当
の
権
益
を
有
し
て
い
る
国
を
破
壊
し
て
い
る
。
我
々
は
国
際
法
上

中
国
に
金
融
支
援
等
を
与
え
る
完
全
な
権
利
が
あ
る
。
こ
の
時
期
に
、
日
本
か
ら

国
際
法
の
講
義
を
受
け
る
の
は
不
愉
快
だ
。
以
上
が
カ
ド
ガ
ン
の
所
感
で
あ
り
、

ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
外
相
も
同
意
し
て
い
る
（
１１２
）。

カ
ド
ガ
ン
は
援
蔣
放
棄
要
求
を
一
蹴

し
、
宇
垣
が
共
産
主
義
の
危
険
や
国
際
法
を
持
ち
出
し
た
点
に
強
く
反
発
し
て
い

る
。他

方
、
宇
垣
の
立
場
か
ら
す
る
と
、
ク
レ
ー
ギ
ー
に
話
し
た
内
容
は
持
論
で
は

あ
る
。
そ
の
上
、
会
談
直
前
に
は
英
国
等
の
第
三
国
が
調
停
に
乗
り
出
す
と
い
う

種
々
の
情
報
も
あ
り
、
日
中
戦
争
に
対
し
て
橋
渡
し
の
程
度
を
超
え
る
英
国
の
介

入
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
し
、
強
く
英
国
を
牽
制
す
る
た
め
に
、
や
や
強

い
表
現
に
な
っ
た
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。

宇
垣
は
六
月
二
九
日
付
で
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
（
１１３
）。
日
本
の
戦
時
政
策
を

明
確
化
す
る
必
要
が
あ
り
、「
而
し
て
少
く
も
英
米
に
は
理
解
せ
し
む
る
程
度
の

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。〔
中
略
〕
何
と
云
ふ
て
も
戦
局
の
収
拾
、
戦
後
の
経

営
に
英
米
を
善
用
し
て
十
二
分
の
戦
果
を
収
得
す
る
こ
と
が
、
帝
国
と
し
て
採
る

べ
き
賢
明
な
る
道
で
あ
る
と
信
ず
る
」。
こ
の
記
述
か
ら
、
六
月
下
旬
か
ら
七
月

上
旬
の
宇
垣
の
米
英
に
対
す
る
認
識
に
つ
い
て
、
宇
垣
は
英
国
を
仲
介
と
す
る
和

平
工
作
を
推
進
し
、
蔣
介
石
と
の
和
平
交
渉
の
調
停
や
戦
後
の
大
陸
経
営
に
英
米

を
用
い
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
と
す
る
見
方
が
あ
る
（
１１４
）。
し
か
し
、
戦
後
経
営
は
別

と
し
て
、
二
七
日
に
ク
レ
ー
ギ
ー
に
示
し
た
見
解
や
、
日
中
戦
争
勃
発
以
来
の
第

三
国
の
介
入
へ
の
忌
避
、
海
軍
や
小
川
に
対
す
る
発
言
等
を
考
慮
す
る
と
、
宇
垣

が
橋
渡
し
程
度
の
第
三
国
の
関
与
は
受
け
入
れ
て
も
、
英
国
を
介
し
た
和
平
工
作

を
推
進
し
た
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。
二
九
日
の
記
述
か
ら
だ
け
で
は
宇
垣
の
真

意
は
分
か
り
に
く
い
が
、
七
月
一
〇
日
に
「
国
交
の
調
整
に
勉
め
追
々
と
列
国
の

対
支
権
益
の
活
動
を
も
許
し
て
列
国
殊
に
英
米
を
支
那
よ
り
引
離
す
べ
く
努
力
中

で
あ
る
」
と
も
指
摘
し
て
い
る
（
１１５
）。
つ
ま
り
、
和
平
工
作
を
英
米
に
依
頼
す
る
の
で

は
な
く
、
七
月
の
こ
の
時
点
で
は
英
米
と
中
国
の
離
間
を
考
え
て
お
り
、
具
体
的

に
は
援
蔣
放
棄
が
念
頭
に
あ
り
、
そ
の
代
償
と
し
て
列
国
の
中
国
に
お
け
る
権
益

は
守
る
、
と
の
趣
旨
で
あ
る
。

既
述
の
よ
う
に
、
海
軍
は
ク
レ
ー
ギ
ー
電
の
解
読
に
よ
り
日
中
戦
争
の
和
平
調

停
を
巡
る
英
国
政
府
の
立
場
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
別
の
英
国

の
外
交
暗
号
解
読
に
よ
り
、
日
本
の
内
部
そ
れ
も
陸
軍
の
中
に
日
中
戦
争
終
結
に

向
け
て
何
ら
か
の
英
国
の
動
き
を
期
待
す
る
意
見
が
あ
る
こ
と
も
知
っ
た
。
そ
れ
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は
、
北
京
駐
在
の
英
国
外
交
官
の
本
国
へ
の
電
報
を
解
読
し
た
も
の
で
、
ク
レ
ー

ギ
ー
電
の
解
読
と
同
じ
六
月
三
〇
日
に
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
北
京

駐
在
の
日
本
の
陸
軍
武
官
補
佐
官
が
、
広
東
攻
略
は
漢
口
占
領
後
に
な
る
見
通
し

を
示
し
た
上
で
、「「
英
国
ガ
戦
闘
ヲ
終
結
セ
シ
ム
ル
意
図
ヲ
以
テ
日
本
ヲ
援
助
サ

レ
度
」
ト
希
望
シ
、
且
「
戦
争
ガ
長
引
ケ
バ
支
那
自
身
ガ
一
番
困
窮
シ
、
次
ニ
日

本
而
シ
テ
英
国
ノ
関
係
者
モ
困
惑
ス
ベ
シ
」
ト
述
べ
タ
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
（
１１６
）。

こ
の
日
本
の
陸
軍
軍
人
が
ど
の
程
度
の
英
国
の
関
与
を
望
ん
だ
か
は
こ
の
解
読
情

報
か
ら
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。

海
軍
と
し
て
は
、
少
数
意
見
と
は
い
え
、
日
中
戦
争
解
決
の
た
め
に
英
国
の
関

与
を
求
め
る
声
が
陸
軍
部
内
に
あ
り
、
し
か
も
直
接
そ
れ
を
英
国
側
に
訴
え
た
出

先
の
軍
人
が
い
た
こ
と
に
関
心
を
惹
き
付
け
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
押
さ

え
て
お
く
べ
き
点
は
、
こ
れ
ま
で
よ
く
言
わ
れ
て
き
た
軍
側
の
暗
号
解
読
に
よ
り

外
務
省
の
動
向
が
軍
に
筒
抜
け
に
な
る
、
あ
る
い
は
漏
洩
し
て
し
ま
う
と
い
う
こ

と
だ
け
で
な
く
、
状
況
次
第
で
は
陸
軍
の
考
え
が
海
軍
に
明
る
み
に
な
っ
て
し
ま

う
例
も
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
事
例
で
は
、
海
軍
が
陸
軍
の
こ
と
知
っ
た
わ

け
だ
が
、
当
然
逆
の
事
例
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

第
五
章

ド
イ
ツ
・
イ
タ
リ
ア
の
再
登
場
と
中
国
の
動
向

こ
こ
ま
で
は
、
英
国
が
和
平
調
停
に
乗
り
出
し
た
場
合
に
備
え
て
の
日
本
側
の

六
月
下
旬
の
動
き
を
説
明
し
て
き
た
が
、
六
月
下
旬
は
別
の
第
三
国
が
日
中
間
の

仲
介
へ
の
意
欲
を
見
せ
、
石
射
東
亜
局
長
に
一
定
の
影
響
を
与
え
て
い
た
。
そ
れ

は
、
イ
タ
リ
ア
で
あ
る
。
六
月
二
四
日
、
石
射
は
汪
兆
銘
が
コ
ラ
（Giuliano

Cora

）
中
国
駐
在
イ
タ
リ
ア
大
使
を
通
じ
て
、
日
本
側
の
講
和
条
件
を
知
り
た

い
と
申
し
出
た
と
の
香
港
か
ら
の
情
報
を
特
記
し
て
い
る
（
１１７
）。
そ
し
て
、
二
七
日
に

は
上
海
総
領
事
館
か
ら
同
盟
通
信
の
松
本
重
治
と
コ
ラ
大
使
と
の
会
談
内
容
が
報

告
さ
れ
た
（
１１８
）。
そ
れ
に
よ
っ
て
も
、
コ
ラ
の
強
い
仲
介
意
欲
が
見
ら
れ
た
。

石
射
が
記
し
た
著
名
な
長
文
の
意
見
書
「
今
後
ノ
事
変
対
策
ニ
付
テ
ノ
考
案
」

は
、
六
月
三
〇
日
に
脱
稿
し
、
七
月
一
日
に
宇
垣
に
提
出
さ
れ
た
（
１１９
）。
意
見
書
で
は
、

日
中
戦
争
解
決
の
手
段
と
し
て
、
第
三
国
が
水
を
入
れ
る
こ
と
を
提
唱
し
、
そ
れ

に
は
英
米
で
は
な
く
、
独
伊
が
好
ま
し
い
と
主
張
し
て
い
る
（
１２０
）。
石
射
は
、「
独
伊

両
国
カ
日
支
ノ
間
ニ
立
チ
テ
一
役
勤
メ
度
キ
存
念
ナ
ル
コ
ト
ハ
昨
年
末
ノ
独
ノ
橋

渡
シ
最
近
ノ
伊
ノ
動
ニ
鑑
ミ
明
カ
ニ
シ
テ
我
方
ヨ
リ
旨
ヲ
授
ク
レ
ハ
得
タ
リ
賢
シ

ト
ナ
ス
ヤ
必
定
ナ
リ
」
と
説
い
て
い
る
。
六
月
下
旬
と
い
う
石
射
の
意
見
書
の
作

成
時
期
か
ら
考
え
て
、
引
用
中
の
「
最
近
ノ
伊
ノ
動
」
に
は
コ
ラ
大
使
の
動
向
が

含
ま
れ
て
い
る
と
み
て
ま
ず
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
換
言
す
る
と
、
石
射
の
意
見

書
の
執
筆
時
期
と
コ
ラ
の
動
き
が
重
な
り
、
石
射
が
独
伊
を
選
ぶ
過
程
で
コ
ラ
が

一
定
の
影
響
を
与
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
た
だ
、
石
射
が
ド
イ
ツ
は
と
も
か
く
、

イ
タ
リ
ア
そ
の
も
の
に
そ
れ
ほ
ど
の
期
待
を
か
け
て
い
た
と
は
や
や
考
え
に
く
く
、

あ
く
ま
で
日
中
間
の
講
和
に
向
け
た
取
っ
掛
か
り
程
度
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

七
月
に
入
り
、
日
中
戦
争
を
巡
る
対
英
関
係
に
つ
い
て
矢
野
英
雄
駐
英
大
使
館

付
海
軍
武
官
は
長
文
の
情
勢
観
測
を
寄
せ
た
（
１２１
）。
矢
野
は
、
英
国
は
日
中
戦
争
に
積

極
的
に
干
渉
す
る
空
気
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
大
き
な
物
資
的
援
助
に
は
躊
躇
し
て

い
る
が
、
精
神
的
同
情
と
援
助
に
は
変
化
が
な
い
こ
と
を
伝
え
た
。
さ
ら
に
、
英

国
は
蔣
介
石
を
見
捨
て
る
意
志
は
無
く
、
蔣
の
没
落
前
の
停
戦
を
望
む
も
、「
日

本
ガ
第
三
国
ノ
介
入
ヲ
欲
セ
ザ
ル
以
上
手
ノ
出
シ
様
ナ
ク
当
分
成
行
ヲ
見
ル
ノ
外

ナ
キ
状
態
」
で
、「
我
作
戦
ノ
進
�
ニ
応
ジ
英
ノ
態
度
漸
次
我
ニ
好
転
シ
ツ
ツ
ア

リ
ト
見
ル
向
モ
ア
レ
ド
諸
情
報
ヲ
綜
合
ス
ル
ニ
其
ノ
態
度
ニ
大
ナ
ル
変
換
ヲ
認
メ

ズ
」
と
報
告
し
て
い
る
。
要
す
る
に
、
当
座
は
現
状
の
ま
ま
で
あ
る
可
能
性
が
高

い
と
の
展
望
で
あ
る
。
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六
月
下
旬
か
ら
七
月
中
旬
頃
ま
で
対
中
政
策
に
関
す
る
様
々
な
諸
決
定
が
五
相

会
議
で
な
さ
れ
、
英
国
に
対
し
て
は
七
月
八
日
、「
援
蔣
政
策
ヲ
放
棄
セ
シ
ム
ル

為
先
ツ
帝
国
ノ
公
正
ナ
ル
態
度
ヲ
事
実
ノ
上
ニ
諒
解
セ
シ
ム
ル
ヲ
要
ス
」、「
従
来

ノ
懸
案
ニ
就
テ
ハ
具
体
的
ニ
調
査
ノ
上
前
方
針
ニ
基
キ
逐
次
之
ヲ
速
カ
ニ
処
理

ス
」
と
定
め
ら
れ
た
（
１２２
）。
こ
の
決
定
は
蔣
介
石
援
助
停
止
を
最
優
先
に
置
い
た
も
の

で
あ
り
、
そ
の
取
り
組
み
の
中
で
、
在
中
国
の
英
国
権
益
問
題
な
ど
の
「
従
来
ノ

懸
案
」
を
処
理
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
引
き
続
き
、
七
月
一
二
日
に
は
、

「
英
独
大
使
ノ
和
平
斡
旋
申
込
ニ
対
ス
ル
態
度
」
が
決
定
さ
れ
、
英
大
使
に
は

「
一
応
婉
曲
ニ
断
ハ
ル
然
シ
手
ハ
切
ラ
ヌ
／
「
誠
意
カ
認
メ
ラ
レ
ヌ
故
暫
ク
静
観

ス
ル
」、
ド
イ
ツ
大
使
に
は
「
一
応
話
ヲ
聞
キ
取
ル
」
と
定
め
ら
れ
た
（
１２３
）。
英
独
双

方
か
ら
の
斡
旋
に
あ
ま
り
乗
り
気
で
は
な
い
が
、
こ
の
時
点
で
調
停
相
手
の
第
三

国
と
し
て
英
国
で
は
な
く
、
ド
イ
ツ
を
選
ん
だ
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

他
方
、
七
月
以
降
も
蔣
介
石
側
と
の
隠
密
裏
の
和
平
工
作
に
つ
い
て
は
継
続
さ

れ
た
。
海
軍
中
央
は
複
数
の
ル
ー
ト
で
行
わ
れ
た
工
作
に
必
ず
し
も
直
接
関
与
し

て
い
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
通
信
傍
受
に
よ
り
国
民
政
府
側
の
動
向
を
あ
る
程
度

�
ん
で
い
た
。
例
え
ば
、
高
木
惣
吉
海
軍
省
臨
時
調
査
課
長
は
八
月
二
〇
日
、
原

田
熊
雄
に
対
し
て
重
慶
の
孔
祥
煕
が
パ
リ
駐
在
の
顧
維
欽
大
使
に
宛
て
た
暗
号
電

報
を
傍
受
解
読
し
た
情
報
を
書
簡
で
伝
え
た
（
１２４
）。
高
木
は
、「
別
紙
極
秘
電
写
御
参

考
�
（
本
電
写
貴
下
限
り
に
願
上
度
）」
と
前
置
き
し
、
別
紙
で
あ
る
写
、
す
な

わ
ち
解
読
文
を
渡
し
て
い
る
。
た
だ
、
解
読
文
を
そ
の
ま
ま
渡
し
た
の
で
は
な
く
、

別
紙
に
転
記
し
た
も
の
を
原
田
に
送
っ
て
い
る
。「
八
月
十
六
日
二
二
一
五
傍

受
」
と
な
っ
て
い
る
、
こ
の
電
文
で
ま
ず
孔
は
、「
今
次
蘇
聯
ハ
孤
軍
抗
戦
ヲ
敢

テ
セ
ザ
リ
シ
為
敵
〔
日
本
を
指
す
〕
ハ
意
ヲ
安
ン
ジ
何
等
憚
ル
所
ナ
ク
我
ニ
対
シ

テ
或
ハ
更
ニ
一
層
ノ
猛
攻
撃
ヲ
加
フ
ル
モ
ノ
ト
判
断
セ
ラ
ル
」
と
述
べ
、
張
鼓
峰

事
件
が
不
拡
大
に
終
わ
っ
た
こ
と
に
失
望
し
、
日
本
の
中
国
に
対
す
る
軍
事
作
戦

の
拡
大
に
懸
念
を
示
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
日
本
の
中
国
侵
略
が
成
功
す
れ
ば
、
そ
の
鉾
先
が
ソ
連
そ
の
他
に
向

け
ら
れ
世
界
征
服
の
野
望
に
邁
進
す
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
、
と
危
機
感
を
露

わ
に
し
て
い
る
。
最
終
的
に
孔
は
、「
欧
米
各
国
ハ
平
素
世
界
ノ
和
平
保
全
ヲ
希

望
シ
ツ
ツ
現
下
ノ
時
機
ニ
於
テ
何
故
ニ
日
支
紛
糾
ノ
共
同
調
停
ニ
乗
出
シ
大
戦
ヲ

未
然
ニ
防
ガ
ザ
ル
ヤ
今
ヤ
一
刻
モ
袖
手
傍
観
ヲ
許
サ
ゞ
ル
ノ
時
機
ニ
ア
リ
／
以
上

ノ
趣
旨
ノ
運
用
ニ
関
シ
充
分
努
力
相
成
度
併
セ
テ
本
電
ヲ
郭
泰
祺
〔
英
国
駐
在
大

使
〕
ニ
御
伝
ヘ
ヲ
乞
フ
」
と
訓
令
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
写
の
末
尾
に
は
、

「
八
月
十
七
日
同
趣
旨
電
在
米
王
〔
正
廷
〕
大
使
宛
発
電
」
と
�
記
さ
れ
て
い
る
。

要
す
る
に
、
孔
は
、
米
、
英
、
仏
の
三
ヶ
国
の
出
先
の
大
使
達
に
対
し
て
各
国
が

「
共
同
調
停
」
に
乗
り
出
す
様
に
働
き
掛
け
ろ
、
と
指
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

孔
は
当
初
、
日
本
と
の
直
接
交
渉
で
は
な
く
第
三
国
の
介
入
を
望
ん
で
い
た
ら

し
い
が
、
一
九
三
八
年
八
月
頃
に
は
直
接
交
渉
の
気
分
に
な
っ
た
、
と
の
回
顧
を

宇
垣
が
一
九
三
九
年
初
頭
に
し
て
い
た
点
は
、
前
述
し
た
。
し
か
し
、
実
際
は
、

こ
の
解
読
情
報
が
示
す
よ
う
に
、
八
月
の
段
階
に
お
い
て
も
孔
は
米
英
仏
の
介
入

を
望
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
孔
の
動
き
を
通
信
情
報
に
よ
り
、
海

軍
側
は
把
握
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
高
木
が
原
田
に
渡
し
た
孔
発
顧
大
使
宛
て
の

解
読
文
は
軍
令
部
第
一
一
課
作
成
の
実
物
が
現
存
し
て
お
り
（
１２５
）、
そ
れ
に
よ
る
と
、

こ
の
解
読
情
報
は
八
月
一
八
日
に
出
さ
れ
て
お
り
、
高
木
は
二
日
後
に
は
原
田
に

知
ら
せ
た
こ
と
に
な
る
。
高
木
は
解
読
情
報
そ
の
も
の
に
対
す
る
自
己
の
論
評
は
、

原
田
宛
の
書
簡
で
は
述
べ
て
は
い
な
い
。
無
論
、
高
木
は
こ
の
解
読
情
報
が
重
要

だ
と
考
え
た
か
ら
こ
そ
原
田
に
送
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

同
様
の
中
国
側
の
動
き
を
高
木
は
約
一
月
後
の
九
月
一
四
日
に
も
原
田
に
書
簡

で
伝
え
て
い
る
。
高
木
は
、
宇
垣
外
相
の
い
わ
ゆ
る
葉
山
事
件
（
宇
垣
が
新
聞
記

者
と
の
オ
フ
レ
コ
懇
談
で
近
衛
首
相
や
板
垣
陸
相
等
を
批
判
し
た
と
さ
れ
る
事
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件
）
に
言
及
し
た
後
で
、「
別
電
写
は
別
に
大
し
た
興
味
あ
る
も
の
に
無
之
候
へ

共
御
参
考
迠
に
供
覧
致
し
候
」
と
述
べ
、「
別
電
写
」
を
同
封
し
て
い
る
（
１２６
）。
写
は

三
項
目
に
分
か
れ
、
一
項
目
目
が
、
九
月
五
日
孔
祥
煕
が
王
駐
米
大
使
に
宛
て
た

電
文
を
解
読
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
解
読
情
報
の
大
意
は
、
英
仏
ソ
各
国
は
米

国
の
動
向
を
注
視
し
て
お
り
、
米
国
が
調
停
に
乗
り
出
せ
ば
、
戦
争
は
終
わ
り
和

平
が
回
復
す
る
こ
と
、
中
国
の
敗
北
は
米
国
に
も
不
利
で
あ
る
こ
と
、
こ
れ
ら
の

点
を
大
統
領
等
の
重
要
人
物
に
や
ん
わ
り
と
伝
え
よ
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
二
、

三
項
目
目
は
、
胡
適
を
駐
米
大
使
と
し
て
ア
グ
レ
マ
ン
を
要
求
し
て
い
る
こ
と
と
、

米
中
間
の
借
款
に
関
す
る
こ
と
で
あ
る
。
一
項
目
目
の
孔
発
王
宛
の
通
信
は
軍
令

部
第
一
一
課
が
作
成
し
た
解
読
文
が
現
存
し
て
お
り
（
１２７
）、
二
、
三
項
目
目
も
、
お
そ

ら
く
中
国
の
暗
号
解
読
、
無
線
傍
受
か
ら
得
た
情
報
と
思
わ
れ
る
。

要
す
る
に
、
高
木
が
原
田
に
送
っ
た
解
読
情
報
は
、
い
ず
れ
も
中
国
側
が
米
国

な
ど
の
第
三
国
に
対
し
て
日
中
戦
争
の
和
平
調
停
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。
海
軍

は
六
月
の
段
階
で
も
中
国
側
が
調
停
を
米
国
に
依
頼
し
た
事
実
を
�
ん
で
い
た
が
、

中
国
側
の
第
三
国
へ
働
き
掛
け
て
い
る
こ
と
を
、
そ
の
後
も
断
続
的
に
把
握
し
て

い
た
こ
と
に
な
る
。
高
木
が
こ
れ
ら
の
情
報
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
は
明
瞭
で
あ

る
。
し
か
し
、
ど
う
受
け
止
め
た
の
か
、
つ
ま
り
、
第
三
国
へ
調
停
を
要
請
す
る

程
な
の
で
中
国
側
は
相
当
に
弱
体
化
し
て
い
る
と
解
釈
し
た
可
能
性
も
あ
る
。
あ

る
い
は
、
日
本
と
の
隠
密
裏
の
交
渉
中
に
第
三
国
に
調
停
を
求
め
て
い
る
点
か
ら
、

蔣
介
石
と
の
和
平
交
渉
は
意
味
が
な
い
と
判
断
し
た
可
能
性
も
あ
る
。

一
九
三
八
年
九
月
上
旬
は
日
本
側
と
り
わ
け
参
謀
本
部
で
和
平
機
運
が
高
ま
り
、

七
日
に
多
田
駿
参
謀
次
長
は
古
賀
軍
令
部
次
長
に
対
し
て
、「
無
論
蔣
介
石
を
相

手
に
し
て
宜
し
い
。
ま
た
場
合
に
よ
つ
て
は
第
三
国
の
介
入
も
宜
し
い
。
と
に
か

く
即
刻
和
平
に
導
き
た
い
」
と
述
べ
て
い
る
（
１２８
）。
中
国
情
報
に
関
し
て
陸
軍
は
海
軍

以
上
に
持
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
中
国
が
第
三
国
へ
工
作
し
て
い
た
こ
と
は
、

多
田
も
充
分
に
認
識
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
消
極
的
な
が
ら
も

「
第
三
国
の
介
入
も
宜
し
い
」
と
い
う
発
言
に
至
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
換
言
す
る

と
、
日
本
側
が
ど
う
し
て
も
停
戦
に
持
ち
込
み
た
い
と
考
え
る
な
ら
ば
、
直
接
交

渉
で
は
な
く
、
第
三
国
を
介
し
た
方
が
成
功
の
可
能
性
が
高
い
こ
と
も
多
田
は
理

解
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

本
稿
で
得
た
知
見
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

吉
田
茂
が
駐
英
大
使
時
代
に
本
国
の
訓
令
に
基
づ
か
な
い
、
吉
田
個
人
の
発
意

に
依
る
提
案
や
行
動
を
繰
り
返
し
た
こ
と
は
、
つ
と
に
知
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
種

の
吉
田
の
行
動
が
、
日
本
側
の
暗
号
解
読
に
依
り
、
軍
側
に
把
握
さ
れ
た
事
例
が

あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
一
九
三
〇
、
四
〇
年
代
は
、
軍
側
の
暗
号
解
読
に
よ
り
外

務
省
幹
部
の
動
静
が
軍
側
に
知
ら
れ
て
し
ま
う
危
険
性
は
常
に
あ
っ
た
が
、
吉
田

も
そ
の
例
に
洩
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

一
九
三
八
年
六
月
下
旬
に
は
公
開
、
非
公
開
情
報
を
含
め
て
第
三
国
が
日
中
戦

争
の
調
停
に
乗
り
出
す
と
い
う
情
報
が
流
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
特
に
英
国
が

調
停
に
動
く
と
い
う
観
測
が
強
か
っ
た
の
で
、
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
行
わ
れ
た

六
月
二
七
日
の
宇
垣
・
ク
レ
ー
ギ
ー
会
談
は
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
。
そ
し

て
、
海
軍
は
こ
の
会
談
を
報
告
し
た
ク
レ
ー
ギ
ー
電
を
解
読
し
て
お
り
、
情
勢
判

断
に
役
立
て
て
い
た
。

対
英
関
係
に
つ
い
て
言
え
ば
、
従
来
重
視
さ
れ
て
き
た
三
省
次
官
会
議
の
実
態

に
つ
い
て
再
考
を
試
み
た
。
そ
の
結
果
、
陸
軍
が
一
貫
し
て
援
蔣
放
棄
、
香
港

ル
ー
ト
の
閉
鎖
を
求
め
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
海
軍
で
は
、
英

国
が
和
平
調
停
を
提
案
し
た
場
合
に
備
え
て
対
策
を
練
っ
た
。
こ
の
対
策
自
体
は
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活
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
海
軍
の
時
局
認
識
を
浮
き
彫
り
に
す
る
点
で

非
常
に
重
要
な
内
容
を
含
ん
で
お
り
、
中
堅
層
の
強
い
南
進
意
欲
を
示
す
も
の
で

あ
っ
た
。

中
国
に
つ
い
て
は
、
日
本
と
の
裏
面
で
の
和
平
工
作
の
最
中
で
も
、
米
国
等
の

第
三
国
に
調
停
を
求
め
て
お
り
、
日
本
側
は
暗
号
解
読
に
よ
り
、
中
国
の
動
き
を

あ
る
程
度
認
識
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

今
後
は
史
料
的
困
難
も
伴
う
と
思
わ
れ
る
が
、
陸
軍
側
の
通
信
情
報
関
係
史
資

料
に
基
づ
い
た
研
究
が
望
ま
れ
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
陸
軍
の
新
た
な
一
面
が
明
ら

か
と
な
る
だ
ろ
う
。

付
記：

本
研
究
はJSPS

科
研
費JP

21320124,
JP
25780096,

JP
18
K

01448

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
。

註（
１
）
代
表
的
な
著
作
と
し
て
、
小
谷
賢
『
日
本
軍
の
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
』

（
講
談
社
、
二
〇
〇
七
年
）、
森
山
優
『
日
米
開
戦
と
情
報
戦
』（
講
談
社
、

二
〇
一
六
年
）
な
ど
が
あ
り
、
筆
者
も
「
戦
前
期
日
本
の
暗
号
解
読
情
報
の

伝
達
ル
ー
ト
」（『
日
本
歴
史
』
二
〇
〇
六
年
一
二
月
号
）
な
ど
を
発
表
し
て

い
る
。

（
２
）
利
用
し
た
軍
令
部
第
一
一
課
関
連
の
史
料
は
、
特
に
断
り
が
な
い
限
り
、

呉
市
海
事
歴
史
科
学
館
が
所
蔵
し
て
い
る
史
料
調
査
会
旧
蔵
の
軍
令
部
関
係

の
文
書
で
あ
る
。
ま
た
、
頻
繁
に
利
用
し
た
史
料
は
以
下
の
様
に
略
記
。

『
日
本
外
交
文
書

日
中
戦
争
』
第
一
〜
四
冊
（
六
一
書
房
、
二
〇
一
一

年
）
は
、『
日
外
日
中
』。
英
国
政
府
が
定
期
的
に
刊
行
し
た
、D

ocum
ents

on
British

Foreign
Policy

1919-1939

はD
BFP

と
略
、Ann

T
rotter,

（ed.

）,British
D
ocum

entson
Foreign

A
ffairs:

R
eportsand

Papers
From

the
Foreign

O
ffice

ConfidentialPrint,PartII,Series
E
A
sia,

1914-1939,volum
e
46
China,A

pril1938-N
ovem

ber
1938

（U
niver-

sity
PublicationsofA

m
erica,1996

）
はBD

FA

と
略
。
ま
た
、
米
国
に

よ
る
日
本
の
外
交
電
報
を
解
読
し
た
記
録
、T

ranslations
of
Japanese

D
iplom

atic
M
essages,

1934-1938

（Red
M
achine

）,RG
457Entry

9027,N
ationalA

rchives
II,College

Park,M
aryland.

か
ら
の
引
用

の
場
合
は
、
原
史
料
に
倣
い
、
発
信
者
と
受
信
者
をFrom

〜T
o

の
形
で
表

記
し
た
。
防
衛
省
防
衛
研
究
所
戦
史
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
防
研
と
略
。

（
３
）D

BFP,2
nd Series,vol.21,N

o.581.pp.782-783.

（
４
）
ジ
ョ
ン
・
ダ
ワ
ー
（
大
窪
愿
二
訳
）『
吉
田
茂
と
そ
の
時
代
』
上
巻
（
Ｔ

Ｂ
Ｓ
ブ
リ
タ
ニ
カ
、
一
九
八
一
年
）
二
二
〇
頁
、
村
島
滋
「
吉
田
茂
駐
英
大

使
と
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
会
談
」（
吉
田
茂
記
念
事
業
財
団
編
『
人
間
吉
田
茂
』
中

央
公
論
社
、
一
九
九
一
年
）
三
三
二
〜
三
三
三
頁
、
松
浦
正
孝
『
日
中
戦
争

期
に
お
け
る
経
済
と
政
治

近
衛
文
麿
と
池
田
成
彬
』（
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
九
五
年
）
一
三
七
〜
一
三
八
頁
。
三
論
考
中
、
ダ
ワ
ー
氏
は
吉
田
が
和

平
調
停
を
求
め
た
点
に
は
触
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
ダ
ワ
ー
氏
、
村
島
氏
は

会
談
後
の
ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
吉
田
へ
の
否
定
的
反
応
に
言
及
し
て
い
る
。

（
５
）
「
英
特
情
軍
極
秘
第
七
八
三
号

昭
和
１３
年
６
月
１
日

軍
令
部
第
十
一

課

６
月
１
日
１
０
０
２
東
京
傍
受

発

英
外
務
大
臣

宛

駐
日
英
大

使
」（「
昭
和
十
二
年
以
降
旧
支
那
動
向
」
Ｓ
Ｃ
一
四
〇
、
呉
市
海
事
歴
史
科

学
館
（
大
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）
蔵
）。
本
稿
で
引
用
す
る
解
読
文
の
原
文
は

す
べ
て
横
書
き
。

（
６
）A

ddressed
to
T
okio

telegram
no.379

M
ay
31
st ,repeated

to
Shanghaitel.no.481.

（
同
前
簿
冊
所
収
）。
こ
の
解
読
文
を
実
際
の
原
文

119



（
�
３
）
と
比
較
す
る
と
、
冠
詞
の
有
無
や
、
単
数
複
数
の
違
い
、
若
干
の

単
語
の
違
い
な
ど
が
あ
る
が
大
意
は
捉
え
て
い
る
。

（
７
）
猪
木
正
道
『
評
伝

吉
田
茂
』
中
（
読
売
新
聞
社
、
一
九
八
〇
年
）
六
六

〜
六
九
頁
。

（
８
）
軍
事
史
学
会
編
『
海
軍
大
将
嶋
田
繁
太
郎
備
忘
録
・
日
記
�
』（
錦
正
社
、

二
〇
一
七
年
）
二
四
頁
。

（
９
）
「
後
継
内
閣
組
閣
経
緯
」（「
海
軍
関
係
特
殊
記
録
綴

海
軍
省
人
事
局
・

軍
務
局
」
八
・
全
般
・
六
八
、
防
研
蔵
）。

（
１０
）
白
鳥
の
外
相
就
任
は
実
現
せ
ず
、
そ
の
後
も
外
務
省
革
新
派
や
陸
軍
の
一

部
な
ど
か
ら
白
鳥
を
次
官
や
外
相
に
推
す
動
き
が
あ
っ
た
が
、
実
現
し
な

か
っ
た
（
戸
部
良
一
『
外
務
省
革
新
派

世
界
新
秩
序
の
幻
影
』
中
公
新
書
、

二
〇
一
〇
年
、
一
〇
五
〜
一
〇
八
、
一
四
七
〜
一
五
三
頁
）。
佐
藤
の
外
相

就
任
に
陸
海
軍
が
一
旦
合
意
し
た
こ
と
は
、
翌
一
九
三
七
年
、
林
銑
十
郎
内

閣
の
外
相
に
佐
藤
が
就
任
し
た
こ
と
の
伏
線
に
な
っ
た
と
み
て
い
い
だ
ろ
う
。

（
１１
）
前
掲
「
後
継
内
閣
組
閣
経
緯
」。
永
野
・
寺
内
会
談
の
概
要
を
記
し
た
別

の
記
録
（
嶋
田
軍
令
部
次
長
の
備
忘
録
）
で
も
、「
吉
田
大
使
ハ
陸
軍
ト
シ

テ
ハ
強
テ
反
対
セ
ズ
ト
ノ
コ
ト
ナ
リ
シ
故
、
永
野
大
将
ヨ
リ
倫
敦
条
約
ノ
時

ノ
態
度
ニ
ヨ
リ
海
軍
不
同
意
ト
述
ヘ
、
寺
内
大
将
モ
避
ル
コ
ト
ト
ス
」
と
同

趣
旨
の
記
述
に
な
っ
て
い
る
（
前
掲
『
海
軍
大
将
嶋
田
繁
太
郎
備
忘
録
・
日

記
�
』
二
五
頁
）。

（
１２
）
同
前
、
二
八
〜
三
〇
、
三
四
頁
。
な
お
、
嶋
田
繁
太
郎
の
史
料
を
用
い
、

海
軍
が
吉
田
の
駐
英
大
使
就
任
に
難
色
を
示
し
、
渡
英
前
の
吉
田
に
伏
見
宮

が
警
告
を
与
え
た
こ
と
を
最
初
に
指
摘
し
た
の
は
、
野
村
実
『
天
皇
・
伏
見

宮
と
日
本
海
軍
』（
文
藝
春
秋
、
一
九
八
八
年
）
二
三
五
〜
二
三
八
頁
だ
と

思
わ
れ
る
が
、
野
村
氏
は
出
典
を
明
示
し
て
い
な
い
。
お
そ
ら
く
、
著
作
出

版
当
時
、
嶋
田
の
史
料
は
一
般
に
は
非
公
開
だ
っ
た
か
ら
だ
と
推
測
さ
れ
る
。

（
１３
）
「
吉
田
駐
英
大
使
言
動
ニ
関
ス
ル
意
見

一
三
、
六
、
二

軍
令
部

横

井
大
佐
」（
前
掲
「
昭
和
十
二
年
以
降
旧
支
那
動
向
」）。
こ
の
意
見
書
に
は
、

軍
令
部
の
古
賀
峯
一
次
長
、
近
藤
信
竹
第
一
（
作
戦
）
部
長
、
草
鹿
龍
之
介

作
戦
課
長
、
阿
部
勝
雄
第
三
（
情
報
）
部
長
、
西
田
正
雄
第
八
課
長
（
英
国

情
報
担
当
）、
海
軍
省
の
岡
敬
純
軍
務
局
第
一
課
長
等
の
サ
イ
ン
ま
た
は
押

印
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
１４
）
「
吉
田
大
使
ノ
申
出
ニ
関
ス
ル
件

一
三
、
六
、
二
、
高
木
大
佐
」（
土
井

章
監
修
・
大
久
保
達
正
他
編
『
昭
和
社
会
経
済
史
料
集
成

第
六
巻

海
軍

省
資
料
（
６
）』
大
東
文
化
大
学
東
洋
研
究
所
、
一
九
八
三
年
）
一
〜
二
、

三
七
六
頁
。

（
１５
）
伊
藤
隆
編
『
高
木
惣
吉

日
記
と
情
報
』
上
（
み
す
ず
書
房
、
二
〇
〇
〇

年
）
一
三
〇
頁
。

（
１６
）
六
月
三
日
付
、
原
田
宛
高
木
書
簡
（「
原
田
熊
雄
関
係
文
書
」
四
七
―
六
、

国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
蔵
）。

（
１７
）
伊
藤
隆
・
劉
傑
編
『
石
射
猪
太
郎
日
記
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
九
三
年
）

二
六
六
頁
。

（
１８
）
同
右
同
頁
。

（
１９
）
石
射
猪
太
郎
『
外
交
官
の
一
生

対
中
国
外
交
の
回
想
』（
太
平
出
版
社
、

一
九
七
二
年
）
二
三
九
頁
。

（
２０
）
「
昭
和
一
三
、
五
、
二
一
〜
一
三
、
七
、
六

田
中
新
一
中
将
業
務
日
誌

一
五
／
二
二
」（
中
央
・
作
戦
指
導
日
記
・
三
九
七
、
防
研
蔵
）。

（
２１
）
高
杉
洋
平
『
宇
垣
一
成
と
戦
間
期
の
日
本
政
治

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
戦
争

の
時
代
』（
吉
田
書
店
、
二
〇
一
五
年
）
一
八
四
〜
一
八
五
、
二
二
八
〜
二

二
九
、
二
三
五
、
二
八
二
〜
二
八
三
頁
。
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（
２２
）
前
掲
「
田
中
日
誌
」
五
月
二
八
日
条
。

（
２３
）
同
前
「
田
中
日
誌
」
五
月
二
二
日
条
。

（
２４
）
同
前
「
田
中
日
誌
」
五
月
二
九
日
条
。

（
２５
）From

:
T
okyo

T
o
:
London,June

3,1938,EX
T
RA
M
ESSA

GE

（#2098
）.

（
２６
）From

:T
okyo

T
o
:
London,June

3,1938,EX
T
RA
M
ESSA

GE

（#2099

）.

但
し
、
こ
の
電
文
の
米
側
に
よ
る
解
読
は
途
中
で
終
わ
っ
て
い

る
。

（
２７
）
徳
本
栄
一
郎
『
英
国
機
密
フ
ァ
イ
ル
の
昭
和
天
皇
』（
新
潮
社
、
二
〇
〇

七
年
）
六
六
〜
六
七
頁
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
徳
本
氏
の
著
作
は
学
術
書
的

体
裁
で
は
な
く
、
通
信
情
報
関
係
の
日
本
側
の
史
料
を
用
い
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。
し
か
し
、
英
国
の
政
府
暗
号
学
校
の
記
録
を
使
い
、
日
本
が
ハ
リ

フ
ァ
ッ
ク
ス
外
相
が
ク
レ
ー
ギ
ー
に
宛
て
た
第
三
七
九
号
電
を
解
読
し
て
い

た
こ
と
を
間
接
的
に
指
摘
し
、
そ
の
解
読
情
報
を
吉
田
に
伝
え
た
日
本
の
外

交
通
信
を
英
国
が
解
読
し
て
い
た
点
を
も
述
べ
た
―
恐
ら
く
最
初
に
―
、
貴

重
な
成
果
で
あ
る
。

（
２８
）BD

FA
,vol.46,D

oc.16.pp.8-9.

こ
の
記
録
で
は
、
会
談
日
は
五
月
三

一
日
で
は
な
く
三
〇
日
に
な
っ
て
い
る
。

（
２９
）
「
現
下
ノ
国
際
情
勢
ニ
鑑
ミ
当
面
ノ
対
策
ニ
関
ス
ル
意
見

大
本
営
海
軍

参
謀
部
第
三
部
」（
一
・
軍
政
・
四
六
、
防
研
蔵
）。

（
３０
）
『
日
外
日
中
』
第
一
冊
、
二
五
九
〜
二
六
二
頁
。

（
３１
）
同
右
、
二
六
四
〜
二
六
八
頁
。

（
３２
）
高
橋
勝
浩
「
日
中
開
戦
後
の
日
本
の
対
米
宣
伝
政
策
」（
服
部
龍
二
・
土

田
哲
夫
・
後
藤
春
美
編
『
戦
間
期
の
東
ア
ジ
ア
国
際
政
治
』
中
央
大
学
出
版

部
、
二
〇
〇
七
年
）
三
九
六
、
三
九
八
〜
四
〇
一
頁
。

（
３３
）
細
谷
千
博
「
日
本
の
英
米
観
と
戦
間
期
の
東
ア
ジ
ア
」（
細
谷
編
『
日
英

関
係
史

一
九
一
七
〜
一
九
四
九
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
二
年
）
二

四
〜
二
五
頁
、
前
掲
『
日
中
戦
争
期
に
お
け
る
経
済
と
政
治
』
一
二
九
〜
一

三
〇
頁
、
木
畑
洋
一
「
失
わ
れ
た
協
調
の
機
会
？
」（
木
畑
他
編
『
日
英
交

流
史

1600-2000

２

政
治
・
外
交
�
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
〇

年
）
一
七
〜
一
八
頁
、
小
磯
隆
広
「
中
国
問
題
を
め
ぐ
る
日
本
海
軍
の
対
英

観
―
一
九
三
五
〜
一
九
三
八
―
」（『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
第
二
六
一
号
、
二
〇
一

七
年
四
月
）
三
五
〜
三
六
頁
。

（
３４
）
久
保
田
貫
一
郎
編
「
石
井
子
爵
日
記

昭
和
十
二
年
十
二
月
十
日
―
十
三

年
二
月
二
十
五
日
」（『
国
際
問
題
』
第
七
六
号
、
一
九
六
六
年
七
月
号
）
七

三
頁
、
同
編
「
石
井
子
爵
日
記

昭
和
十
三
年
二
月
二
十
五
日
―
三
月
十
八

日：

付
属
文
書
」（『
国
際
問
題
』
第
七
七
号
、
一
九
六
六
年
八
月
号
）
六
二

〜
六
三
頁
、「
昭
和
十
三
年
二
月
二
十
五
日
在
倫
敦
吉
田
大
使
発
広
田
外
務

大
臣
宛
電
報
写
」（
前
掲
「
昭
和
十
二
年
以
降
旧
支
那
動
向
」）、
冒
頭
で

「
石
井
ヨ
リ
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
両
者
は
字
句
が
異
な
る
箇
所
が
散
見

さ
れ
る
が
、
内
容
は
同
一
。
軍
令
部
に
渡
さ
れ
た
写
に
は
、
古
賀
軍
令
部
次

長
、
近
藤
作
戦
部
長
な
ど
の
押
印
が
あ
る
。

（
３５
）
石
井
が
斡
旋
を
拒
否
し
た
の
は
、
国
民
使
節
に
対
し
て
事
前
に
政
府
か
ら
、

「
我
国
民
ニ
於
テ
時
局
ノ
解
決
ヲ
焦
慮
シ
第
三
国
ノ
斡
旋
ヲ
求
メ
居
ル
ヤ
ノ

感
触
ヲ
与
ヘ
サ
ル
様
留
意
ス
ル
コ
ト
肝
要
ナ
リ
」
と
の
指
示
が
出
て
い
た
こ

と
に
因
る
（
同
前
、「
石
井
子
爵
日
記

昭
和
十
三
年
二
月
二
十
五
日
―
三

月
十
八
日：

付
属
文
書
」
六
六
頁
）。

（
３６
）D

avid
D
ilks,

（ed.

）,T
he
D
iaries

ofSir
A
lexander

Cadogan,O
M

1938-1945
（London

:FaberFinds,2010

）,p.56.

（
３７
）
「
覚

第
三
」（「
中
沢
佑
関
係
文
書
」
二
四
、
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
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料
室
蔵
）。

（
３８
）From

:
T
okyo

（H
irota

）T
o
:
London,February

28,1938,#68
（#1545

）.

（
３９
）
実
際
の
石
井
と
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
会
談
は
、
前
掲
「
石
井
子
爵
日
記

昭
和

十
三
年
二
月
二
十
五
日
―
三
月
十
八
日：

付
属
文
書
」
六
三
〜
六
四
頁
を
参

照
。

（
４０
）A

ron
Shai,O

riginsofthe
W
ar
in
the
E
ast:

Britain,China
and

Japan
1937-39

（London
:Routledge,2011,originally

published
in

1976

）,pp.161,171.

（
４１
）Bradford

A
.Lee,Britain

and
the
Sino-Japanese

W
ar,
1937-

1939
:
A
Study

in
the
D
ilem
m
as
of
British

D
ecline

（Stanford
:

Stanford
U
niversity

Press.
1973

）,p.
60,
Franco

D
avid

M
acri,

Clash
ofE
m
piresin

South
China

:T
he
A
llied

N
ations’Proxy

W
ar

w
ith
Japan,1935-1941

（Law
rence

:U
niversity

press
ofK
ansas,

2012

）,p.45.

（
４２
）Shai,O

riginsoftheW
arin

theE
ast,p.162.

（
４３
）
戸
部
良
一
「
米
英
独
ソ
等
の
英
国
援
助
」（
河
野
収
編
『
近
代
日
本
戦
争

史

第
三
編
満
州
事
変
・
支
那
事
変
』
同
台
経
済
懇
話
会
、
一
九
九
五
年
）

三
四
〇
〜
三
四
四
頁
。

（
４４
）Shai,O

riginsoftheW
arin

theE
ast,p.122.

（
４５
）
『
日
外
日
中
』
第
一
冊
、
三
〇
九
頁
。

（
４６
）Lee,Britain

and
theSino-JapaneseW

ar.1937-1939,pp.59-60.

（
４７
）

D
B

FP
,2
nd
Series,vol,21.N

o.539,pp.724-725.

（
４８
）Ibid,p.725

note
3,Lee,Britain

and
the
Sino-Japanese

W
ar,

1937-1939,pp.126-128.

（
４９
）
外
務
省
編
『
日
本
外
交
年
表
竝
主
要
文
書
』
下
（
原
書
房
、
一
九
六
五

年
）
三
八
九
頁
。

（
５０
）
『
外
務
省
執
務
報
告

東
亜
局

第
五
巻

昭
和
十
三
年
⑴
』（
ク
レ
ス
出

版
、
一
九
九
三
年
）
一
九
〇
〜
二
一
一
頁
、
臼
井
勝
美
『
日
中
外
交
史
研
究

―
昭
和
前
期
―
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
八
年
）
三
一
六
〜
三
二
一
頁
、

最
新
の
研
究
と
し
て
、
吉
井
文
美
「
日
中
戦
争
初
期
に
お
け
る
日
本
の
対
中

国
海
関
政
策
と
そ
の
反
応
―
日
英
関
税
取
極
め
に
至
る
交
渉
過
程
―
」（『
山

形
大
学
歴
史
・
地
理
・
人
類
学
論
集
』
第
一
七
号
、
二
〇
一
六
年
）
も
参
照
。

（
５１
）
『
日
外
日
中
』
第
一
冊
、
二
九
二
〜
二
九
三
頁
。

（
５２
）RECO

RD
O
F
A
CO
N
V
ERSA

T
IO
N
BET

W
EEN

LIEU
T
.CO

L.
SU
GA
N
A
M
I,JA

PA
N
ESE

M
ILIT

A
RY
A
T
T
A
CH
E,A

N
D
M
A
-

JO
R
C.R.M

A
JO
R,M

.I.2

（c

）,on
19
th M
ay,1938,W

O
106/5540,T

he
N
ationalA

rchives,K
ew
,London.

や
や
紛
ら
わ
し
い
が
、
メ
ー
ジ
ャ
ー

と
い
う
名
前
の
人
物
が
少
佐
（m

ajor

）
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

（
５３
）RECO

RD
O
F
A
CO
N
V
ERSA

T
IO
N
BET

W
EEN

T
H
E
JA
PA
-

N
ESE

M
ILIT

A
RY
A
T
T
A
CH
E
A
N
D
M
.I.2.CO

LO
N
EL
on
27
th

M
A
Y
,1938,W

O
106/5540.

（
５４
）
代
表
的
な
研
究
と
し
て
、
前
掲
『
日
中
外
交
史
研
究
』、
前
掲
『
日
中
戦

争
期
に
お
け
る
経
済
と
政
治
』、
前
掲
『
宇
垣
一
成
と
戦
間
期
の
日
本
政
治
』、

戸
部
良
一
『
ピ
ー
ス
・
フ
ィ
ー
ラ
ー

支
那
事
変
和
平
工
作
の
群
像
』（
論

創
社
、
一
九
九
一
年
）、
劉
傑
『
日
中
戦
争
下
の
外
交
』（
吉
川
弘
文
館
、
一

九
九
五
年
）、
伊
藤
智
巳
「
宇
垣
時
代
の
外
務
省
と
「
宇
垣
外
交
」」（
堀
真

清
編
『
宇
垣
一
成
と
そ
の
時
代
』
新
評
論
、
一
九
九
九
年
）
な
ど
。

（
５５
）
宇
垣
一
成
『
宇
垣
一
成
日
記
』
二
巻
（
み
す
ず
書
房
、
一
九
七
〇
年
）
一

二
四
一
頁
。
以
下
、『
宇
垣
日
記
』
と
略
す
。
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（
５６
）
「
昭
和
十
三
年
十
二
月
一
日
／
昭
和
十
三
年
度
執
務
報
告
／
外
務
大
臣
官

房
」（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
、レ
フ
ァ
レ
ン
ス
コ
ー
ドB

10070156800

、

一
八
三
画
像
中
六
〜
七
画
像
目
）。
ク
レ
ー
ギ
ー
と
の
会
談
の
日
付
は
、
以

下
の
通
り
。
六
月
八
日
、
六
月
一
五
日
、
六
月
二
七
日
、
七
月
二
六
日
、
八

月
一
七
日
、
八
月
二
〇
日
、
九
月
八
日
、
九
月
一
四
日
、
九
月
二
二
日
。
こ

れ
に
五
月
三
一
日
の
外
交
団
接
見
時
の
面
談
を
加
え
れ
ば
、
ク
レ
ー
ギ
ー
と

は
一
〇
回
会
見
し
た
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
英
国
側
の
外
交
文
書
で
は
、
会

談
の
日
付
が
日
本
側
の
記
録
よ
り
、
一
日
遅
く
な
っ
て
い
る
例
が
間
々
み
ら

れ
る
が
（
二
日
に
亘
り
会
談
し
た
と
も
考
え
ら
れ
、
そ
の
可
能
性
は
排
除
で

き
な
い
）、
会
談
日
時
に
関
し
て
は
、
本
稿
で
は
こ
の
大
臣
官
房
の
記
録
に

依
拠
し
た
。

（
５７
）
前
掲
『
宇
垣
日
記
』
一
二
〇
〇
頁
。

（
５８
）
同
前
『
宇
垣
日
記
』
一
二
四
一
〜
一
二
四
二
頁
。

（
５９
）BD

FA
,vol.46,D

oc.41.pp.22-23.

（
６０
）
宇
垣
一
成
「
老
兵
の
述
懐
㈡

日
華
和
平
交
渉
秘
話
」（『
読
売
評
論
』
一

九
五
〇
年
一
一
月
号
）
六
八
〜
六
九
頁
。

（
６１
）
前
掲
『
石
射
猪
太
郎
日
記
』
二
六
七
頁
。

（
６２
）
「
支
特
情
軍
極
秘
第
一
五
五
三
号

昭
和
１３
年
６
月
６
日

軍
令
部
第
十

一
課

６
月
５
日
１
７
０
５
発
信

発

漢
口
張
羣

宛

駐
日
支
那
大
使

館
楊
代
理
」（
前
掲
「
昭
和
十
二
年
以
降
旧
支
那
動
向
」）。

（
６３
）
「
昭
和
１４
年
１０
月
２５
日

軍
令
部
第
十
一
課

発

羅
馬
支
那
代
理
大
使

宛

重
慶
外
交
部

１０
―
２３
―
１
３
２
４
発
」（
同
前
簿
冊
所
収
）。
こ
の

解
読
文
は
、
ロ
ー
マ
法
王
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
達
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
（Franklin

D
.Roosevelt

）
米
大
統

領
は
日
中
戦
争
の
調
停
に
乗
り
出
す
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
が
、
自
発
的
に

行
う
の
で
な
く
、
ロ
ー
マ
法
王
か
ら
の
依
頼
と
い
う
形
で
行
う
意
向
を
持
っ

て
お
り
、
つ
い
て
は
、
中
国
側
の
意
見
を
聞
き
た
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
重
慶
側
は
、
日
本
は
第
三
国
に
斡
旋
を
依
頼
す
る
意
思
が
無
い

の
で
、
こ
の
件
は
進
行
さ
せ
な
い
よ
う
に
指
示
し
て
い
て
、
こ
れ
も
日
本
側

は
傍
受
解
読
し
て
い
た
（「
昭
和
１４
年
１０
月
２７
日

軍
令
部
第
十
一
課

発

重
慶
外
交
部

宛
「
ロ
ー
マ
」
徐
代
理
大
使

１０
―
２５
―
２
４
０
０
発
」

同
前
簿
冊
所
収
）。
一
九
四
〇
年
五
月
二
三
日
、
欧
米
各
国
を
出
張
し
て
い

た
伊
藤
述
史
公
使
は
、
バ
チ
カ
ン
の
マ
リ
ヨ
ー
ネ
（Luigi

M
aglione

）
国

務
長
官
と
日
中
戦
争
で
の
調
停
者
と
し
て
の
ロ
ー
マ
法
王
の
可
能
性
に
つ
い

て
議
論
し
た
。
マ
リ
ヨ
ー
ネ
は
伊
藤
に
、
そ
の
件
で
ロ
ー
マ
法
王
は
既
に
米

大
統
領
に
接
近
し
た
が
不
成
功
に
終
わ
っ
た
こ
と
を
念
押
し
し
、
別
の
機
会

が
生
ず
れ
ば
行
動
を
取
る
こ
と
を
約
束
し
た
が
、
楽
観
的
で
は
な
か
っ
た

（George
Q
.
Flynn,

R
oosevelt

and
R
om
anism

:
Catholics

and
A
m
erican

D
iplom

acy,1937-1945,W
estport:

Greenw
ood
Press,

1976,p.227
note

31

）。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
、
ど
ち
ら
が
先
に
持
ち
掛
け
た

か
は
と
も
か
く
、
日
中
戦
争
の
調
停
を
巡
り
米
大
統
領
と
バ
チ
カ
ン
の
間
で

や
り
取
り
が
あ
っ
た
こ
と
、
両
者
の
動
き
を
中
国
の
外
交
暗
号
解
読
に
よ
り
、

日
本
側
も
あ
る
程
度
察
知
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

（
６４
）
例
え
ば
、
柿
本
軍
令
部
第
一
一
課
長
は
、
一
九
三
八
年
一
二
月
二
日
の
軍

令
部
の
会
報
で
、「
支
那
空
軍
用
暗
号
変
更
セ
リ
」、「
外
交
関
係
暗
号
一
二
、

一
変
更
セ
リ
」
と
報
告
し
て
い
る
（「
昭
和
一
三
、
一
一
、
一
二
起

覚

第
十
」（
前
掲
「
中
沢
佑
関
係
文
書
」
三
一
））。

（
６５
）
『
日
外
日
中
』
第
一
冊
、
二
九
六
〜
二
九
七
頁
。

（
６６
）
小
川
平
吉
文
書
研
究
会
編
『
小
川
平
吉
関
係
文
書
』
一
巻
（
み
す
ず
書
房
、

一
九
七
三
年
）
三
八
五
頁
。
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（
６７
）
鹿
錫
俊
『
蔣
介
石
の
「
国
際
的
解
決
」
戦
略：

1937-1941

』（
東
方
書
店
、

二
〇
一
六
年
）
四
二
頁
。

（
６８
）
前
掲
『
宇
垣
日
記
』
一
一
九
四
頁
。

（
６９
）
同
前
『
宇
垣
日
記
』
一
一
九
九
頁
。

（
７０
）
前
掲
『
ピ
ー
ス
・
フ
ィ
ー
ラ
ー
』
第
五
章
、
前
掲
『
日
中
戦
争
下
の
外

交
』
第
三
章
。

（
７１
）
前
掲
「
老
兵
の
述
懐
㈡
」
六
八
〜
七
四
頁
。

（
７２
）
前
掲
『
宇
垣
日
記
』
一
二
九
三
頁
。

（
７３
）
「
昭
一
三
、
六
、
一
二
起

覚

第
六
」（
前
掲
「
中
沢
佑
関
係
文
書
」
二

七
）。

（
７４
）BD

FA
,vol.46,D

oc.107,108.p.73.

（
７５
）
前
掲
「
田
中
日
誌
」
六
月
一
六
日
条
。
一
七
日
の
誤
記
と
思
わ
れ
る
。

（
７６
）
『
日
外
日
中
』
第
一
冊
、
二
九
九
頁
。

（
７７
）
『
日
外
日
中
』
第
一
冊
、
三
二
六
〜
三
二
七
頁
。

（
７８
）
前
掲
『
宇
垣
日
記
』
一
二
〇
三
頁
。

（
７９
）
同
前
『
宇
垣
日
記
』
一
二
五
〇
頁
。

（
８０
）
『
日
外
日
中
』
第
一
冊
、
三
六
六
頁
。

（
８１
）
前
掲
「
田
中
日
誌
」
六
月
二
一
日
条
。

（
８２
）
「
昭
和
十
三
年
六
月
二
十
三
日
軍
務
課
／
英
、
仏
、
蘇
三
国
共
同
シ
テ
強

制
干
渉
ヲ
ナ
サ
ン
ト
ス
ル
�
ア
ル
ニ
鑑
ミ
之
カ
対
策
案
」（「
支
那
事
変
関
係

一
件
」
第
一
四
巻
）。
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
コ
ー

ド
、B
02030538500,

三
画
像
中
二
画
像
目
。

（
８３
）
伊
藤
隆
他
編
『
続
・
現
代
史
資
料
４

陸
軍

畑
俊
六
日
誌
』（
み
ず
す

書
房
、
一
九
八
三
年
）
一
三
九
頁
。

（
８４
）
同
右
、
一
四
〇
頁
。

（
８５
）
前
掲
「
田
中
日
誌
」
六
月
二
四
日
条
。

（
８６
）
同
前
「
田
中
日
誌
」
六
月
二
七
日
条
。

（
８７
）
同
前
「
田
中
日
誌
」
六
月
二
九
日
条
。

（
８８
）
「
外
事
情
報

昭
和
十
三
年
七
月
二
十
日

日
支
和
平
調
停
ニ
対
ス
ル
駐

日
各
国
公
館
ノ
動
静

憲
兵
司
令
部
」（
前
掲
「
昭
和
十
二
年
以
降
旧
支
那

動
向
」）。

（
８９
）From

:
T
okyo

（U
gaki

）T
o
:
London,June

26,1938,#250

（#
2209

）.

（
９０
）
前
掲
『
昭
和
社
会
経
済
史
料
集
成

第
六
巻

海
軍
省
資
料
（
６
）』
七

二
〜
七
四
、
三
七
六
頁
、『
日
外
日
中
』
第
一
冊
、
二
九
九
〜
三
〇
一
頁
。

（
９１
）
�
９０
に
掲
記
し
た
よ
う
に
「
内
聞
」
は
既
に
活
字
化
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

れ
だ
け
で
は
原
史
料
の
状
態
が
分
か
り
に
く
い
の
で
、
大
東
文
化
大
東
洋
研

究
所
か
ら
防
研
に
寄
贈
さ
れ
た
原
史
料
で
あ
る
、「
海
軍
省
五
（
一
）」

（
九
・
大
東
文
化
・
二
―
二
、
防
研
蔵
）
で
確
認
し
た
。

（
９２
）
前
掲
『
昭
和
社
会
経
済
史
料
集
成

第
六
巻

海
軍
省
資
料
（
６
）』
一

六
一
〜
一
七
〇
頁
。

（
９３
）From

:T
okyo

（U
gaki

）To
:W
ashington,29

June.1938.Circular
#2083.Sentto

London
foraction

as#253

（#2247

）.

（
９４
）

D
B

FP
,2
nd Series,vol,21.N

o.593.pp.802-803,B
D

FA
,vol.46,D

oc.
22.pp.11-12.

（
９５
）
前
掲
「
昭
和
十
二
年
以
降
旧
支
那
動
向
」
所
収
。

（
９６
）
こ
の
種
の
政
策
文
書
を
起
案
し
得
る
当
該
期
の
山
本
中
佐
と
は
、
軍
令
部

作
戦
課
の
山
本
親
雄
中
佐
か
、
海
軍
省
軍
務
局
軍
務
第
一
課
の
山
本
善
雄
中

佐
が
考
え
ら
れ
る
が
、
軍
令
部
内
で
の
協
議
な
の
で
前
者
の
可
能
性
が
高
い
。

（
９７
）
前
掲
『
小
川
平
吉
関
係
文
書
』
一
巻
、
三
八
八
頁
。
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（
９８
）
こ
の
文
書
に
は
、「（
別
紙
横
井
大
佐
起
案
ノ
対
策
共
ニ
）
一
部
長
、
次
長

総
長
及
軍
務
局
長
次
官
大
臣
ノ
閲
覧
ヲ
経
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
」
と
�
記
さ
れ
て

い
る
。
横
井
起
案
の
文
書
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

（
９９
）
近
藤
は
赤
字
で
山
本
の
意
見
書
に
以
下
の
よ
う
な
書
き
込
み
を
し
て
い
る
。

「
下
記
〔
日
本
の
早
期
の
広
東
攻
略
〕
ヲ
慮
ル
ゝ
コ
ト
ガ
今
次
英
大
使
申
出

ノ
動
因
ノ
一
ツ
ナ
ル
ベ
シ
、
帝
国
将
来
ノ
為
ニ
下
記
ヲ
速
ニ
断
行
ス
ル
ノ
有

利
ナ
ル
コ
ト
ハ
之
ヲ
認
ム
然
レ
ド
モ
之
ヲ
行
ヘ
バ
英
ト
ノ
関
係
ハ
非
常
ニ
悪

化
シ
現
時
局
ヲ
比
較
的
我
ニ
有
利
ニ
而
モ
速
ニ
収
拾
ス
ル
コ
ト
〔
一
字
不

明
〕
困
難
ト
ナ
ル
ニ
非
ズ
ヤ
ヲ
惧
ル
従
ツ
テ
漢
口
ノ
攻
略
ハ
極
力
之
ヲ
促
進

ス
ル
コ
ト
絶
対
ニ
必
要
ナ
ル
モ
広
東
ニ
対
シ
テ
ハ
我
兵
力
関
係
、
速
ナ
ル
時

局
ノ
収
拾
等
大
局
的
見
地
ヨ
リ
シ
テ
情
勢
ノ
変
化
ヲ
見
届
ケ
タ
ル
上
ノ
コ

ト
ゝ
シ
時
機
ト
シ
テ
ハ
依
然
予
定
ノ
頃
ト
ス
ル
ヲ
可
ト
ス
ト
認
ム
（
一
部

長
）」。
こ
の
書
き
込
み
の
脇
に
赤
字
で
「
次
長
同
意
」
と
あ
る
。

（
１００
）
前
掲
「
昭
和
十
二
年
以
降
旧
支
那
動
向
」
所
収
。
横
井
忠
雄
が
起
案
し
た

「
英
大
使
日
支
和
平
調
停
対
策
（
一
三
、
六
、
三
〇
）」
は
、
六
月
三
〇
日
に

作
成
さ
れ
た
同
名
の
文
書
が
二
つ
あ
る
。
内
容
的
に
は
大
差
は
な
い
が
、
本

稿
で
は
「
軍
極
秘
」
印
が
押
さ
れ
て
い
て
、
古
賀
次
長
の
書
き
入
れ
の
あ
る

も
の
に
依
拠
し
た
。

（
１０１
）
前
掲
『
日
中
戦
争
期
に
お
け
る
経
済
と
政
治
』
一
三
八
頁
。

（
１０２
）
前
掲
「
田
中
日
誌
」
六
月
二
九
日
条
。

（
１０３
）
七
九
〇
号
電
の
解
読
文
は
、「
英
特
情
軍
極
秘
第
九
〇
一
号

昭
和
１３
年

６
月
３０
日
軍
令
部
第
十
一
課

６
月
２８
日
２
２
３
５
傍
受

発

駐
日
英
大

使

宛

倫
敦
外
務
省
」。
七
九
〇
号
電
の
原
文
は
、BD

FA
,vol.46,D

oc.
181.pp.121-122.

解
読
文
は
中
盤
で
解
読
不
能
の
箇
所
が
あ
る
。

七
九
一
号
電
の
解
読
文
は
、「
英
特
情
軍
極
秘
第
九
〇
二
号

昭
和
１３
年

６
月
３０
日

軍
令
部
第
十
一
課

６
月
２８
日
２
０
１
０
発
信

発

駐
日
英

大
使

宛

倫
敦
外
務
省
」。
七
九
一
号
電
の
原
文
は
�
９４
と
同
じ
（
い
ず

れ
も
、
前
掲
「
昭
和
十
二
年
以
降
旧
支
那
動
向
」）。

（
１０４
）
な
お
、
こ
の
箇
所
は
原
文
で
は
、“Ihad

in
factrepeated

statem
ent

m
ade
by
Prim

e
M
inister

in
Parliam

ent
on
M
ay
11
th ”

と
な
っ
て
お

り
、
解
読
文
は
議
会
を
閣
議
と
訳
し
て
お
り
、
誤
訳
と
い
う
か
取
り
違
え
て

い
る
。

（
１０５
）
海
軍
用
箋
四
枚
に
亘
る
「
内
聞
」
の
一
枚
目
の
欄
外
。

（
１０６
）
英
文
は
、
日
本
側
が
解
読
し
た
英
文
の
解
読
文
が
現
存
し
て
い
る
の
で
は

な
く
、
�
９４
の
文
献
か
ら
の
引
用
。

（
１０７
）
海
軍
用
箋
四
枚
に
亘
る
「
内
聞
」
の
二
枚
目
の
欄
外
。

（
１０８
）
原
田
熊
雄
述
『
西
園
寺
公
と
政
局
』
七
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
五
二
年
）

三
四
頁
。

（
１０９
）
同
前
『
西
園
寺
公
と
政
局
』
三
八
、
四
三
〜
四
四
頁
、
前
掲
『
高
木
惣
吉

日
記
と
情
報
』
上
、
一
四
四
〜
一
四
五
頁
。

（
１１０
）
前
掲
『
昭
和
社
会
経
済
史
料
集
成

第
六
巻

海
軍
省
資
料
（
６
）』
七

三
〜
七
四
頁
。

（
１１１
）
『
日
外
日
中
』
第
一
冊
、
三
七
五
頁
。

（
１１２
）D

BFP,2
nd Series,vol,21.N

o.593,p.803
note

4.

（
１１３
）
前
掲
『
宇
垣
日
記
』
一
二
四
三
〜
一
二
四
四
頁
。

（
１１４
）
前
掲
『
日
中
戦
争
期
に
お
け
る
経
済
と
政
治
』
一
五
九
〜
一
六
〇
頁
。

（
１１５
）
前
掲
『
宇
垣
日
記
』
一
二
五
〇
頁
。

（
１１６
）
「
英
特
情
軍
極
秘
第
九
〇
三
号

昭
和
１３
年
６
月
３０
日

軍
令
部
第
十
一

課

６
月
２７
日
１
７
５
５
東
京
傍
受

発

北
京
英
大
使
館
参
事
官

宛

英
外
務
大
臣
」（
前
掲
「
昭
和
十
二
年
以
降
旧
支
那
動
向
」）。
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（
１１７
）
前
掲
『
石
射
猪
太
郎
日
記
』
二
七
二
頁
。

（
１１８
）From

:
ShanghaiT

o
:
Peking,June

27,1938,#262,Sentto
T
o-

kyo
as#2034

（#2226

）.

（
１１９
）
前
掲
『
石
射
猪
太
郎
日
記
』
二
七
四
頁
。

（
１２０
）
『
日
外
日
中
』
第
一
冊
、
三
一
九
〜
三
二
〇
頁
。

（
１２１
）
七
月
五
日
、
在
英
館
付
武
官
↓
軍
令
部
第
三
部
長
、
機
密
第
一
五
三
番
電

（
前
掲
「
昭
和
十
二
年
以
降
旧
支
那
動
向
」）。

（
１２２
）
『
日
外
日
中
』
第
三
冊
、
一
九
二
四
頁
。

（
１２３
）
『
日
外
日
中
』
第
一
冊
、
三
三
六
頁
。

（
１２４
）
八
月
二
〇
日
付
、
原
田
宛
高
木
書
簡
（
前
掲
「
原
田
熊
雄
関
係
文
書
」
四

七
―
一
一
）。

（
１２５
）
「
支
特
情
軍
極
秘
第
二
〇
七
二
号

昭
和
１３
年
８
月
１８
日

軍
令
部
第
十

一
課

８
月
１６
日
２
２
１
５
傍
受

発

重
慶
孔
祥
煕

宛

巴
里
顧
大

使
」（
前
掲
「
昭
和
十
二
年
以
降
旧
支
那
動
向
」）。
な
お
、
高
木
が
原
田
に

宛
て
た
解
読
文
と
軍
令
部
第
一
一
課
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
は
ほ
と
ん
ど
同
文
で

あ
る
が
、
本
稿
で
の
引
用
は
前
者
か
ら
。
ま
た
、
原
田
宛
高
木
書
簡
で
言
及

さ
れ
て
い
る
王
正
廷
宛
電
報
の
解
読
文
は
管
見
の
限
り
現
存
し
て
い
な
い
。

（
１２６
）
九
月
一
四
日
付
、
原
田
宛
高
木
書
簡
（
前
掲
「
原
田
熊
雄
関
係
文
書
」
四

七
―
一
二
）、
前
掲
『
西
園
寺
公
と
政
局
』
七
巻
、
一
一
一
―
一
一
二
頁
。

（
１２７
）
「
支
特
情
軍
極
秘
第
二
二
〇
二
号

昭
和
１３
年
９
月
６
日

軍
令
部
第
十

一
課

９
月
５
日
１
８
０
５
東
京
傍
受

発

重
慶
孔
祥
煕

宛

駐
米
支

那
大
使
王
正
廷
」（
前
掲
「
昭
和
十
二
年
以
降
旧
支
那
動
向
」）。

（
１２８
）
前
掲
『
西
園
寺
公
と
政
局
』
七
巻
、
一
〇
三
頁
。
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